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表
紙

世
界
遺
産
姫
路
城
マ
ラ
ソ
ン

 1 巻頭エッセー／人を大切に、世界に誇れる佐賀づくり 山口祥義（佐賀県知事）

特　集 地域の経済団体とまちづくり
 2  経済団体による地方創生の可能性 岸上光克（和歌山大学食農

総合研究所教授）

 6 茨城県結城市 街の将来像をカタチに 野口純一

 8 愛知県岡崎市 小さな会社の売り上げアップを支援 秋元祥治

 10 福岡県糸島市 漁業者の所得向上に成功 吉村寿敏

 12  民間主導で「自主地
4

立」のまちづくり 五十嵐克也（日本商工会議所
地域振興部長 ）

基調論文

副基調論文

レギュラーリポート

令和元年度土日集中セミナー

食と農の域内サイクル

“ がんばる地域 ” 応援事業　福岡県小竹町

高齢者の能力を活かした居場所づくり
 梶原扶美江

地方創生実践塾　石川県七尾市

地域を支えるコーディネーター
 友田　景

令和元年度地方創生フォーラム in 新潟

若者にとって魅力ある多様な働く場づくり

広報室だより

第１回 地域プロモーション大賞

首長の思い

うるおいとにぎわいのまち東近江
小椋正清（滋賀県東近江市長）
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20

22

24

28

（
兵
庫
県
姫
路
市
）

「
世
界
遺
産
姫
路
城
マ
ラ
ソ
ン
」
は
、
平
成
27
年
に

世
界
文
化
遺
産
姫
路
城
の
大
天
守
保
存
修
理
の
完
成
を

記
念
し
て
始
ま
っ
た
大
会
で
す
。

姫
路
の
観
光
・
文
化
を
活
か
し
て
地
域
を
盛
り
上
げ

る
取
り
組
み
と
し
て
認
め
ら
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
、
文
化

庁
、
観
光
庁
が
共
同
企
画
し
た
「
ス
ポ
ー
ツ
文
化
ツ
ー

リ
ズ
ム
ア
ワ
ー
ド
２
０
１
６
」
の
10
選
に
入
り
、「
ス

ポ
ー
ツ
庁
長
官
賞
」
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
２
月
23
日
（
日
）
に
第
６
回
目
と
な
る
「
世

界
遺
産
姫
路
城
マ
ラ
ソ
ン
２
０
２
０
」を
開
催
し
ま
す
。

姫
路
城
を
背
に
ス
タ
ー
ト
し
、
名
所
・
旧
跡
や
豊
か
な

自
然
を
巡
っ
て
姫
路
城
三
の
丸
広
場
を
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ

と
す
る
コ
ー
ス
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
お
も
て
な
し
や

市
民
挙
げ
て
の
応
援
を
展
開
し
、
地
域
一
体
と
な
っ
て

大
会
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
大
会
前
日
・
当
日
は
、
音
楽
や
ダ
ン
ス
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
ス
テ
ー
ジ
の
ほ
か
、
観
光
情
報
や
地
元
グ

ル
メ
な
ど
を
提
供
す
る
ブ
ー
ス
を
設
け
、
姫
路
の
文
化

や
食
を
楽
し
め
る
マ
ラ
ソ
ン
祭
も
開
催
し
ま
す
。
皆
様

の
お
越
し
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
＝
世
界
遺
産
姫
路
城
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委

員
会
事
務
局

（
０
７
９
‐
２
２
１
‐
２
８
６
２
）

（
写
真
提
供
＝
姫
路
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
室
）

菜の花が咲き誇るコースを
駆け抜ける

●埼玉県秩父市 海と山の連携が新しい時代を生む 小泉貴之

●鳥取県米子市 「衰退」から「復活」へ 竹谷正一

●香川県高松市 商店街を「生活するための街」に 古川康造

【特集編では基調論文、全 6事例を全て掲載～特集編のみに掲載される事例は以下の通り】

  グラビア

 表3 手前みそですが… 【青森県八戸市】

八戸市

青
森
県

252

█YSアリーナ八戸（内部）
国際規格のダブルトラックを備え、2021年に世界ジュニアスピードスケート選手権大
会を開催予定

冬
も
熱
い
氷
都
・
八
戸

█えんぶり（松の舞）
農作業の休憩中、松の枝を持って踊ったの
が始まりと言われる。主に子どもが演じる

█えんぶり摺り
えんぶりを舞うことを「摺る（する）」と
いい、稲作の流れを舞で表現している

█フラットアリーナ
2020年春のオープン予定。シーズン中は
アイスホッケーの熱戦が繰り広げられる

█YSアリーナ八戸（外観）
地域の防災拠点であり、アリーナ全体活
用時には約9000人の収容が可能

█八戸港
国際航路が開設され、北東北のエネルギー
拠点となる LNGターミナルや世界トップ
クラスの造船工場がある

█イカ
八戸名産のイカ。市制施行90周年を期に、
八戸市のシンボルとして「市民のさかな」
に決定

八戸市は青森県南東部に位置し、臨海
部には工業港、漁港、商業港が整備

され、全国屈指の水産都市であり、北東北
随一の工業都市です。

冬、八戸市は「氷都八戸」とも言われ、
昭和22年に第1回冬季国体スケート競技
会が開催されるなど、昔からスケートが親
しまれてきました。昨年、国際規格400
㍍ダブルトラックを備えた屋内スケート場

「YSアリーナ八戸」がオープンし、今年1
月29日から2月2日まで第75回冬季国体
スケート競技会が実施されています。

また今年春には、JR八戸駅の近くに通年型アイスリンク
「フラットアリーナ」がオープンの予定となっております。こ
ちらはアイスホッケーアジアリーグに所属する東北フリーブ
レイズのホームアリーナとなり、熱戦が繰り広げられます。

2月17 ～ 20日に八戸地方に春を呼ぶ伝統芸能 「えんぶ
り」が行われます。えんぶりには豊作を願って春を待つ人々
の思いが込められ、烏帽子を被った太夫による舞いや子ども
たちによる明るく楽しい祝福芸があります。

八戸市は、冬も熱気にあふれています。
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昨
年
８
月
の
令
和
元
年
佐
賀
豪
雨
災
害
で
は
、
全
国
か
ら
温
か

な
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
を
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
の
災
害
は
、
県
内
広
域
に
浸
水
害
な
ど
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
県
で
は
、
被
災
直
後
か
ら
災
害
対
策
本
部

を
立
ち
上
げ
、「
人
命
第
一
で
。
対
策
は
前
広
に
幅
広
に
」
と
い

う
基
本
方
針
の
も
と
、
国
や
自
治
体
、
企
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
、多
く
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、関
係
者
が
一
丸
と
な
っ

て
対
応
に
あ
た
っ
て
き
ま
し
た
。

昨
年
１
月
に
、
県
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な

ど
で
構
成
す
る「
佐
賀
災
害
支
援
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム（
Ｓ
Ｐ
Ｆ
）」

と
佐
賀
県
は
、
連
携
・
協
力
協
定
を
結
ん
で
お
り
、
今
回
の
災
害

で
は
、
こ
う
し
た
Ｃ
Ｓ
Ｏ
（
市
民
社
会
組
織
）
に
も
活
躍
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
Ｃ
Ｓ
Ｏ
が
培
っ
て
こ
ら
れ
た
知
識

や
経
験
に
よ
る
活
動
は
、
被
災
者
へ
の
き
め
細
や
か
な
支
援
を
可

能
に
し
、
ま
た
、
被
災
者
が
自
ら
復
興
に
向
け
て
地
域
づ
く
り
を

行
う
支
え
と
な
っ
て
い
ま
す
。

私
は
、
総
務
省
在
職
中
、
い
く
つ
か
の
自
治
体
に
赴
任
し
、
ま

た
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
総
合
研
究
所
地
域
振
興
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
や
地
域
活
性

化
伝
道
師
と
し
て
、全
国
の
ま
ち
づ
く
り
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
経
験
か
ら
感
じ
た
こ
と
は
、
地
域
の
発
展
に
は
、
そ
こ
に
住

む
人
た
ち
が
地
域
を
愛
し
、
誇
り
に
思
う
気
持
ち
が
欠
か
せ
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
佐
賀
に
は
、
連
綿
と
続
い
て
き
た
伝
統
文
化

が
あ
り
、
素
晴
ら
し
い
地
域
資
源
が
あ
り
、
ま
た
、
人
と
人
と
の

深
い
つ
な
が
り
が 

あ
り
ま
す
。
私
は
、
佐
賀
の
人
々
が
こ
う
し
た

価
値
を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、
世
界
か
ら
も
認
め
ら
れ
る
佐
賀

県
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
人
に
寄

り
添
い
、
人
と
対
話
し
、
人
の
想
い
を
感
じ
な
が
ら
、
次
の
世
代

へ
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
、
県
の
総
合
計
画

の
基
本
理
念
を
「
人
を
大
切
に
、
世
界
に
誇
れ
る
佐
賀
づ
く
り
」

と
し
て
い
ま
す
。

総
合
計
画
で
は
、
政
策
の
推
進
に
あ
た
っ
て
二
つ
の
視
点
を
取

り
入
れ
て
い
ま
す
。
一
つ
は
、「
さ
が
創
生
」
と
い
う
、
雇
用
や

新
し
い
ひ
と
の
流
れ
、
子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
る
環
境
、
時
代

に
合
っ
た
地
域
を
創
り
出
す
視
点
。
も
う
一
つ
は
、「
さ
が
デ
ザ

イ
ン
」
と
い
う
、
人
の
く
ら
し
、
ま
ち
・
地
域
を
心
地
よ
く
し
、

豊
か
な
も
の
に
す
る
視
点
で
す
。「
さ
が
デ
ザ
イ
ン
」
で
は
、
平

成
27
年
１
月
の
知
事
就
任
後
ま
も
な
く
、
県
庁
に
「
さ
が
デ
ザ
イ

ン
」
と
い
う
部
署
を
つ
く
り
、政
策
の
「
質
」
を
高
め
る
た
め
に
、

デ
ザ
イ
ナ
ー
や
ク
リ
エ
イ
タ
ー
目
線
で
施
策
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
コ

ン
セ
プ
ト
そ
の
も
の
か
ら
磨
き
上
げ
を
行
う
仕
組
み
を
つ
く
り
、

今
で
は
、あ
ら
ゆ
る
施
策
に
デ
ザ
イ
ン
の
視
点
を
入
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
政
策
の
柱
の
一
つ
と
し
て
「
自
発
の
地
域
づ
く
り

さ
が
」
を
掲
げ
、
県
民
の
方
々
が
地
域
を
よ
り
よ
く
す
る
活
動
を

応
援
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
東
京
・
銀
座
の
す
し
屋
で
人
気
の

「
コ
ハ
ダ
」
は
、
実
は
そ
の
多
く
が
佐
賀
県
産
。
豊
洲
市
場
で
の

取
扱
量
は
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
な
が
ら
、
地
元
で
の
知
名
度
・
消

費
機
会
が
少
な
い
こ
と
を
残
念
に
思
っ
た
太
良
町
の
漁
師
の
妻
た

ち
が
「
竹
崎
コ
ハ
ダ
女
子
会
」
を
結
成
し
、
レ
シ
ピ
開
発
や
イ
ベ

ン
ト
を
行
い
地
域
の
名
物
に
す
る
べ
く
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
茶
の
産
地
で
あ
る
嬉
野
市
春
日
地
区
で
は
、
地
域
の

方
々
が
耕
作
放
棄
地
の
「
茶
の
実
」
を
活
用
し
た
商
品
づ
く
り
に

取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。
自
発
の
地
域
づ
く
り
は
、
試
行
錯
誤
を

重
ね
な
が
ら
、
小
さ
な
成
功
を
積
み
重
ね
て
い
く
「
ト
ラ
イ
＆
エ

ラ
ー
」
が
大
切
で
あ
り
、
こ
の
繰
り
返
し
が
、
地
域
の
方
々
の
自

信
と
誇
り
、
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
だ
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
県
内
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
、
自
発
の
地

域
づ
く
り
の
芽
が
成
長
し
、
花
を
咲
か
せ
、
実
を
結
ぶ
よ
う
、
全

力
で
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

昨
年
は
豪
雨
災
害
を
は
じ
め
、
佐
賀
県
に
と
っ
て
厳
し
い
１
年

で
し
た
。
一
方
で
、
県
民
、
Ｃ
Ｓ
Ｏ
、
企
業
、
行
政
等
が
手
を
携

え
、
課
題
に
取
り
組
む
大
切
さ
を
再
認
識
す
る
１
年
で
も
あ
り
ま

し
た
。

今
後
は
、こ
れ
ま
で
以
上
に
県
民
の
方
々
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、

様
々
な
人
が
様
々
な
場
面
で
活
躍
し
、
輝
く
、
多
様
性
に
あ
ふ
れ

る
佐
賀
県
を
目
指
し
、
世
界
に
誇
れ
る
佐
賀
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
Ｃ
Ｓ
Ｏ
と
は
、
Ｃ
ｉｖ
ｉ
ｌ 

Ｓｏ
ｃ
ｉｅ
ｔｙ 

Ｏ
ｒ
ｇ
ａ
ｎ
ｉｚ
ａ
ｔ
ｉｏ
ｎ
ｓ

（
市
民
社
会
組
織
）
の
略
で
、
佐
賀
県
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
市
民
活
動
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
に
限
ら
ず
、自
治
会
・
町
内
会
、婦
人
会
、老
人
会
、Ｐ
Ｔ
Ａ
と
い
っ

た
組
織
・
団
体
を
含
め
て
「
Ｃ
Ｓ
Ｏ
」
と
呼
称
し
、
共
に
地
域
課
題
の
解
決
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

山口　祥
よ し

義
の り

佐賀県知事

人を大切に、
世界に誇れる佐賀づくり
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特 集
は
じ
め
に

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
に
よ
り
全
国
各
地
で
、
地
域

経
済
の
活
力
が
失
わ
れ
る
状
況
が
生
ま
れ
て
き
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
事
態
に
対
処
し
よ
う
と
、
全
国
で
地
域
づ

く
り
が
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
政
策
的
な
支
援
も
充
実
し

て
い
ま
す
。
国
が
平
成
26
年
12
月
に
策
定
し
た
「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
勘
案
し
て
、
全
国
の
地
方
自

治
体
は
地
方
創
生
総
合
戦
略
を
策
定
し
ま
し
た
。同
時
に
、

６
次
産
業
化
・
地
産
地
消
法
、
農
商
工
等
連
携
促
進
法
な

ど
の
施
策
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
新
商
品
の
開
発
や
販
路

拡
大
に
よ
る
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み
も
数
多
く
見
ら
れ

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
平
成
29
年
５
月
、
農
林
漁

業
・
商
工
業
全
国
５
団
体
（
全
国
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
、

全
国
森
林
組
合
連
合
会
、
全
国
商
工
会
連
合
会
、
日
本
商

工
会
議
所
、
全
国
農
業
協
同
組
合
中
央
会
）
は
、
地
域
の

実
情
に
配
慮
し
つ
つ
、
相
互
に
連
携
・
協
力
に
努
め
、
農

林
漁
業
な
ら
び
に
商
工
業
の
振
興
を
通
じ
て
、
豊
か
で
暮

ら
し
や
す
い
地
域
社
会
を
つ
く
り
、
も
っ
て
地
方
創
生
を

推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、「
農
林
漁
業
と
商
工
業
の
連

携
を
通
じ
た
地
方
創
生
の
推
進
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

し
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
、
①
全
国
の
会
員
組
織
に
お
け
る
相
互
連

携
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
、
②
農
林
漁
業
お
よ
び
商
工
業

の
連
携
な
ら
び
に
６
次
産
業
化
お
よ
び
販
路
拡
大
、
製
品

開
発
等
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
、
③
地
域
資
源
を
活
用
し

た
産
業
振
興
や
観
光
振
興
な
ど
地
域
経
済
の
発
展
に
関
す

る
こ
と
、
④
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
発
展
な
ど
地
域

社
会
経
済
の
活
性
化
に
関
す
る
こ
と
、
⑤
そ
の
他
相
互
の

連
携
協
力
す
る
こ
と
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
項
に
関
す

る
こ
と
、
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
Ｊ
Ａ
や
商
工
会
議
所
、
民
間
企
業
な
ど
地
域

の
様
々
な
担
い
手
が
連
携
し
、
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や

஍
Ҭ
ͷ
ܦ
ࡁ
ஂ
ମ
ͱ
·
ͪ
ͮ
͘
Γ

経
済
団
体
に
よ
る
地
方
創
生
の
可
能
性

―「
共
創
」
の
地
域
づ
く
り
へ
―

岸
上
　
光
克

和
歌
山
大
学
食
農
総
合
研
究
所
教
授

චऀϓϩϑΟʔϧ

ࢯࠀޫ�্؛
ʢ͖͕͠ΈɾΈͭΑ͠ʣ

1��� 年ฌݝݿੜ·Εɻ࿨Վࢁେֶֶࡁܦ෦ଔۀɺେࡕ෎ཱ
େֶେֶӃ೶ֶੜ໋ՊֶڀݚՊത࢜લظ・ത࢜ظޙ՝ఔमྃɻ
ത࢜（೶ֶ）ɻ株式会社ؔ੢ܭըٕज़ڀݚॴɺ࿨Վాݝࢁล޿
域ࢢொଜۀ࢈ޫ؍߁݈ݍΫラεターਪਐٞڠ会ɺాลࢢ໾ॴɺ
ਫ࢈େֶߍΛͯܦɺ2016 年 4 月ʹ࿨Վࢁେֶ地域活性化૯߹
センター৯೶૯߹ڀݚॴʹண೚ɺ201�年3月ΑΓݱ৬ɻڀݚςー
Ϛ͸ɺ地域ͮ͘Γઓུɺ೶ൢڠചۀࣄͷ࠶編ɺ೶࢈෺ྲྀ௨ͳͲɻ

ओͳஶॻ（ڞஶ）͸ɺʮݱ代ͷ৯ྉ・೶ۀ・೶ଜΛ͑ߟΔʯɺʮഇ
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新
商
品
開
発
な
ど
を
実
現
さ
せ
た
取
り
組
み
を
簡
単
に
紹

介
す
る
と
と
も
に
、
連
携
の
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

解
説
し
ま
す
。
ま
た
、
今
後
の
地
方
創
生
の
推
進
の
可
能

性
に
つ
い
て
も
考
え
ま
す
。

内
発
的
な
地
域
づ
く
り
と

農
商
工
連
携
か
ら
見
る
地
方
創
生
の
実
態

５
団
体
の
連
携
の
目
的
は
、
単
な
る
商
品
開
発
で
は
な

く
、「
地
方
創
生
を
推
進
す
る
こ
と
」
で
す
。
第
１
期
（
平

成
25
〜
令
和
元
年
度
）
の
地
方
創
生
で
は
、
全
国
で
新
商

品
の
開
発
や
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
観
光
商
品
の
開
発

な
ど
多
種
多
様
な
取
り
組
み
が
発
現
し
て
い
ま
す
。
と
は

い
え
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
を
見
る
と
、

多
く
の
自
治
体
は
交
付
金
獲
得
を
目
的
に
総
合
戦
略
を
策

定
し
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
方
自
治

総
合
研
究
所
が
平
成
30
年
に
公
表
し
た
調
査
に
よ
る
と
、

回
答
し
た
１
３
４
２
市
町
村
の
う
ち
77
％
が
「
コ
ン
サ
ル

な
ど
外
部
に
そ
の
策
定
を
委
託
し
た
」
と
な
っ
て
お
り
、

外
注
先
は
東
京
都
内
に
本
社
を
置
く
企
業
に
集
中
し
て
い

ま
す
。
ま
さ
に
、「
絵
に
描
い
た
餅
（
計
画
）」「
計
画
策

定
の
た
め
の
計
画
策
定
」
と
の
評
価
を
受
け
て
も
致
し
方

な
い
と
も
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
少
し
古
い
デ
ー
タ
に
な
り
ま
す
が
、
千
葉
大
学

の
櫻
井
清
一
氏
は
農
商
工
連
携
の
特
徴
を
以
下
の
よ
う
に

ま
と
め
て
い
ま
す
。

農
・
商
・
工
そ
れ
ぞ
れ
１
事
業
体
程
度
が
結
び
つ
い
た

単
線
的
な
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
農

工
２
部
門
の
連
携
が
多
く
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
部
門
が
関
与

し
た
事
業
例
は
や
や
少
な
い
こ
と
、
研
究
部
門
の
関
与
は

希
薄
で
あ
る
こ
と
、
短
期
的
な
新
製
品
づ
く
り
に
傾
斜
し

た
事
例
が
多
い
こ
と
、
農
業
部
門
事
業
者
の
積
極
的
関
与

が
あ
ま
り
見
ら
れ
ず
、
か
つ
成
果
配
分
も
商
工
に
傾
斜
し

て
い
る
こ
と
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
農
商
工
連
携
へ
の
取
り
組
み
は
、
販
路
拡
大
に
は

貢
献
し
た
が
、
そ
れ
以
上
の
利
益
向
上
な
ど
の
積
極
的
な

連
携
効
果
が
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。（「
多
角
化
の
視
点
か
ら
考
え
る
６
次
産
業
化
」
和

歌
山
大
学
食
農
総
合
研
究
所
研
究
成
果
第
６
号
を
参
照
）

内
発
的
な
地
域
づ
く
り
が
目
的

地
域
づ
く
り
の
理
論
と
し
て
、「
内
発
的
発
展
」
は
あ

ま
り
に
も
有
名
で
す
。
外
来
型
の
地
域
開
発
で
は
な
く
、

「
地
域
の
団
体
、
企
業
・
組
合
な
ど
の
団
体
や
個
人
が
自

発
的
な
学
習
に
よ
り
計
画
を
た
て
、
自
主
的
な
技
術
開
発

を
も
と
に
し
て
、
地
域
環
境
を
保
全
し
つ
つ
資
源
を
合
理

的
に
利
用
し
、
そ
の
文
化
に
根
ざ
し
た
経
済
発
展
を
し
な

が
ら
、
地
方
自
治
体
の
手
で
住
民
福
祉
を
向
上
さ
せ
て
い

く
よ
う
な
地
域
開
発
」
で
す
。
近
年
で
は
、
こ
れ
を
基
礎

と
し
つ
つ
、
戦
略
的
な
都
市
農
村
交
流
や
外
部
主
体
に
よ

る
広
域
な
支
援
も
必
要
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、地
域
の
主
体
性
が
重
要
で
あ
る
と
理
解
で
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
地
方
創
生
を
見
る
と
、
自
治
体
の
計
画
に

主
体
性
が
あ
っ
た
と
は
言
い
難
い
状
況
で
あ
る
こ
と
、
か

つ
個
別
経
営
体
の
経
営
多
角
化
に
よ
る
所
得
・
収
益
性
向

上
（
経
営
の
持
続
性
を
高
め
る
、
新
た
な
所
得
源
を
確
保

す
る
）
に
は
一
定
の
成
果
を
見
せ
て
い
ま
す
が
、
地
域
全

体
の
産
業
間
連
携
に
よ
る
活
性
化
（
資
源
の
活
用
・
雇
用

の
場
の
確
保
）
に
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

今
後
は
も
っ
と
主
体
的
に
、
か
つ
地
域
全
体
へ
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
中
で
、
Ｊ
Ａ
な

ど
の
経
済
団
体
の
連
携
に
よ
る
地
方
創
生
の
動
き
が
注
目

さ
れ
ま
す
。

経
済
団
体
に
よ
る
連
携
の
実
態

前
述
の
協
定
締
結
の
翌
年
、
平
成
30
年
９
月
に
は
、
地

域
創
生
に
向
け
た
多
業
種
連
携
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
共
創
の

日
２
０
１
８
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
（
令
和
元
年
12
月
に

は
「
共
創
の
日
２
０
１
９
」
開
催
）。
団
体
間
で
連
携
に

取
り
組
ん
で
い
る
５
事
例
を
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
取
り
上

げ
、
内
容
の
報
告
と
と
も
に
、
課
題
の
共
有
や
今
後
の
展

望
に
つ
い
て
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
以
下
で
は
、
そ
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、

５
事
例
を
含
む
全
国
の
モ
デ
ル
事
例
は
「
地
方
創
生
に
向「共創の日 2018」のチラシと「地方創生に向けた多業種連携事例集」

特 集
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け
た
多
業
種
連
携
事
例
集
」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

１　
‌‌

か
ほ
く
イ
タ
リ
ア
野
菜
の
販
路
拡
大‌

（
山
形
県
：
河
北
町
商
工
会
×
Ｊ
Ａ
さ
が
え
西
村
山
）

こ
の
取
り
組
み
は
、
希
少
価
値
の
高
い
イ
タ
リ
ア
野
菜

を
産
地
化
し
、
地
元
で
の
普
及
・
知
名
度
向
上
を
図
っ
た

ほ
か
、
Ｊ
Ａ
さ
が
え
西
村
山
の
ト
ラ
ッ
ク
に
商
品
を
混
載

す
る
こ
と
で
、関
西
方
面
に
販
路
を
拡
大
し
た
事
例
で
す
。

河
北
町
商
工
会
は
関
西
方
面
へ
の
出
荷
を
切
望
し
て
い
ま

し
た
が
、
物
流
コ
ス
ト
が
か
さ
む
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
こ
で
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
、
Ｊ
Ａ
の
ト
ラ
ッ
ク

に
混
載
す
る
こ
と
で
関
西
方
面
へ
の
販
路
拡
大
に
成
功
し

ま
し
た
。
販
路
拡
大
に
よ
り
売
上
高
は
増
え
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
商
工
会
は
首
都
圏
の
営
業
拠
点
と
し
て
三
軒
茶
屋

に
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
、
か
ほ

く
イ
タ
リ
ア
野
菜
を
主
力
商
品
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ

け
、
さ
ら
な
る
都
心
部
へ
の
販
路
拡
大
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

２　

‌‌

パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
に
よ
る
新
商
品
開
発‌

（
東
京
都
：
八
王
子
商
工
会
議
所
×
Ｊ
Ａ
八
王
子
）

こ
の
取
り
組
み
は
、
八
王
子
の
新
し
い
地
域
特
産
品
で

あ
る
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
の
販
売
を
促
進
し
、
新
商
品

を
開
発
し
た
ほ
か
、
八
王
子
商
工
会
議
所
と
Ｊ
Ａ
八
王
子

が
業
務
提
携
協
定
を
締
結
し
た
事
例
で
す
。
南
国
フ
ル
ー

ツ
の
代
表
、
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
を
「
八
王
子
の
名
産

品
に
し
た
い
」
と
い
う
若
手
農
家
た
ち
が
Ｊ
Ａ
八
王
子
パ

ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
生
産
組
合
を
設
立
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
商
工
会
議
所
と
Ｊ
Ａ
が
連
携
し
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
て
地
元
飲
食
店
と
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル

ー
ツ
を
使
用
し
た
独
自
メ
ニ
ュ
ー
を
開
発
し
た
こ
と
で
、

八
王
子
産
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
の
知
名
度
向
上
に
成
功

し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
元
産
の
農
産
物
を
使
用
し
た
い
と

い
う
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
で
、
地
域
活
性
化
に
も
貢
献

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
な
る
認
知
度
向
上
に
向
け
て
イ
ベ
ン

ト
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
す
る
と
と
も
に
、
地
元
の
ニ
ー

ズ
を
勘
案
し
な
が
ら
、
新
商
品
開
発
や
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行

う
対
象
を
広
げ
て
い
く
計
画
を
持
っ
て
い
ま
す
。

３　

‌‌

未
利
用
間
伐
材
を
地
域
通
貨
と
し
て
活
用‌

（‌‌

三
重
県
：
松
阪
飯
南
森
林
組
合‌

×‌

松
阪
香
肌
商
工
会‌

×‌

松
阪
北
部
商
工
会
）

こ
の
取
り
組
み
は
、
未
利
用
間
伐
材
を
地
域
通
貨
と
す

る
こ
と
で
、
森
林
と
地
域
を
活
性
化
し
、
間
伐
材
を
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
燃
料
と
し
て
活
用
し
た
事
例
で
す
。

飯
南
・
飯
高
地
域
は
良
質
な
木
材
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
林
業
は
衰
退
し
、
間
伐
材
も
山
林
に
放

置
さ
れ
て
い
る
状
況
で
し
た
。
そ
こ
で
、
バ
イ
オ
マ
ス
資
源

の
有
効
利
用
を
目
指
し
、
間
伐
材
の
買
取
金
額
の
半
分
を

地
域
の
商
工
会
が
発
行
す
る
商
品
券
で
支
払
い
、
地
域
内

で
お
金
が
循
環
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
森

林
所
有
者
に
副
収
入
が
入
る
こ
と
で
森
林
管
理
へ
の
意
欲

向
上
に
成
功
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。
今
後
は
取
り
組
み
た
い
森
林
所
有
者
に
対
し
て
、

間
伐
が
で
き
て
い
な
い
森
林
所
有
者
の
紹
介
や
組
合
の
施

業
地
で
の
間
伐
の
斡
旋
な
ど
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

４　

‌‌

新
シ
ョ
ウ
ガ
を
用
い
た
ジ
ン
ジ
ャ
ー
エ
ー
ル
開
発

（‌‌

和
歌
山
県
：
Ｊ
Ａ
わ
か
や
ま‌

×‌

和
歌
山
商
工
会
議
所
）

こ
の
取
り
組
み
は
、
和
歌
山
市
特
産
の
新
シ
ョ
ウ
ガ
を

用
い
て
ジ
ン
ジ
ャ

ー
エ
ー
ル
を
開
発

し
た
事
例
で
す
。

和
歌
山
市
を
Ｐ
Ｒ

で
き
る
お
土
産
を

作
り
た
い
と
い
う

思
い
と
新
シ
ョ
ウ

ガ
の
知
名
度
を
高

め
た
い
と
い
う
思

い
を
き
っ
か
け

に
、「
Ｗ
ａ
ｋ
ａ

ｙ
ａ
ｍ
ａ 

Ｇ
ｉ
ｎ
ｇ
ｅ
ｒ 

Ａ
ｌ
ｅ
」
を
開
発
し
ま
し
た
。

商
工
会
議
所
と
連
携
し
販
路
拡
大
を
し
た
と
こ
ろ
、
年
間

１
６
０
万
本
が
売
れ
る
大
ヒ
ッ
ト
と
な
り
、
新
シ
ョ
ウ
ガ

の
生
産
お
よ
び
知
名
度
向
上
に
貢
献
し
ま
し
た
。今
後
も
、

和
歌
山
市
の
新
シ
ョ
ウ
ガ
の
知
名
度
向
上
、
ま
た
全
国
展

開
も
目
指
す
予
定
で
す
。

５　

‌‌

黒
な
ま
こ
の
新
商
品
開
発‌

（
長
崎
県
：
Ｊ
Ｆ
大
村
湾
×
長
崎
県
商
工
会
連
合
会
）

こ
の
取
り
組
み
は
、「
大
村
湾
漁
協
の
石
鹸
」（
黒
な
ま

こ
の
石
鹸
）
の
開
発
・
販
売
お
よ
び
ス
キ
ン
ケ
ア
・
ヘ
ア

ケ
ア
関
連
商
品
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
拡
充
の
事
例
で
す
。
黒

な
ま
こ
は
市
場
価
値
が
低
く
、
駆
除
の
対
象
で
し
た
が
、

地
元
商
工
会
連
合
会
の
支
援
・
連
携
で
黒
な
ま
こ
を
用
い

た
新
商
品
開
発
・
販
売
が
実
現
し
ま
し
た
。
同
商
品
は
累

計
60
万
個
を
販
売
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
黒
な
ま
こ
の

取
引
価
格
が
約
５
倍
と
な
り
安
定
し
た
こ
と
で
、
漁
業
者

の
所
得
が
向
上
す
る
と
と
も
に
、
海
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
力

向
上
に
も
貢
献
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
さ
ら
に
異
業
種
と

の
連
携
を
進
め
る
と
と
も
に
、
首
都
圏
で
の
催
事
へ
の
積

JA わかやまの「Wakayama Ginger Ale」

5 2020・2月号 地域づくり 本編 2020・2月号地域づくり 本編 4



極
的
な
参
加
な
ど
を
通
じ
て
、
地
元
だ
け
で
な
く
全
国
で

フ
ァ
ン
を
増
や
し
て
い
く
予
定
で
す
。

連
携
の
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

上
記
の
取
り
組
み
の
特
徴
は
、
単
な
る
商
品
開
発
（
商

品
が
で
き
ま
し
た
）
で
は
な
く
、
販
路
を
開
拓
し
、
再
生

産
可
能
な
売
り
上
げ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、

す
べ
て
の
事
例
で
取
り
組
み
主
体
の
利
益
を
最
優
先
で
考

え
る
の
で
は
な
く
、「
地
域
」
が
潤
う
こ
と
を
考
え
て
い

る
こ
と
も
特
徴
的
で
す
。
そ
こ
で
、
取
り
組
み
主
体
に
対

し
て
、よ
か
っ
た
こ
と
や
困
っ
た
こ
と
な
ど
を
尋
ね
る
と
、

「
苦
労
し
た
こ
と
は
ま
っ
た
く
な
い
。
各
組
織
の
連
携
が

成
功
を
収
め
て
い
る
」
と
い
っ
た
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
秘
訣
を
聞
く
と
「
日
頃
か
ら
の
情
報
交
換
や
意
見
交

換
が
重
要
で
あ
る
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

一
方
で
、「
Ｊ
Ａ 

職
員
と
し
て
農
業
に
関
す
る
知
識
は

あ
っ
た
が
、
商
と
し
て
の
知
識
が
な
く
、
商
工
会
議
所
と

の
連
携
に
よ
り
そ
の
部
分
を
補
え
た
」「
市
や
県
と
い
っ

た
行
政
と
の
連
携
は
重
要
で
あ
る
」「
行
政
と
の
連
携
に

よ
り
、資
金
（
補
助
金
）
の
確
保
が
可
能
と
な
っ
た
」「
Ｊ

Ａ
と
の
連
携
に
関
し
て
、
違
っ
た
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持

つ
団
体
同
士
が
連
携
す
る
こ
と
で
、
当
初
は
ス
ム
ー
ズ
に

提
案
が
通
ら
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
し
つ
こ
い

く
ら
い
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
を
つ
く
っ
た
こ
と
で
、
今
で

は
お
互
い
に
意
思
疎
通
が
図
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
な
ど

の
意
見
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
聞
く
と
、
単
に
商
品
開
発
を
す
る
か
ら
連
携

す
る
の
で
は
な
く
、
常
日
頃
か
ら
情
報
交
換
を
行
う
こ
と

の
重
要
性
と
と
も
に
、
商
品
開
発
な
ど
に
取
り
組
み
始
め

た
際
も
粘
り
強
く
議
論
を
続
け
る
こ
と
が
成
功
の
秘
訣
だ

と
分
か
り
ま
す
。

ま
と
め

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
の
第
２
期
「
総
合
戦

略
」（
令
和
元
年
12
月
20
日
）
に
お
い
て
は
、
以
下
を
基

本
目
標
と
し
て
設
定
し
て
い
ま
す
。

【
基
本
目
標
１
】
稼
ぐ
地
域
を
つ
く
る
と
と
も
に
、
安
心

し
て
働
け
る
よ
う
に
す
る

【
基
本
目
標
２
】
地
方
と
の
つ
な
が
り
を
築
き
、
地
方
へ

の
新
し
い
ひ
と
の
流
れ
を
つ
く
る

【
基
本
目
標
３
】
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
か
な

え
る

【
基
本
目
標
４
】
ひ
と
が
集
う
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
魅
力
的
な
地
域
を
つ
く
る

【
横
断
的
な
目
標
１
】
多
様
な
人
材
の
活
躍
を
推
進
す
る

【
横
断
的
な
目
標
２
】
新
し
い
時
代
の
流
れ
を
力
に
す
る

そ
し
て
、「
こ
の
５
年
間
で
進
め
ら
れ
て
き
た
施
策
の

検
証
を
行
い
、『
継
続
は
力
な
り
』
と
い
う
姿
勢
を
基
本

に
し
、
令
和
２
年
度
を
初
年
度
と
す
る
今
後
５
か
年
の
目

標
や
施
策
の
方
向
性
等
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
関
係
省

庁
と
の
連
携
を
よ
り
一
層
強
化
し
、
地
方
創
生
の
動
き
を

更
に
加
速
さ
せ
て
い
く
」（
筆
者
一
部
抜
粋
）と
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
も
「
第
28
回
Ｊ
Ａ
全
国
大
会
決

議
」（
平
成
31
年
３
月
）
に
お
い
て
、「
地
域
の
多
様
な
組

織
と
の
連
携
強
化
に
よ
る
役
割
発
揮
」
と
し
て
、「
地
方

公
共
団
体
、
他
の
協
同
組
合
、
農
林
漁
商
工
業
団
体
、
地

域
運
営
組
織
（
Ｒ
Ｍ
Ｏ
）
を
は
じ
め
、 

地
域
の
多
様
な
組

織
と
連
携
」
し
て
地
域
活
性
化
へ
貢
献
す
る
こ
と
を
打
ち

出
し
て
い
ま
す
。

第
１
期
「
総
合
戦
略
」
の
期
間
を
見
る
と
、
自
治
体
に

お
い
て
は
目
的
意
識
を
持
っ
た
計
画
策
定
と
は
必
ず
し
も

言
え
な
い
こ
と
、
農
商
工
連
携
で
は
新
商
品
の
開
発
で
売

り
上
げ
向
上
に
つ
な
が
る
事
例
が
比
較
的
少
な
い
こ
と

（
販
路
拡
大
に
は
貢
献
）
な
ど
の
特
徴
が
あ
り
、「
地
方
創

生
道
半
ば
」
と
言
え
ま
す
。

経
済
団
体
が
自
己
経
営
の
利
益
や
成
果
を
優
先
す
る
の

で
は
な
く
、
内
発
的
な
地
域
づ
く
り
と
は
何
か
を
考
え
、

行
政
や
関
係
機
関
な
ど
と
連
携
し
、「
共
創
」（
多
様
な
業

種
が
協
力
し
て
、
新
た
な
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
や
価
値
観
な

ど
を
つ
く
り
出
す
こ
と
）
す
る
こ
と
で
地
方
創
生
の
深
化

が
も
た
ら
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

連携による「地域の活性化」への貢献　
「第 28 回 JA全国大会決議（概要版）創造的自己改革の実践」より転載（JA全中ホームページ）
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結
城
市
北
部
市
街
地
に
つ
い
て

茨
城
県
結
城
市
の
北
部
市
街
地
は
、中
世
か
ら
の
寺
社
、

見
世
蔵
な
ど
歴
史
的
建
造
物
が
多
く
現
存
し
、
ユ
ネ
ス
コ

無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
結
城
紬つ

む
ぎな

ど
の
伝
統

的
な
地
場
産
業
の
問
屋
や
店
舗
が
立
ち
並
び
、
落
ち
着
い

た
風
情
の
街
並
み
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
近
年
で
は
、
郊
外
の
開
発
に
伴
っ
て
生
活
圏
・

商
圏
が
大
き
く
変
化
し
、
北
部
市
街
地
で
は
空
き
家
・
空

き
店
舗
の
増
加
や
交
流
人
口
の
減
少
が
顕
著
と
な
っ
て
い

ま
す
。
加
え
て
、
見
世
蔵
な
ど
の
歴
史
的
建
造
物
も
、
維

持
修
繕
の
手
間
な
ど
が
足
か
せ
と
な
り
、
減
少
の
一
途
を

た
ど
っ
て
い
ま
す
。

結
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
誕
生

官
民
共
同
出
資
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
「
ま
ち
づ
く
り
会

社
」
の
株
式
会
社
Ｔ
Ｍ
Ｏ
結
城
は
、
結
城
商
工
会
議
所
が

事
務
局
と
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。
北
部
市
街
地
の
現
状

◆◆◆◆◆◆

を
踏
ま
え
、
現
存
す
る
歴
史
的
街
並
み
や
結
城
紬
な
ど
の

地
場
産
業
を
あ
り
の
ま
ま
の
魅
力
と
し
て
発
信
し
、
北
部

市
街
地
を
活
性
化
し
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
ま

ち
づ
く
り
に
興
味
の
あ
る
若
者
を
集
め
た
「
結
い
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
を
結
成
し
ま
し
た
。
結
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

相
互
扶
助
を
意
味
す
る
「
結
い
」
と
い
う
言
葉
に
な
ぞ
ら

え
、
結
城
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
20
〜
30
代
の
若
者
が
集
ま

り
、
結
城
市
の
北
部
市
街
地
を
舞
台
に
人
と
人
と
の
出
会

い
、
場
所
や
モ
ノ
と
の
縁
を
結
ぶ
こ
と
を
基
本
理
念
に
活

動
し
て
い
ま
す
。
市
役
所
・
商
工
会
議
所
職
員
か
ら
建
築

士
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
学
生
、
結
城
紬
の
織
り
子
ま
で
、
多

様
な
立
場
の
若
者
た
ち
で
す
。

結
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動

ɾ
݁
い
ࢢ
（
ຖ
೥
ø÷
݄
に
開
࠵
）

神
社
、
見
世
蔵
、
酒
蔵
等
市
内
に
点
在
す
る
魅
力
的
な

空
間
（
地
域
資
源
）
に
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
作
家
な
ど
約
１

０
０
組
が
出
展
し
、
手
作
り
の
作
品
な
ど
を
展
示
・
販
売

し
て
い
ま
す
。

◆◆◆

ɾ
݁
い
の
͓
と
（
ຖ
೥
य़
に
開
࠵
）　

酒
蔵
、
紬
問
屋
、
カ
フ
ェ
な
ど
を
会
場
に
回
遊
型
の
音

楽
コ
ン
サ
ー
ト
（
フ
ェ
ス
）
を
開
催
。
出
演
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
ス
テ
ー
ジ
衣
装
と
し
て
、
結
城
紬
を
着
て
演
奏
し
て

も
ら
う
な
ど
、
結
城
で
し
か
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

唯
一
無
二
の
個
性
的
な
フ
ェ
ス
と
し
て
話
題
に
。
現
在
で

は
全
国
か
ら
若
者
が
集
ま
る
起
爆
剤
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
二
つ
の
イ
ベ
ン
ト
事
業
は
、
一
時
的
な
利
用
か
ら

結
城
の
文
化
・
暮
ら
し
に
触
れ
て
も
ら
い
、
将
来
の
恒
常

的
な
開
放
・
活
用
や
北
部
市
街
地
へ
の
出
店
に
つ
な
げ
る

狙
い
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
も
う
一
つ
は
、
市
街
地
全
体

を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
の
街

の
在
り
方
を
見
直
す
き
っ
か
け
と
な
る
点
で
す
。

適
切
な
土
地
利
用
や
交
通
整
備
、
景
観
保
全
な
ど
、
一

朝
一
夕
に
は
解
決
し
な
い
都
市
問
題
の
解
決
に
向
け
て
、

ま
ず
は
身
近
に
発
見
で
き
る
問
題
点
に
気
付
き
、
北
部
市

街
地
を
ど
の
よ
う
な
街
に
し
て
い
く
べ
き
か
を
考
え
る
き

っ
か
け
と
し
て
も
ら
う
こ
と
が
一
つ
の
大
き
な
目
的
と
言

え
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
視
点
を
持
っ
た
上
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
人
や
モ
ノ
・
コ
ト
の
つ
な
が
り
を
創
出
し
て
結
い
を
仕

掛
け
て
い
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
商
工
会
議
所
と
結
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
タ

ッ
グ
を
組
み
な
が
ら
、
街
の
新
陳
代
謝
を
図
る
施
策
（
移

住
や
起
業
志
望
者
の
相
談
な
ど
）
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
で

き
る
こ
と
も
大
き
な
強
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

若
年
層
流
出
と
い
う
課
題

一
方
で
、
結
城
市
も
地
方
都
市
に
見
ら
れ
る
若
年
層
の

東
京
圏
へ
の
流
出
超
過
が
課
題
と
し
て
あ
り
、
特
に
女
性

に
と
っ
て
は
「
働
く
場
」
が
な
い
、
働
き
た
い
「
仕
事
」

◆◆◆

茨
城
県
結
城
市

஍
Ҭ
ͷ
ܦ
ࡁ
ஂ
ମ
ͱ
·
ͪ
ͮ
͘
Γ

―「
結
い
」
で
つ
な
が
る
結
城
の
こ
こ
ろ
―

野
口
　
純
一

茨
城
県
結
城
商
工
会
議
所
中
小
企
業
相
談
所

街
の
将
来
像
を
カ
タ
チ
に
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が
な
い
と
い
っ
た
こ
と
が
人
口
移
動
の
分
析
や
調
査
に
よ

っ
て
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
い
ま
取
り
組

む
べ
き
課
題
は
、
企
業
の
Ｉ
Ｔ
化
を
推
進
し
、
募
集
し
て

い
る
仕
事
と
や
り
た
い
仕
事
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
解
消
さ
せ

る
と
と
も
に
、
若
者
が
仕
事
の
情
報
を
交
換
す
る
「
場
づ

く
り
」
や
「
仕
事
場
」
の
提
供
で
あ
ろ
う
と
い
う
結
論
に

達
し
、コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス「
ｙ
ｕ
ｉ
ｎ
ｏ
ｗ
ａ
」（
ゆ

い
の
わ
）
を
整
備
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
新
し
い
働

き
方
に
対
応
で
き
、
人
と
情
報
の
対
流
拠
点
の
役
割
が
果

た
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
し
た
。

ｙ
ｕ
ｉ
ｎ
ｏ
ｗ
ａ
の
概
要　

ｙ
ｕ
ｉ
ｎ
ｏ
ｗ
ａ
は
、
Ｔ
Ｍ
Ｏ
結
城
が
主
体
と
な
っ
て
築

90
年
の
旧
呉
服
店
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。
コ
ワ

ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
や
法
人
登
記
が
可
能
な
占
有
シ
ェ
ア

オ
フ
ィ
ス
、
起
業
を
目
指
す
チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ッ
チ
ン
、
貸

し
会
議
室
、
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
が
日
常
的
に
集
う
場
や
イ
ベ
ン
ト
会
場
な

◆◆◆

ど
多
様
な
場
面
で
活
用
で
き
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
輪
を
広

げ
て
い
く
た
め
の
拠
点
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

運
営
に
お
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
と
連
携
し
、
企

業
経
営
者
や
投
資
家
お
よ
び
起
業
分
野
、
会
計
分
野
、
デ

ザ
イ
ン
分
野
な
ど
の
ス
キ
ル
を
持
つ
人
材
の
交
流
促
進
を

図
る
と
と
も
に
、
創
業
者
の
支
援
に
努
め
て
い
ま
す
。

特
に
Ｉ
Ｔ
人
材
の
育
成
・
交
流
に
つ
い
て
は
、
ヤ
フ
ー

地
方
創
生
推
進
室
と
の
連
携
、
ま
た
、
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
等
の
運
営
に
関
し
て
は
白
鷗
大
学
と
の
連
携
に
よ

っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
街
な
か

の
人
材
交
流
拠
点
と
し
て
の
活
用
促
進
に
努
め
て
い
ま

す
。コ

ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
は
、
Ｔ
Ｍ
Ｏ
結
城
が
結
城
市

か
ら
の
委
託
で
運
営
し
、
Ｔ
Ｍ
Ｏ
結
城
の
自
主
事
業
に
よ

り
チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ッ
チ
ン
ス
ペ
ー
ス
と
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー

ス
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

ｙ
ｕ
ｉ
ｎ
ｏ
ｗ
ａ
開
設
に
至
る
ま
で

◆◆◆

こ
の
よ
う
な
地
域
住
民
と
の
関
わ
り
や
行
政
と
の
連
携

が
柔
軟
に
構
築
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
今
、
街
の
将
来
像

を
カ
タ
チ
に
す
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
は
街
の
資
源
と
な
る

遊
休
不
動
産
を
積
極
的
に
活
用
し
、
発
信
の
場
、
人
を
呼

び
込
む
場
、
交
流
の
場
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
な
場
所
を

作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ｙ
ｕ
ｉ
ｎ
ｏ
ｗ
ａ

の
舞
台
と
な
っ
た
旧
呉
服
店
は
個
人
の
所
有
だ
っ
た
た
め
、

所
有
者
の
説
得
に
は
時
間
が
掛
か
り
ま
し
た
が
、
こ
う
し

た
活
動
を
続
け
て
き
た
結
果
、「
街
の
信
頼
」
と
も
い
え

る
所
有
者
の
信
頼
を
取
り
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
の
取
り
組
み

活
気
の
あ
る
活
動
や
ｙ
ｕ
ｉ
ｎ
ｏ
ｗ
ａ
の
開
設
を
契
機

と
し
て
、
他
の
空
き
店
舗
で
も
活
用
の
流
れ
が
起
き
始
め

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
結
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
中
心
に
し

た
北
部
市
街
地
で
の
活
動
は
10
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
今

後
も
商
工
会
議
所
と
し
て
地
域
経
済
の
振
興
の
た
め
に
も

積
極
的
に
若
者
の
グ
ル
ー
プ
を
支
援
す
る
方
針
で
す
。
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
、
結

い
の
心
を
大
事
に
し
な
が

ら
、
結
城
市
な
ら
自
分
の

思
い
を
実
現
で
き
る
ま
さ

し
く
〝
何
で
も
で
き
る
ま

ち
〞
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の

あ
る
街
に
し
た
い
。
そ
の

た
め
に
は
、
こ
れ
か
ら
も

関
係
機
関
や
団
体
な
ど
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
着

実
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。 

◆◆◆

yuinowa 外観

結いのおと

結い市

まちづくりに興味のある若者を集めた結いプロジェクト
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地
方
創
生
に
最
も
大
事
な
こ
と
は
、
そ
の
地
域
で
「
稼

ぐ
会
社
や
店
」
が
ど
れ
ほ
ど
あ
る
か
と
い
う
こ
と
だ
。
シ

テ
ィ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
称
し
て
移
住
定
住
の
Ｃ
Ｍ
や

広
告
を
い
か
に
打
と
う
と
も
、
そ
の
街
に
魅
力
的
で
稼
げ

る
職
場
が
な
け
れ
ば
暮
ら
せ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
教
育
環

境
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
も
重
要
な
要
素
だ
が
、
仕
事
や
産
業

の
乏
し
い
地
域
に
豊
か
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
求
め
る
こ
と

自
体
が
難
し
い
。
そ
し
て
、
特
定
の
産
業
や
会
社
に
依
存

す
る
構
造
は
持
続
可
能
性
に
リ
ス
ク
を
持
つ
。
だ
か
ら
こ

そ
、
地
域
内
に
は
様
々
な
稼
ぐ
企
業
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の

存
在
が
重
要
だ
。

今
い
る
事
業
者
の
活
性
化
が
キ
モ

で
は
、
稼
ぐ
会
社
や
店
を
い
か
に
増
や
す
こ
と
が
で
き

る
の
か
。
約
３
８
０
万
社
あ
る
日
本
の
事
業
所
の
う
ち

99
・
７
％
は
中
小
企
業
で
あ
り
、
人
々
の
雇
用
の
約
70
％

も
中
小
企
業
に
よ
る
。
そ
し
て
、
従
業
員
数
人
程
度
の
小

規
模
事
業
者
が
大
半
だ
。

補
助
金
競
争
を
行
う
企
業
誘
致
も
現
実
的
で
は
な
く
、

◆◆◆

創
業
支
援
と
い
っ
て
も
新
規
上
場
（
Ｉ
Ｐ
Ｏ
）
を
想
起
さ

せ
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
輩
出
が
実
現
可
能
な
エ
リ
ア
は
ど

れ
ほ
ど
も
な
い
。
そ
し
て
、
事
業
規
模
の
拡
大
に
伴
っ
て

都
市
部
に
会
社
が
移
っ
て
し
ま
っ
て
は
元
も
子
も
な
い
。

そ
の
街
に
ル
ー
ツ
と
愛
着
を
持
ち
、
い
わ
ば
「
離
れ
る
こ

と
の
で
き
な
い
人
た
ち
」
の
会
社
や
店
が
強
く
な
る
こ
と

が
、
そ
の
地
域
の
活
性
化
の
ポ
イ
ン
ト
な
の
だ
。

つ
ま
り
、
既
存
の
中
小
企
業
、
特
に
小
規
模
事
業
者
支

援
こ
そ
が
重
要
な
の
だ
。
そ
し
て
、
中
小
企
業
白
書
な
ど

で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
愛
知
県
岡
崎
市
内
の
事
業
者
調
査
か

ら
も
、「
売
り
上
げ
を
よ
り
上
げ
た
い
」「
利
益
を
よ
り
上

げ
た
い
」
と
い
う
切
実
な
願
い
と
、「
売
り
上
げ
ア
ッ
プ
」

に
関
す
る
相
談
相
手
が
不
在
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

直
接
的
に
売
り
上
げ
ア
ッ
プ
を
サ
ポ
ー
ト

こ
れ
ま
で
の
様
々
な
補
助
金
や
利
子
補
給
な
ど
は
、
資

金
力
に
乏
し
く
投
資
が
遅
れ
が
ち
な
中
小
企
業
の
底
上
げ

に
一
定
の
役
割
は
果
た
し
て
き
た
。
お
金
が
も
ら
え
る
の

だ
か
ら
、
当
事
者
か
ら
は
喜
ば
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

◆◆◆

設
備
が
整
い
さ
え
す
れ
ば
「
売
れ
て
も
う
か
る
」
と
い
う

簡
単
な
話
で
は
な
い
。
実
際
、
財
務
省
に
よ
る
も
の
づ
く

り
補
助
金
の
効
果
検
証
調
査
で
は
、
補
助
を
含
め
た
投
資

額
を
回
収
で
き
た
の
は
全
体
の
１
％
未
満
と
い
う
報
道
も

あ
っ
た
。

展
示
会
な
ど
は
、
中
小
企
業
が
た
く
さ
ん
の
顧
客
候
補

に
自
社
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
発
信
で
き
る
良
い
機
会

だ
。
た
だ
し
、
そ
れ
に
は
一
つ
条
件
が
あ
る
。
売
れ
る
商

品
に
見
直
し
て
か
ら
、
出
展
す
る
こ
と
だ
。
今
ま
で
売
れ

て
い
な
い
も
の
に
は
、売
れ
て
い
な
い
理
由
が
あ
る
は
ず
。

そ
れ
を
展
示
会
に
出
し
た
と
こ
ろ
で
、
売
れ
て
い
な
い
も

の
は
売
れ
な
い
か
ら
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
、
売
れ
る
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
へ
と
作
り
込
ん
で
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

売
り
上
げ
ア
ッ
プ
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る�

ビ
ズ
モ
デ
ル

こ
こ
で
、
富
士
市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
・
ｆ

－

Ｂ
ｉ
ｚ

の
取
り
組
み
に
注
目
し
た
い
。
何
度
で
も
受
け
ら
れ
る
１

時
間
の
無
料
相
談
を
通
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
社
・
店
が
持

つ
真
の
強
み
を
聞
き
出
し
、
そ
れ
を
元
に
お
金
を
か
け
ず

に
取
り
組
め
る
売
り
上
げ
ア
ッ
プ
策
を
提
案
す
る
と
い
う

も
の
。
Ｉ
Ｔ
や
デ
ザ
イ
ン
、
経
営
支
援
な
ど
の
専
門
家
が

チ
ー
ム
を
組
み
伴
走
す
る
と
い
う
仕
組
み
で
、
今
や
年
間

４
０
０
０
件
を
超
え
る
相
談
が
押
し
寄
せ
て
い
る
。

ｆ

－

Ｂ
ｉ
ｚ
の
取
り
組
み
を
モ
デ
ル
に
２
０
１
３
年
10

月
に
岡
崎
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
・
Ｏ
Ｋ
ａ

－

Ｂ

ｉ
ｚ
（
岡
崎
市
）
が
開
設
さ
れ
小
生
は
セ
ン
タ
ー
長
に
就

任
し
、
こ
れ
ま
で
の
６
年
間
あ
ま
り
で
２
４
０
０
社
超
の

事
業
所
か
ら
１
万
４
０
０
０
件
を
超
え
る
来
訪
相
談
を
受

け
て
き
た
。

相
談
者
の
業
種
や
規
模
は
多
岐
に
わ
た
る
。
製
造
業
や

◆◆◆

愛
知
県
岡
崎
市

஍
Ҭ
ͷ
ܦ
ࡁ
ஂ
ମ
ͱ
·
ͪ
ͮ
͘
Γ

―「
オ
カ
ビ
ズ
」
流
の
地
域
お
こ
し
―

秋
元
　
祥
治

岡
崎
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
・ 

Ｏ
Ｋ
ａô

Ｂ
ｉ
ｚ　

セ
ン
タ
ー
長

小
さ
な
会
社
の
売
り
上
げ
ア
ッ
プ
を
支
援
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飲
食
店
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
は
も
と
よ
り
、
農
業
者
や
福

祉
事
業
者
、
さ
ら
に
非
営
利
組
織
も
多
い
。
地
域
の
中
堅

企
業
も
あ
れ
ば
、
夫
婦
で
や
っ
て
い
る
店
舗
、
さ
ら
に
子

育
て
マ
マ
の
ス
モ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
や
、
独
立
・
起
業
の
相

談
も
多
い
。
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
相
談
者
が
や
っ
て
く
る
。

今
以
上
に
売
り
上
げ
を
伸
ば
し
収
益
を
改
善
し
て
い
き
た

い
と
い
う
ニ
ー
ズ
は
共
通
だ
。

も
ち
ろ
ん
、
財
務
リ
ス
ト
ラ
を
行
う
中
で
収
益
を
改
善

し
て
い
く
と
い
う
方
法
も
あ
る
。
し
か
し
、
問
題
点
や
課

題
点
の
指
摘
は
、
事
業
者
を
萎
縮
さ
せ
て
い
く
。

だ
か
ら
こ
そ
、
相
談
の
１
時
間
の
中
で
ま
ず
は
徹
底
的

に
話
を
聞
き
込
み
、
本
人
た
ち
が
気
づ
い
て
い
な
い
「
真

の
強
み
」
を
引
き
出
す
こ
と
に
注
力
す
る
。
い
つ
も
当
た

り
前
の
よ
う
に
行
っ
て
い
た
り
、
業
界
の
常
識
に
と
ら
わ

れ
た
り
す
る
中
で
、
自
分
た
ち
の
す
ご
さ
や
強
み
を
自
覚

し
て
い
な
い
ケ
ー
ス
は
あ
ま
り
に
も
多
い
。「
え
、
実
は

そ
れ
っ
て
す
ご
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
！
」
と
相
談
を
受
け

る
中
で
伝
え
る
こ
と
は
、
Ｏ
Ｋ
ａ

－
Ｂ
ｉ
ｚ
の
日
常
だ
。

そ
し
て
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
や
具
体
的
な
利
用
シ
ー
ン
を
特

定
し
な
が
ら
新
た
な
展
開
を
提
案
し
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

く
。
人
・
モ
ノ
・
カ
ネ
全
て
に
制
約
が
あ
る
中
小
企
業
だ

か
ら
こ
そ
、
お
金
が
か
か
ら
な
い
方
法
を
提
案
す
る
。

例
え
ば
、
自
動
車
関
連
の
試
作
板
金
工
場
の
株
式
会
社

ピ
ー
ツ
ー
。「
末
端
下
請
け
で
、
納
期
が
厳
し
く
利
幅
の

と
れ
な
い
仕
事
ば
か
り
。
ま
た
、
手
間
が
か
か
り
難
加
工

の
案
件
だ
が
、
技
術
力
で
何
と
か
や
っ
て
き
た
…
が
厳
し

い
の
で
、
何
か
新
商
品
を
作
れ
な
い
か
」
と
相
談
が
あ
っ

た
。
話
を
伺
う
中
で
、
逆
に
言
え
ば
難
加
工
の
試
作
板
金

で
も
、
短
納
期
で
対
応
で
き
る
技
術
力
・
対
応
力
が
強
み

だ
と
確
認
。
高
い
精
度
を
求
め
ら
れ
る
自
動
車
業
界
で
培

っ
た
も
の
を
、
異
業
種
向
け
に
新
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
展
開

を
サ
ポ
ー
ト
し
た
。

「
試
作
部
品
の
難
加
工
エ
ク
ス
プ
レ
ス
便
72
」と
名
付
け
、

情
報
発
信
し
た
と
こ
ろ
、
大
き
な
反
響
が
あ
っ
た
。
異
業

種
の
最
大
手
企
業
の
目
に
止
ま
り
、
２
０
０
０
万
円
を
超

え
る
直
受
注
に
。
さ
ら
な
る
引
き
合
い
も
あ
る
と
い
う
。

夫
婦
で
営
む
和
菓
子
屋
は
、
売
り
を
生
か
し
た
農
家
と

の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ

で
生
ま
れ
た
ど
ら
焼
き
が

単
価
２
倍
で
１
万
５
０
０

０
個
以
上
を
売
り
上
げ

た
。
小
さ
な
ま
ち
の
米
穀

店
で
は
、
当
た
り
前
に
行

っ
て
い
た
米
の
ブ
レ
ン
ド

技
術
に
注
目
。
売
り
を
見

え
る
化
し
た
新
サ
ー
ビ
ス

で
新
規
顧
客
を
大
幅
に
増

や
し
、
デ
パ
ー
ト
に
も
販

路
拡
大
。
売
り
上
げ
は
１

１
５ 

％
に
増
え
た
。

こ
う
し
た
公
的
産
業
支

援
の
新
た
な
取
り
組
み
の

広
が
り
を
期
待
し
た
い
。

株式会社ピーツーの新サービス

OKa-Biz には、副センター長はじめ女性スタッフも多い

2018 年度地方創生実践塾でOKa-Biz の取り組みを紹介
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糸
島
地
区
の
概
要
と
近
況

糸
島
漁
業
協
同
組
合
（
糸
島
漁
協
＝
Ｊ
Ｆ
糸
島
）
が
活

動
し
て
い
る
福
岡
県
糸
島
地
区
は
、
県
北
西
部
の
糸
島
半

島
と
そ
の
周
辺
に
位
置
し
、
海
岸
線
の
総
延
長
距
離
は
58

㌔
に
な
り
ま
す
。糸
島
市
は
古
く
か
ら
農
漁
業
が
盛
ん
で
、

豊
か
な
自
然
と
人
気
ス
ポ
ッ
ト
が
多
い
こ
と
か
ら
近
年
は

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。
糸
島
漁
協
は
も
と
も
と
八

つ
の
漁
協
が
段
階
的
に
合
併
し
、
平
成
17
年
に
現
在
の
本

所
と
７
支
所
の
体
制
に
な
り
ま
し
た
。

主
な
漁
業
は
、
吾ご

智ち

網
漁
、
釣
り
漁
業
、
カ
キ
養
殖
漁

業
、
採
介
藻
漁
業
で
、
真
鯛
や
サ
ワ
ラ
、
マ
ガ
キ
、
ハ
マ

グ
リ
な
ど
の
水
揚
げ
が
あ
り
ま
す
。
特
に
天
然
真
鯛
は
、

全
国
市
町
村
別
漁
獲
量
に
お
い
て
糸
島
市
が
日
本
一
の
水

揚
げ
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
近
年
は
、
漁
獲
量
が
減

少
傾
向
と
な
る
中
、
魚
価
の
低
迷
や
経
営
コ
ス
ト
の
増
大

と
い
っ
た
多
く
の
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
諸
問

題
を
打
破
す
る
べ
く
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。

◆◆◆

産
地
直
売
所
に
よ
る
価
格
向
上

糸
島
漁
協
で
は
糸
島
市
観
光
協
会
と
連
携
し
、
平
成
19

年
に
産
地
直
売
所
「
株
式
会
社
Ｊ
Ｆ
糸
島
志
摩
の
四
季
」

を
開
設
し
ま
し
た
。
市
内
に
は
他
に
も
大
型
の
直
売
所
が

２
店
舗
あ
り
、
３
店
舗
の
売
上
高
は
約
50
億
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
後
述
す
る
カ
キ
小
屋
で
の
販
売
や
直
売
所
で
の

漁
業
者
の
直
販
比
率
は
と
も
に
４
割
を
占
め
て
お
り
、
漁

業
者
自
ら
が
価
格
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
り
魚
価
は
向
上

し
、
雇
用
の
創
出
、
観
光
客
の
増
加
と
い
っ
た
地
域
全
体

の
活
性
化
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

カ
キ
小
屋
の
発
展
と
資
源
の
再
利
用

糸
島
漁
協
の
主
幹
漁
業
で
あ
る
カ
キ
養
殖
は
、
試
験
養

殖
期
間
を
経
て
平
成
13
年
に
カ
キ
小
屋
で
の
焼
ガ
キ
販
売

を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。
日
本
郵
便
、
酒
造
メ
ー
カ
ー
、

交
通
産
業
な
ど
異
業
種
と
の
連
携
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
活
動
に
取

り
組
み
、
平
成
30
年
シ
ー
ズ
ン
の
カ
キ
小
屋
来
場
者
は
年

◆◆◆◆◆◆

53
万
人
に
達
し
、
漁
業
者
に
と
っ
て
の
収
入
の
向
上
に
と

ど
ま
ら
ず
、
新
規
漁
業
就
業
者
や
漁
業
後
継
者
の
増
加
、

ま
た
冬
期
の
貴
重
な
観
光
資
源
と
し
て
他
産
業
へ
の
相
乗

効
果
は
絶
大
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
５
月

に
は
「
糸
島
カ
キ
」
の
名
称
で
地
域
団
体
商
標
に
認
定
さ

れ
、
地
域
を
代
表
す
る
特
産
品
と
し
て
さ
ら
な
る
展
開
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

カ
キ
小
屋
が
地
域
の
産
業
と
し
て
定
着
し
生
産
規
模
が

拡
大
す
る
一
方
で
、
カ
キ
小
屋
か
ら
排
出
さ
れ
る
カ
キ
殻

の
処
理
問
題
が
発
生
し
、
そ
の
解
決
が
急
務
と
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
行
政
と
Ｊ
Ａ
、
民
間
企
業
と
の
連
携
に
よ

る
「
水
産
物
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
協
議
会
」
を
発
足
さ
せ
て

研
究
を
重
ね
、有
機
石
灰
の
土
壌
改
良
剤
「
シ
ー
ラ
イ
ム
」

を
開
発
・
販
売
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
廃
棄
コ
ス
ト

の
削
減
に
と
ど
ま
ら
ず
、
循
環
型
の
社
会
を
形
成
す
る
こ

と
で
カ
キ
小
屋
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
り
ま
し

た
。

資
源
管
理
と
藻
場
の
形
成

糸
島
半
島
の
付
け
根
に
広
が
る
加
布
里
干
潟
で
は
、
古

く
か
ら
貝
類
の
漁
獲
が
盛
ん
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
一
時

的
に
資
源
が
枯
渇
し
か
け
ま
し
た
が
、
漁
業
者
自
ら
が
厳

し
い
資
源
管
理
計
画
を
定
め
て
取
り
組
ん
だ
結
果
、
豊
か

な
好
漁
場
へ
と
回
復
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
全
国
的
に
も

希
少
な
天
然
ハ
マ
グ
リ
が
採
捕
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。資

源
管
理
に
当
た
っ
て
は
、①
漁
協
内
に
組
織
し
た「
ハ

マ
グ
リ
会
」
の
会
員
に
採
捕
を
限
定
す
る
②
採
取
期
間
を

１
カ
月
間
短
縮
し
て
11
月
〜
３
月
の
大
潮
に
限
定
し
、
採

捕
場
所
も
輪
番
制
で
管
理
す
る
③
操
業
を
１
日
３
時
間
以

◆◆◆

福
岡
県
糸
島
市

஍
Ҭ
ͷ
ܦ
ࡁ
ஂ
ମ
ͱ
·
ͪ
ͮ
͘
Γ

―
異
業
種
と
の
連
携
深
め
Ｐ
Ｒ
活
動
―

吉
村
　
寿
敏

糸
島
漁
業
協
同
組
合
参
事

漁
業
者
の
所
得
向
上
に
成
功
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内
と
し
、
採
捕
は
１
人
10
㌔
ま
で
、
殻
長
を
県
の
規
則
で

あ
る
４
㌢
を
上
回
る
５
㌢
以
上
と
す
る
―
と
の
条
件
を
設

け
ま
し
た
。
現
在
の
漁
獲
量
は
10
〜
13
㌧
と
安
定
し
て
お

り
、
地
元
に
と
ど
ま
ら
ず
関
西
で
も
珍
重
さ
れ
、
魚
価
も

以
前
に
比
べ
て
２
倍
以
上
に
な
っ
て
い
ま
す
。

他
に
も
、
水
産
資
源
を
永
続
的
に
利
用
し
て
い
く
た
め

に
稚
貝
、
種
苗
の
放
流
や
害
敵
生
物
の
駆
除
、
定
期
的
な

藻
場
の
観
測
を
行
い
、
水
産
資
源
の
育
成
場
の
維
持
・
保

全
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

サ
ワ
ラ
の
単
価
向
上
、
消
費
拡
大

福
岡
県
は
全
国
有
数
の
サ
ワ
ラ
の
漁
場
で
、
中
で
も
糸

島
市
は
県
内
一
の
水
揚
げ
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
豊
富
な
水

揚
げ
が
あ
る
サ
ワ
ラ
の
単
価
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、「
高

鮮
度
処
理
技
術
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
し
、
こ
れ
に
沿

っ
て
鮮
度
維
持
の
付
加
価
値
を
与
え
た
サ
ワ
ラ
を
「
特
鮮

本
鰆さ

わ
ら」
と
名
付
け
ま
し
た
。
当
初
、
サ
ワ
ラ
の
流
通
が
盛

ん
な
岡
山
県
の
市
場
に
出
荷
し
て
単
価
向
上
を
図
っ
て
い

ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
地
元
の
福
岡
市
場
で
も
高
い
評
価

を
得
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
現
在
で
は
県
内
で
の
さ
ら

な
る
消
費
拡
大
を

目
指
し
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
Ｊ
Ｆ

糸
島
志
摩
の
四
季

や
地
元
の
飲
食
店

と
連
携
し
て
、「
糸

島
さ
わ
ら
フ
ェ

ア
」
を
旬
の
冬
期

に
毎
年
開
催
し
て

◆◆◆

い
ま
す
。
昨
年
で
５
回
目
を
迎
え
た
同
フ
ェ
ア
の
認
知
度

と
評
価
は
確
実
に
向
上
し
て
お
り
、
消
費
拡
大
の
一
役
を

担
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
で
大
臣
賞

糸
島
漁
協
で
は
、
こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

通
じ
て
漁
業
者
の
所
得
向
上
、
活
気
あ
る
漁
村
の
形
成
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
行
政
と
漁
協
で
構

成
さ
れ
る
「
Ｊ
Ｆ
糸
島
ブ
ラ
ン
ド
認
定
委
員
会
」
を
つ
く

り
、６
次
産
業
化
へ
の
推
奨
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
Ｊ
Ｆ
糸
島
ブ
ラ
ン
ド
ロ
ゴ
も
作
成
し
、
商

品
の
付
加
価
値

向
上
と
販
路
拡

大
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
Ｊ

Ｆ
糸
島
志
摩
の

四
季
を
中
心
と

し
た
産
地
直
売

所
を
継
続
し
て

運
営
し
、
漁
業

◆◆◆

者
の
所
得
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
な
糸
島
産
水
産
物
を
使

用
し
た
加
工
品
開
発
の
検
討
も
進
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。糸

島
漁
協
の
一
連
の
取
り
組
み
は
「
平
成
30
年
度
浜
の

活
力
再
生
プ
ラ
ン
農
林
水
産
大
臣
賞
」
を
受
賞
し
、
全
国

的
に
も
高
い
評
価
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
浜
の
活
力

再
生
プ
ラ
ン
は
所
得
向
上
を
目
的
と
し
た
５
年
間
の
長
期

プ
ラ
ン
で
、
設
定
し
た
基
準
年
度
に
対
し
、
目
標
と
な
る

平
成
30
年
度
の
所
得
を 

15
％
ア
ッ
プ
さ
せ
る
こ
と
に
成
功

し
ま
し
た
。
今
後
も
、
漁
業
者
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
通
じ
て
異
業
種
と
の
連
携
を
深
め
、
所
得
の
向
上

と
地
域
全
体
の
活
性
化
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。JF 糸島ブランド商品の一覧

令和元年 12月にリニューアルしたカキ小屋

「第 5回糸島さわらフェア」のポスター
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り
出
す
持
続
可
能
な「
自
主
地4

立
の
ま
ち
づ
く
り
」を
テ
ー

マ
と
す
る
。
こ
れ
は
後
に
見
る「
ロ
ー
カ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
」

と
い
う
理
念
を
ま
ち
な
か
の
具
体
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
に
落
と

し
込
む
取
り
組
み
と
言
い
換
え
て
も
い
い
。そ
の
う
え
で
、

地
域
の
一
人
当
た
り
所
得
の
増
加
と
ま
ち
の
価
値
の
上
昇

を
目
指
す
取
り
組
み
を
商
工
会
議
所
が
率
先
し
て
行
う
こ

と
を
提
起
し
た
い
。

求
め
ら
れ
る
民
間
の
経
営
セ
ン
ス

目
下
、国
を
挙
げ
て
地
方
創
生
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

多
く
の
地
域
は
人
口
、
特
に
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
直

面
し
、
先
の
見
え
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
そ
ん
な
中

で
も
地
域
経
済
を
維
持
し
地
域
が
自
立
し
て
い
く
た
め
に

は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。
行
政
や
様
々
な
機
関
、
住
民
が

連
携
・
協
力
し
て
「
魅
力
あ
る
仕
事
」
や
「
住
み
や
す
い

ま
ち
」
を
つ
く
り
上
げ
る
こ
と
だ
と
言
っ
て
し
ま
え
ば
簡

単
だ
が
、
そ
の
実
践
は
な
か
な
か
に
難
し
い
。

少
子
高
齢
化
の
時
代
に
な
っ
て
久
し
く
、行
政
は
福
祉
・

医
療
分
野
を
中
心
と
す
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
多
く
の
力
を

割
か
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
る
。
稼
ぎ
手
の
減
少
で
財

政
は
厳
し
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
自
治
体
の
予
算
組
み
は
支

出
を
考
え
る
こ
と
が
主
で
あ
り
、
地
域
の
中
で
お
カ
ネ
を

回
し
て
経
済
を
活
性
化
す
る
と
い
う
発
想
に
乏
し
い
と
い

う
声
も
聞
か
れ
る
。
経
済
効
率
を
意
識
し
つ
つ
調
和
の
と

れ
た
地
域
社
会
を
つ
く
り
出
す
た
め
に
は
、
創
意
工
夫
と

経
営
セ
ン
ス
で
事
業
を
行
っ
て
い
る
（
そ
う
で
な
け
れ
ば

や
っ
て
い
け
な
い
）
民
間
事
業
者
の
知
恵
が
頼
り
に
な
る

は
ず
で
あ
る
。

他
方
、
地
域
の
事
業
者
・
経
営
者
に
し
て
み
れ
ば
、
地

域
の
活
性
化
は
社
会
的
課
題
で
あ
る
以
前
に
死
活
問
題
で

は
じ
め
に

「
ま
ち
づ
く
り
」
は
、「
町
作
り
」
と
か
「
街
造
り
」
と

い
っ
た
漢
字
で
表
さ
な
い
言
葉
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。

「
町
」
が
行
政
区
域
を
、「
街
」
が
通
り
で
区
切
ら
れ
た
街

区
と
い
う
地
理
的
な
場
所
を
表
す
印
象
の
文
字
で
あ
る
の

に
対
し
、「
ま
ち
」
は
人
々
の
暮
ら
し
が
息
づ
く
地
域
を

イ
メ
ー
ジ
さ
せ
、
聞
い
た
と
き
の
語
感
か
ら
は
相
対
的
に

に
ぎ
や
か
な
場
所
が
思
い
浮
か
ぶ
。

ま
た
、「
作
る
」「
造
る
」
が
対
象
と
な
る
モ
ノ
の
存
在

を
想
起
さ
せ
る
一
方
、「
つ
く
る
」
は
「
創
る
」
を
含
め

て
モ
ノ
の
限
定
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
な
い
。
平
仮
名
の
「
ま

ち
づ
く
り
」
は
、
場
所
や
モ
ノ
の
概
念
を
超
え
た
、
暮
ら

し
や
に
ぎ
わ
い
と
い
う
価
値
の
向
上
に
つ
な
が
る
取
り
組

み
の
総
称
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
、
誰
も
が
こ
れ
に
参
画

し
進
め
て
い
け
る
、
い
や
積
極
的
に
関
わ
る
べ
き
地
域
活

性
化
策
の
本
質
で
あ
り
、
一
種
の
運
動
と
し
て
一
般
用
語

に
な
っ
て
い
る
。

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
へ

文
字
や
言
葉
は
ど
う
で
あ
れ
、
い
わ
ゆ
る
ま
ち
づ
く
り

は
様
々
な
形
で
進
め
ら
れ
て
き
た
。
祭
り
や
商
店
街
イ
ベ

ン
ト
な
ど
の
に
ぎ
や
か
な
演
出
は
ど
こ
で
も
行
わ
れ
て
い

る
が
、
一
過
性
の
集
客
で
は
地
域
の
活
力
を
維
持
す
る
源

泉
に
な
り
に
く
い
。
ま
た
、ま
ち
づ
く
り
は
行
政
の
仕
事
、

補
助
金
頼
み
、
ハ
コ
モ
ノ
を
造
っ
て
終
わ
り
と
い
う
「
お

上
的
発
想
」
か
ら
抜
け
切
れ
て
い
な
い
地
域
も
あ
る
。
行

政
と
民
間
が
お
互
い
に
「
あ
な
た
任
せ
」
の
よ
う
な
意
識

に
な
っ
て
い
る
と
、魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
は
進
ま
な
い
。

ま
ち
づ
く
り
は
、
財
政
運
営
、
市
場
経
済
維
持
・
発
展

の
た
め
の
環
境
整
備
な
ど
と
同
じ
く
行
政
が
担
う
べ
き
大

切
な
仕
事
で
あ
る
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
う
の
と
同
様
に
、

責
任
主
体
を
明
確
に
し
て
地
域
に
お
カ
ネ
が
回
る
形
で
進

め
な
け
れ
ば
持
続
可
能
に
は
な
ら
な
い
。
民
間
の
経
営
感

覚
を
生
か
す
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

本
稿
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
民
間
企
業
や
住
民
が
主
体
的

に
関
わ
り
、
地
域
に
お
い
て
経
済
の
好
循
環
を
自
ら
つ
く

஍
Ҭ
ͷ
ܦ
ࡁ
ஂ
ମ
ͱ
·
ͪ
ͮ
͘
Γ

―
所
得
の
増
加
と
ま
ち
の
価
値
上
昇
を
目
指
す
―

民
間
主
導
で
「
自
主
地4

立
」
の
ま
ち
づ
く
り

五
十
嵐
　
克
也

日
本
商
工
会
議
所
地
域
振
興
部
長
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あ
る
。
事
業
を
通
じ
て
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
大
き
な
地
域

経
済
の
循
環
に
積
極
的
に
参
画
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
機
会
を
得

な
け
れ
ば
生
き
残
れ
な
い
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
地
域
の
民

間
事
業
者
の
支
援
と
な
る
事
業
参
画
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

（
ま
ち
づ
く
り
の
動
き
や
、
後
述
す
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
情
報
な

ど
）
の
提
供
も
地
元
商
工
会
議
所
が
果
た
す
べ
き
役
割
の

一
つ
で
あ
る
。

地
域
経
済
循
環
と
商
工
会
議
所
の
役
割

で
は
、
お
カ
ネ
の
循
環
と
商
工
会
議
所
の
役
割
と
い
う

視
点
で
地
域
活
性
化
の
あ
り
方
を
考
え
て
み
よ
う
。

お
カ
ネ
の
循
環
は
、
①
生
産
・
販
売
し
て
稼
ぐ
②
稼
い

だ
お
カ
ネ
が
分
配
さ
れ
る
③
分
配
さ
れ
た
所
得
を
元
手
に

支
出
（
投
資
を
含
む
）
す
る
、
と
い
う
三
つ
の
流
れ
の
循

環
に
単
純
化
で
き
る
。

①
生
産
・
販
売
し
て
稼
ぐ
と
は
、
地
域
の
産
業
が
産
出
す

る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
収
益
（
付
加
価
値
）
を
増
や
す
こ

と
で
あ
る
。
仕
事
の
効
率
化
（
生
産
性
向
上
）
に
よ
り
も

う
け
が
増
え
れ
ば
地
域
で
回
る
お
カ
ネ
の
量
は
増
え
る
。

②
稼
い
だ
お
カ
ネ
が
誰
の
手
に
渡
る
の
か
に
も
着
目
す
る

必
要
が
あ
る
。
東
京
資
本
の

工
場
が
多
け
れ
ば
収
益
は
東

京
に
行
っ
て
し
ま
う
。
市
外

の
勤
務
者
が
多
け
れ
ば
市
内

の
人
々
の
収
入
ア
ッ
プ
に
つ

な
が
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
。

③
所
得
の
使
い
道
は
さ
ら
に

重
要
で
あ
る
。
せ
っ
か
く
域

内
の
企
業
が
も
う
け
て
も
、

地
域
の
人
々
の
手
に
渡
っ
た

お
カ
ネ
が
、
買
い
物
や
取
引

を
通
じ
て
域
外
に
流
出
し
て

し
ま
え
ば
、
人
々
の
収
入
を

増
加
さ
せ
る
効
果
は
半
減
し

て
し
ま
う
。

こ
れ
ら
三
つ
の
場
面
を
見

る
と
き
、
目
指
す
べ
き
方
針

は
①
地
域
企
業
の
収
益
ア
ッ

プ
②
地
域
内
の
働
き
手
確
保

③
買
い
物
や
取
引
先
と
し
て

の
地
元
企
業
の
育
成
、
と
い

う
比
較
的
分
か
り
や
す
い
も

の
で
あ
る
が
、
実
現
に
向
け

て
は
ス
テ
ッ
プ
が
必
要
で
あ

特 集
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る
。
ど
う
す
れ
ば
い
い
だ
ろ
う
か
。

大
切
な
の
は
、
ま
ず
地
域
経
済
に
係
る
お
カ
ネ
の
流
れ

を
客
観
的
な
デ
ー
タ
で
つ
か
む
と
と
も
に
、
地
域
の
産
業

の
強
み
や
弱
み
を
把
握
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
踏

ま
え
た
産
業
振
興
、
地
域
の
価
値
の
向
上
と
い
う
目
標
に

向
か
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
、
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン

に
つ
な
げ
て
い
く
。
こ
う
し
た
作
業
を
通
じ
て
、
外
か
ら

企
業
を
誘
致
し
よ
う
と
い
う
旧
来
の
発
想
に
と
ら
わ
れ
ず
、

地
域
の
中
で
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
一
人
当
た
り
所
得
を
伸

ば
せ
る
か
と
い
う
発
想
に
転
換
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

こ
う
し
た
発
想
の
転
換
を
促
し
、
民
間
が
思
い
描
く
ま

ち
の
未
来
像
や
将
来
像
を
「
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
し
て
ま
と
め
、

ま
ち
づ
く
り
の
「
ア
ク
シ
ョ
ン
」
に
ま
で
落
と
し
込
む
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
は
、
個
々
の
企

業
は
も
と
よ
り
行
政
が
担
う
こ
と
も
な
か
な
か
困
難
で
あ

る
。
民
間
事
業
者
に
日
々
接
し
、
彼
ら
の
知
恵
や
意
見
を

ま
と
め
得
る
「
地
域
総
合
経
済
団
体
」
た
る
商
工
会
議
所

こ
そ
が
主
体
的
に
担
う
べ
き
役
割
と
考
え
る
。

実
際
に
、
商
工
会
議
所
が
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
事
業

計
画
や
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
つ
こ
と
が
ア
ク
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
っ

て
い
る
事
例
は
多
く
あ
る
。
以
下
の
全
国
調
査
か
ら
も
、

傾
向
の
一
端
が
う
か
が
え
る
。

図
の
１
と
２
は
、
日
本
商
工

会
議
所
が
実
施
し
た
「
商
工
会

議
所
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
の

取
り
組
み
に
関
す
る
実
態
調
査
」

（
２
０
１
９
年
５
月
公
表
）
に
基

づ
く
も
の
で
、
ま
ち
づ
く
り
を

各
地
商
工
会
議
所
の
事
業
計
画

や
ビ
ジ
ョ
ン
に
位
置
付
け
て
い

る
か
否
か
が
、
実
際
の
ア
ク
シ
ョ

ン
の
有
無
に
影
響
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
。

ま
ち
づ
く
り
を
行
う
上
で
の

大
き
な
課
題
で
あ
る
空
き
店
舗

対
策
に
つ
い
て
の
回
答
を
見
て

み
よ
う
。

ま
ち
づ
く
り
を
ビ
ジ
ョ
ン
等

に
位
置
付
け
て
い
る
商
工
会
議

所
は
、
そ
う
で
な
い
会
議
所
に

比
べ
、
空
き
地
・
空
き
店
舗
対

策
を
行
っ
て
い
る
割
合
が
40
％

以
上
高
い
（
図
１
）。

さ
ら
に
、
図
２
に
あ
る
「
ま

ち
づ
く
り
会
社
」
の
設
立
に
対
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大
型
病
院
跡
地
に
、地
域
の
「
食
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
商
業
施
設
「
フ
ラ
ノ
・
マ
ル

シ
ェ
」を
整
備
し
た
。「
ル
ー
ラ
ル（
田
舎
）

＋
ア
ー
バ
ン
（
都
会
）
＝
ル
ー
バ
ン
・
フ

ラ
ノ
」
と
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
体
現
し
、
観

光
客
も
住
民
も
長
く
滞
在
で
き
る
雰
囲
気

づ
く
り
に
成
功
。
軽
食
以
外
の
飲
食
店
を

設
け
ず
、
周
辺
商
店
街
へ
の
誘
導
を
図
っ

て
い
る
。

（
２
）
ܦ
Ң

富
良
野
市
で
は
、
毎
年
２
０
０
万
人
も

の
観
光
客
が
あ
る
も
の
の
、
中
心
市
街
地

へ
の
回
流
が
10
万
人
に
満
た
な
い
状
況
が

続
い
て
い
た
。
そ
う
し
た
な
か
、
中
心
部

の
市
立
病
院
が
移
転
す
る
事
態
が
発
生
。

こ
れ
を
受
け
、
中
心
市
街
地
活
性
化
法
に

定
め
る
協
議
会
に
お
い
て
、
商
工
会
議
所

の
役
員
（
事
業
者
）
を
中
心
に
、
商
店
街

の
店
主
や
行
政
職
員
が
加
わ
っ
て
ま
ち
づ

く
り
の
計
画
を
作
り
上
げ
た
。
旧
中
活
法

時
代
に
設
立
さ
れ
て
い
た
ま
ち
づ
く
り
会

社
を
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
化
し
、
会
議
所
の
会

頭
を
中
心
に
民
間
の
み
で
資
本
を
増
強
し

つ
つ
、オ
ー
ル
富
良
野
体
制
を
構
築
し
た
。

当
該
ま
ち
づ
く
り
会
社
は
複
合
施
設
の
オ
ー
ナ
ー
と
な
っ

て
収
益
を
上
げ
、
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
再
投
資
が
可
能
に

な
っ
た
。

（
３
）
੒
Ռ

フ
ラ
ノ
・
マ
ル
シ
ェ
の
取
り
組
み
に
よ
る
北
海
道
内
へ

の
経
済
効
果
は
、
２
０
１
６
年
ま
で
の
６
年
間
で
１
１
３

億
円
以
上
と
試
算
さ
れ
た
分
析
レ
ポ
ー
ト
が
あ
る
（
石
原

す
る
関
与
に
つ
い
て
も
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
つ
商
工
会
議
所

は
、
持
た
な
い
会
議
所
に
比
べ
、
ま
ち
づ
く
り
会
社
の
設

立
に
関
与
し
て
い
る
割
合
が
20
％
以
上
高
い
。
反
対
に
、

ビ
ジ
ョ
ン
を
持
た
な
い
会
議
所
の
地
域
で
は
、
ま
ち
づ
く

り
会
社
を
設
立
し
て
な
い
割
合
が
30
％
以
上
高
い
。

こ
の
よ
う
に
、
商
工
会
議
所
が
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る

ビ
ジ
ョ
ン
を
持
つ
こ
と
は
、
個
別
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン

だ
け
で
な
く
、
継
続
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
組
織
づ
く

り
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、（
本
稿

で
は
触
れ
て
い
な
い
が
）
中
心
市
街
地
活
性
化
計
画
や
立

地
適
正
化
計
画
認
定
へ
の
関
与
と
い
う
地
域
全
体
の
課
題

へ
の
取
り
組
み
に
つ
な
が
っ
て
い
る
デ
ー
タ
も
あ
る
。

「
自
主
地4

立
」
の
取
り
組
み

こ
こ
ま
で
、
商
工
会
議
所
が
ま
ち
づ
く
り
に
果
た
す
役

割
の
重
要
性
や
、
ア
ク
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
る
カ
ギ
が
何
で

あ
る
か
を
見
て
き
た
。
次
は
ア
ク
シ
ョ
ン
の
実
例
と
し
て

商
工
会
議
所
の
存
在
が
核
と
な
っ
て
進
め
ら
れ
た
事
業
を

二
つ
紹
介
す
る
。
ど
ち
ら
も
、
商
工
会
議
所
の
求
心
力
を

背
景
と
し
、
地
元
事
業
者
の
経
営
セ
ン
ス
と
創
意
工
夫
に

よ
っ
て
企
画
・
実
施
さ
れ
た
民
間
の
取
り
組
み
で
あ
り
、

自
主
地4

立
の
ま
ち
づ
く
り
を
体
現
し
て
い
る
。
必
要
な
行

政
支
援
は
受
け
た
が
、
収
益
を
生
み
出
し
て
自
立
に
向
か

い
、今
も
持
続・発
展
し
て
い
る
点
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
だ
。

ừ
̘
̰
͂
̴
１
Ử‌

フ
ϥ
ϊ
ɾ
Ϛ
ル
シ
ỻ

‌

（
北
ւ
ಓ
ɾ
෋
ྑ
野
商
工
会
議
所
）

（
１
）
ま
ͪ
ͮ
く
Γ
の
֓
ཁ

２
０
１
０
年
、「
ふ
ら
の
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社
」
は
、

武
政
ほ
か 

２
０
１
７
年
）。
ま
ち
づ
く
り
会
社
が
あ
げ
た

収
益
は
、「
ル
ー
バ
ン
・
フ
ラ
ノ
」
第
２
弾
と
し
て
、
２

０
１
５
年
、
隣
接
街
区
に
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
、
ク
リ
ニ
ッ

ク
等
を
併
設
す
る「
ネ
ー
ブ
ル
タ
ウ
ン
」開
設
に
つ
な
が
っ

た
。
２
０
１
８
年
６
月
に
は
さ
ら
に
宿
泊
施
設
を
兼
ね
備

え
た
観
光
交
流
拠
点
「
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ェ
　
フ
ラ
ノ
」
も

オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
２
０
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１
９
年
の
中
心
市
街
地
路
線
価
は
６
年
連
続
上
昇
し
て
２

０
１
３
年
比
31
％
増
と
な
り
、「
ま
ち
の
価
値
」
を
高
め

る
結
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

ừ
̘
̰
͂
̴
２
Ử
༄
ౡ
ε
ϙ
ー
ツ
ެ
Ԃ‌

‌

（
ਆ
ಸ
઒
県
ɾ
כ
έ
崎
商
工
会
議
所
）

（
１
）
ϩ
ー
Χ
ル
フ
Ỹ
ー
ε
τ

ロ
ー
カ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
は
、
地
域
に
あ
る
も
の
を
活
用

し
よ
う
と
い
う
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
（
米
国
オ
レ
ゴ
ン
州
）
な

ど
か
ら
世
界
に
広
ま
っ
た
地
域
活
性
化
の
運
動
で
あ
る
。

茅
ケ
崎
商
工
会
議
所
会
頭
は
こ
の
ロ
ー
カ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト

を
ま
ち
づ
く
り
の
中
心
に
据
え
た
活
動
を
展
開
し
て
い

る
。
財
団
を
設
立
し
、
本
の
刊
行
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開

催
の
ほ
か
、
空
き
店
舗
活
用
な
ど
を
精
力
的
に
推
進
中
で

あ
る
。

（
２
）
̥
Ｆ
̞
ࣄ
ۀ
΁
の
औ
Γ
組
Έ

国
の
方
針
も
あ
っ
て
茅
ケ
崎
市
で
も
Ｐ
Ｆ
Ｉ
（
Ｐ
ｒ
ｉ

ｖ
ａ
ｔ
ｅ 

Ｆ
ｉ
ｎ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ 

Ｉ
ｎ
ｉ
ｔ
ｉ
ａ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ
）

事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
大
手
企
業
が
落
札
し
、
地
域

に
は
資
金
も
仕
事
も
ノ
ウ
ハ
ウ
も
残
ら
な
い
状
況
と
な
っ

て
い
た
。
ロ
ー
カ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
の
考
え
に
の
っ
と

り
地
元
企
業
が
落
札
し
て
こ
そ
地
域
経
済
に
好
循
環

が
生
ま
れ
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
意
義
も
高
ま
る
と
考
え

て
い
た
商
工
会
議
所
会
頭
は
、
当
時
市
が
募
集
し
て

い
た
柳
島
ス
ポ
ー
ツ
公
園
整
備
事
業
に
、
地
元
企
業

グ
ル
ー
プ
を
取
り
ま
と
め
て
応
札
。
大
手
企
業
グ

ル
ー
プ
を
破
っ
て
落
札
し
、
本
事
業
の
実
施
、
運
営

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

（
３
）
੒
Ռ

同
運
動
公
園
・
施
設
は
市
営
で
あ
る
が
、
地
元
企

業
グ
ル
ー
プ
が
設
計
・
建
設
か
ら
運
営
ま
で
行
う
こ

と
で
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
き
め
細
か
く
対
応
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
行
政
直
営
で
は
期
待
で

き
な
い
よ
う
な
レ
ス
ト
ラ
ン
や
各
種
テ
ナ
ン
ト
な
ど

も
魅
力
と
な
っ
て
、
施
設
の
稼
働
率
は
事
業
計
画
上

の
損
益
分
岐
点
で
あ
る
６
割
を
大
き
く
上
回
る
８
割

を
維
持
し
て
い
る
。
こ
の
事
業
に
よ
り
、
地
元
に
経

済
波
及
効
果
を
も
た
ら
す
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
々

に
と
っ
て
の
魅
力
あ
る
拠
点
が
創
出
さ
れ
た
こ
と
は

特
筆
に
値
す
る
。

以
上
、
地
域
へ
の
波
及
効
果
が
大
き
な
ハ
ー
ド
整

備
を
民
間
主
導
で
行
っ
た
２
つ
の
事
例
を
取
り
上
げ
た

が
、
ま
ち
の
価
値
を
高
め
る
に
は
様
々
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が

可
能
で
あ
る
。
本
特
集
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

人
材
育
成
や
地
元
で
の
創
業
支
援
と
い
っ
た
ソ
フ
ト
的
な

取
り
組
み
も
、
も
ち
ろ
ん
重
要
で
あ
り
、
多
く
の
商
工
会

議
所
で
実
践
さ
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
わ
が
ま
ち
の
強
み
を
認
識
し
、
地

域
の
人
々
が
目
指
す
方
向
を
共
有
す
る
こ
と
が
、「
自
主

地4

立
」
の
カ
ギ
と
な
る
。

お
わ
り
に

２
０
２
０
年
度
か
ら
新
た
な
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」に
基
づ
く
第
２
期
地
方
創
生
が
始
ま
る
。

従
来
の「
し
ご
と
」起
点
か
ら
、「
ま
ち
」起
点
の
ア
プ
ロ
ー

チ
が
追
加
さ
れ
て
お
り
、「
稼
ぐ
地
域
」
や
「
魅
力
あ
る

地
域
」と
い
っ
た
言
葉
が
基
本
目
標
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。

人
口
減
少
は
受
け
入
れ
ざ
る
を
得
な
い
な
か
、「
稼
ぐ
」

「
魅
力
あ
る
」
地
域
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
行
政
の
支

援
を
得
つ
つ
も
、
民
間
が
前
面
に
立
っ
て
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
地
方
創
生
の
実

現
は
、
官
民
を
挙
げ
た
総
力
戦
で
あ
る
。

商
工
会
議
所
は
、
官
民
連
携
・
民
民
連
携
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
役
割
を
担
い
、
ま
す
ま
す
そ
の
強
化
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
日
本
商
工
会
議
所
と
し
て
も
、
各
地
商
工

会
議
所
の
活
動
に
対
す
る
伴
走
支
援
を
拡
充
し
て
い
く

が
、
地
域
の
事
業
者
（
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
）
が

大
き
く
減
少
傾
向
に
あ
る
な
か
、
そ
れ
ら
を
会
員
と
す
る

全
国
５
１
５
商
工
会
議
所
の
財
政
・
運
営
基
盤
は
必
ず
し

も
強
固
な
も
の
で
は
な
い
。
商
工
会
議
所
の
役
割
の
大
き

さ
に
鑑
み
、国
な
ど
に
よ
る
一
層
の
支
援
を
期
待
し
た
い
。
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「
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
」
の
関
係
に

初
日
は
ま
ず
、
東
京
農
業
大
学
国
際
食

料
情
報
学
部
教
授
の
上
岡
美
保
氏
が
、
日

本
の
食
の
現
状
と
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
課

題
に
つ
い
て
講
義
さ
れ
、
地
域
全
体
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
行
政
、
す
な
わ
ち
自
治

体
が
中
心
と
な
っ
て
課
題
解
決
に
取
り
組

み
、
生
産
者
と
消
費
者
が
「
ウ
ィ
ン
ウ
ィ

ン
」
の
関
係
を
構
築
で
き
る
仕
組
み
づ
く

り
が
必
要
だ
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

環
境
、
経
済
、
社
会
の 

総
合
的
向
上

続
い
て
、
環
境
省
官
房
環
境
計
画
課
企

画
調
査
室
長
の
岡
野
隆
宏
氏
が
登
壇
。
今

の
日
本
が
抱
え
る
環
境
や
経
済
、
社
会
の

課
題
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ら
が
相
互
に
連

関
し
さ
ら
に
複
雑
化
し
て
き
て
い
る
た

め
、
こ
れ
か
ら
は
環
境
、
経
済
、
社
会
の

総
合
的
な
向
上
が
求
め
ら
れ
る
と
説
明
さ

れ
ま
し
た
。
国
連
が
掲
げ
る
持
続
可
能
な

開
発
目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）に
も
触
れ
な
が
ら
、

持
続
可
能
な
社
会
の
た
め
に
は
各
地
域
が

そ
の
特
性
に
応
じ
、
食
や
農
を
含
め
た
地

域
資
源
を
活
か
し
て
い
く
こ
と
、
ま
た
私

た
ち
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
だ
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

高
齢
者
に
活
躍
の
場
を

島
根
県
邑
南
町
の
寺
本
英
仁
氏
に
は
、

同
町
で
し
か
味
わ
え
な
い「
Ａ
級
グ
ル
メ
」

の
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
に
つ
い
て
、
取
り
組

み
の
背
景
か
ら
そ
の
手
法
、
多
面
的
に
広

が
る
効
果
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
ま
ず
は

高
齢
者
の
活
躍
の
場
を
創
出
す
る
こ
と
が

非
常
に
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
を
起
点
と
し

て
住
民
の
参
画
意
識
を
高
め
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
と
強
調
さ
れ
て
い
ま
し
た
。「
住

民
を
泣
く
ほ
ど
喜
ば
せ
る
の
が
公
務
員
の

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
」
と
い
う
言
葉
が

と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

人
と
人
を
つ
な
ぐ

２
日
目
は
、
参
加
者
同
士
で
情
報
を
共

有
す
る
た
め
、意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

食
・
農
・
環
境
に
つ
い
て
各
自
治
体
の
強

み
と
課
題
を
挙
げ
た
上
で
、
理
想
と
す
る

地
域
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
を
話

し
合
い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
の

特
徴
は
違
っ
て
も
、
よ
り
良
い
地
域
の
た

め
に
で
き
る
こ
と
に
は
幾
つ
か
の
共
通
点

が
あ
り
、
講
義
で
の
気
づ
き
も
踏
ま
え
て

発
展
的
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
３
人
の
講
師
に
参
加
者
が
抱
え
る

悩
み
や
質
問
を
投
げ
掛
け
、
課
題
解
決
に

役
立
つ
多
く
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
講
師
か
ら
は
、
公
務
員
は
人

と
人
を
つ
な
ぐ
こ
と
の
で
き
る
立
場
で
あ

り
、
多
く
の
ア
イ
デ
ア
を
形
に
し
て
い
っ

て
ほ
し
い
と
の
エ
ー
ル
を
も
ら
い
ま
し
た
。

◇

セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
、
食
・
農
・
環

境
を
そ
れ
ぞ
れ
の
側
面
か
ら
見
た
地
域
の

現
状
と
課
題
、
今
後
の
可
能
性
に
つ
い
て

考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
食
と
農
、

そ
れ
を
取
り
巻
く
環
境
は
相
互
に
密
接
に

関
わ
っ
て
お
り
、
よ
り
良
い
循
環
の
た
め

に
地
域
全
体
を
見
つ
め
直
す
こ
と
が
必
要

だ
と
感
じ
ま
し
た
。

◆
講
師

東
京
農
業
大
学
国
際
食
料
情
報
学
部

国
際
食
農
科
学
科
教
授 

上
岡 

美
保 

氏 

環
境
省
大
臣
官
房
環
境
計
画
課 

企
画
調
査
室
長 

岡
野 

隆
宏 

氏

島
根
県
邑
南
町
商
工
観
光
課
調
整
監 

 

寺
本 

英
仁 

氏

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
企
画
グ
ル
ー
プ

副
参
事
　
●
齊
藤 

ゆ
か

 

（
山
梨
県
北
杜
市
か
ら
出
向
）

令
和
元
年
度

　新
た
な
知
と
方
法
を
生
む
土
日
集
中
セ
ミ
ナ
ー

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
日
は
忙
し
く
土
日
で
な
け
れ
ば
参
加
で
き
な
い

と
い
っ
た
方
を
対
象
に
、「
新
た
な
知
と
方
法
を
生
む
土
日
集
中
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
各
分
野
の
地
域
活
性
化
を
テ
ー
マ
と
し
、
２
０
１
９
年
度
第
９
回
は

øø
月
９
、
ø÷
の
両
日
、「
食
と
農
の
域
内
サ
イ
ク
ル
」
と
題
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

講義の様子

集合写真

食
と
೶
の
域
಺
α
イ
Ϋ
ル

Ỗ
ݟ
ͭ
め
る
、
ݟ
ͭ
け
る
、
ະ
དྷ
΁
ͭ
な
͙
食
の
෺
ޠ
Ỗ
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福
岡
県
小
竹
町
は
人
口
７
５
０
０
人
余

り
の
小
さ
な
町
で
、
消
滅
可
能
性
都
市
と

し
て
県
内
の
上
位
に
ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ
て

い
ま
す
。
直
方
市
と
飯
塚
市
の
間
に
位
置

し
、「
通
り
す
が
り
の
町
」
と
も
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
確
か
に
、
こ
れ
と
い
っ
た
特

産
物
や
有
名
な
場
所
が
あ
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
あ
る
も
の
と
言
え
ば
蒸
気
機

関
車
「
ア
ル
コ
23
号
」。
炭
鉱
の
町
と
し

て
栄
え
て
い
た
と
き
に
活
躍
し
た
機
関
車

で
、
日
本
に
２
台
し
か
な
い
貴
重
な
も
の

で
す
。

活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
た
町
も
、
炭
鉱
の

閉
山
と
と
も
に
人
口
が
減
り
始
め
、
今
で

は
高
齢
化
率
が
40
％
を
超
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
私
た
ち
は
、
こ
う
し
た
高
齢
者
の

力
を
何
と
か
活
か
せ
る
方
法
は
な
い
の
だ

ろ
う
か
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
と

き
に
、〝
が
ん
ば
る
地
域
〞
応
援
事

業
の
一
環
と
し
て
「
ぐ
ら
ん
ま
ギ
フ

ト
事
業
」
を
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

に
申
請
す
る
話
が
持
ち
上
が
り
ま
し

た
。町

は
、
町
外
か
ら
の
移
住
希
望
者

に
生
活
体
験
の
機
会
を
提
供
す
る
た

め
、
空
き
家
を
改
修
し
て
お
試
し
居

住
体
験
施
設
「
こ
た
け
創
造
舎
」
を

整
備
し
、
地
域
交
流
拠
点
と
し
て
も

活
用
し
て
い
ま
す
。
そ
の
管
理
を
委

託
さ
れ
て
い
る
の
が
私
た
ち
「
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
リ
ト
ル
バ
ン
ブ
ー
」
で
す
。

町
か
ら
は
、
こ
こ
を
ぐ
ら
ん
ま
ギ
フ

ト
事
業
の
拠
点
と
す
る
話
が
あ
り
、
協
議

を
重
ね
た
結
果
、
事
業
を
進
め
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
。

高
齢
者
を
フ
ル
活
用

ぐ
ら
ん
ま
ギ
フ
ト
事
業
は
、
女
性
を
中

心
と
す
る
シ
ニ
ア
世
代
が
、
地
域
の
伝
統

や
生
活
の
知
恵
、い
わ
ゆ
る「
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
知
恵
袋
」
を
、
子
ど
も
や
孫
世
代
に

贈
り
物
と
し
て
つ
な
い
で
い
く
こ
と
を
基

本
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
い
ま
す
。
事
業
内

容
は
、
こ
た
け
創
造
舎
の
敷
地
内
に
あ
る

別
棟
の
建
物
を
「
こ
た
け
創
造
舎
別
館
」

と
し
て
改
築
し
、
そ
こ
で
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
く
こ
と
で
す
。

そ
し
て
、
地
域
の
高
齢
者
の
知
恵
と
力

を
フ
ル
活
用
し
て
、「
自
分
た
ち
の
地
域

は
、自
分
た
ち
の
力
で
元
気
に
し
て
い
く
」

と
い
う
気
持
ち
を
持
っ
て
事
業
に
関
わ
っ

て
い
く
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

創
造
舎
で
は
常
時
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域

や
移
住
者
と
の
交
流
会
が
行
わ
れ
て
お
り
、

大
き
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
２
カ
月
に
１
度
、

近
隣
在
住
の
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
作
家
に
出
店

し
て
も
ら
う
「
彩
り
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
で

愛
展
」
を
住
民
主
催
で
開
い
て
い
ま
す
。

別
棟
の
改
築
に
当
た
っ
て
は
、
多
く
の

住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
を
借
り
、
建
物

内
の
家
具
・
食
器
な
ど
の
片
付
け
や
掃
除

を
し
て
も
ら
い
、「
ト
イ
レ
は
ど
う
す
る
の

か
」「
家
具
類
は
ど
こ
ま
で
残
し
て
い
く

の
か
」
な
ど
と
、
全
員
で
話
し
合
い
な
が

地
方
創
生
に
向
け
て
〝
が
ん
ば
る
地
域
〞
応
援
事
業

（
福
岡
県
小
竹
町
）

高
齢
者
の
能
力
を
活
か
し
た
居
場
所
づ
く
り

―
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵
袋
を
子
・
孫
に
―こたけ創造舎本館地域交流スペース「みんなの居間」

こたけ創造舎別館の外観

梶
原
　
扶
美
江

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
リ
ト
ル
バ
ン
ブ
ー
理
事
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ら
拠
点
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

多
く
の
問
題
点
も

別
棟
は
平
成
31
年
１
月
に
完
成
し
、
高

齢
者
の
居
場
所
で
あ
り
ス
キ
ル
を
発
揮
で

き
る
場
所
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を
目
的

に
し
て
き
ま
し
た
が
、
多
く
の
問
題
点
も

出
て
き
ま
し
た
。

別
棟
の
活
用
方
法
を
い
ろ
い
ろ
模
索
し

て
い
る
と
き
に
、
町
か
ら
「
朝
市
を
し
て

み
て
は
ど
う
か
」
と
提
案
が
あ
り
、
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
住
民
が
家
庭

菜
園
で
作
り
、
使
い
切
れ
ず
に
余
っ
た
野

菜
な
ど
を
店
に
出
し
て
も
ら
い
、
必
要
な

人
た
ち
が
そ
れ
を
買
っ
て
い
く
こ
と
に
な

れ
ば
、
生
産
者
の
励
み
に
も
な
る
と
考
え

た
の
で
す
。

し
か
し
、
そ
れ
は
か
な
り
甘
い
考
え

だ
っ
た
と
痛
感
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
出
店
者
が
思
う
よ
う
に
集
ま
ら
ず
、

結
局
は
知
り
合
い
の
農
家
に
お
願
い
し
た

り
、小
竹
の
竹
炭
で
焙
煎
し
た「
竹
炭
コ
ー

ヒ
ー
」
や
食
パ
ン
、
ラ
ス
ク
な
ど
を
出
店

し
て
も
ら
っ
て
も
部
屋
の
半
分
も
埋
ま
ら

な
か
っ
た
り
し
ま
し
た
。
品
数
に
比
例
す

る
よ
う
に
お
客
も
少
な
く
、
手
伝
っ
て
も

ら
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
手
持
ち
無

沙
汰
な
状
態
で
し
た
。

そ
こ
で
何
と
か
し
な
け
れ
ば
と
思
い
、

何
が
し
た
い
の
か
、
何
を
目
指
し
て
き
た

の
か
を
も
う
一
度
考
え
て
み
る
こ
と
に
し

た
の
で
す
。
そ
し
て
、「
道
の
駅
」
の
よ

う
に
す
る
の
で
は
な
く
、
高
齢
者
の
居
場

所
づ
く
り
を
し
て
い
く
こ
と
が
目
的
の
一

つ
で
あ
り
、
そ
れ
が
で
き
て
い
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
思
い
至
り

ま
し
た
。

見
た
こ
と
も
な
い
食
べ
物
？

で
は
、
ど
う
し
た
ら
目
的
を
達
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
か
と
考
え
、
思
い
付
い
た

の
が
「
話
の
場
」
を
つ
く
る
こ
と
で
し
た
。

部
屋
の
中
央
に
商
品
を
並
べ
た
テ
ー
ブ
ル

を
置
き
、
買
い
物
を
し
な
が
ら
で
も
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
り
や
す
い
よ
う

に
、
夏
は
冷
た
い
お
茶
を
、
冬
に
は
温
か

い
お
茶
を
無
料
で
提
供
し
ま
し
た
。
こ
の

方
法
に
切
り
替
え
た
と
こ
ろ
、
出
店
者
が

自
分
で
食
べ
る
料
理
を
持
っ
て
来
て
、
そ

れ
を
つ
ま
み
な
が
ら
お
客
に
作
り
方
な
ど

を
教
え
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
す
。

こ
こ
で
分
か
っ
た
こ
と
は
、
芋
づ
る
の

つ
く
だ
煮
や
き
ん
ぴ
ら
と
い
っ
た
高
齢
者

が
普
段
当
た
り
前
の
よ
う
に
食
べ
て

い
た
料
理
が
、
40
代
以
下
の
人
た
ち

に
は
見
た
こ
と
も
食
べ
た
こ
と
も
な

い
も
の
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

作
り
方
を
教
え
て
い
る
う
ち
に
、「
出

来
上
が
っ
た
も
の
も
欲
し
い
」
と
い

う
声
が
多
く
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

「
先
人
た
ち
の
知
恵
」
は
、
と
て

も
貴
重
で
す
。
こ
れ
を
活
か
し
て
い

く
こ
と
が
、
元
気
に
長
生
き
す
る
こ

と
に
つ
な
が
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

自
分
を
活
か
せ
る
場
所
、
必
要
と
さ

れ
る
場
所
、
そ
れ
が
こ
の
創
造
舎
別

館
の
役
割
で
す
。

お
し
ゃ
べ
り
が
楽
し
み

現
在
、
創
造
舎
別
館
で
は
洋
裁
教
室
や

子
ど
も
た
ち
の
お
も
ち
ゃ
作
り
教
室
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
月
第
２
土
曜

日
と
第
４
土
曜
日
に
は
朝
市
を
開
い
て
い

ま
す
。
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
朝

市
に
買
い
に
来
ら
れ
る
方
も
増
え
、
中
央

の
テ
ー
ブ
ル
に
座
っ
て
お
茶
を
飲
み
な
が

ら
話
を
す
る
に
ぎ
や
か
な
声
が
聞
こ
え
て

く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
第
２
と
第

４
土
曜
日
に
印
を
つ
け
て
、
朝
市
に
お

し
ゃ
べ
り
に
来
る
の
が
楽
し
み
」
と
い
う

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
言
葉
を
聞
い

て
、
目
的
の
一
つ
を
少
し
だ
け
達
成
で
き

た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

今
後
は
年
齢
に
関
係
な
く
、
さ
ま
ざ
ま

な
ス
キ
ル
を
持
っ
た
方
の
力
を
活
か
し
、

台
所
に
オ
ー
ブ
ン
や
調
理
台
な
ど
を
設
置

し
て
加
工
品
を
作
り
、
そ
の
場
で
販
売
で

き
る
シ
ス
テ
ム
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
創
造
舎
と
別
館
の
場
所
が
分
か
り
に

く
い
、
何
を
や
っ
て
い
る
の
か
分
か
ら
な

い
と
い
う
声
も
あ
る
た
め
、
看
板
の
設
置

な
ど
で
朝
市
や
イ
ベ
ン
ト
の
周
知
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

同
時
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
交

通
費
だ
け
で
も
渡
せ
る
よ
う
に
朝
市
の
収

益
を
上
げ
る
方
法
な
ど
を
考
え
、
こ
れ
か

ら
も
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

こたけ創造舎改修作業を行うボランティア

こたけ創造舎別館での産直朝市
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ࣣ
ඌ
ࢢ
と
͸

七
尾
市
は
、
石
川
県
の
能
登
半
島
中
央

部
に
あ
り
、
富
山
湾
と
七
尾
湾
に
面
し
、

市
域
に
は
能
登
島
も
含
む
。
２
０
０
４
年

（
平
成
16
年
）
10
月
１
日
、
市
町
村
合
併

に
よ
り
新
市
制
の
七
尾
市
が
発
足
。
合
併

に
よ
っ
て
、
七
尾
湾
中
央
部
に
位
置
す
る

能
登
島
町
、
七
尾
西
湾
の
中
島
町
、
田
鶴

浜
町
を
市
域
に
含
み
、
七
尾
南
湾
を
取
り

囲
む
形
と
な
っ
て
面
積
は
３
１
８
．
３
平

方
㌔
に
拡
大
し
た
。、
東
部
は
富
山
湾
に

面
し
、
富
山
県
氷
見
市
と
隣
接
す
る
。

平
成
16
年
10
月
の
市
町
村
合
併
時
に

６
万
１
８
７
１
人
だ
っ
た
人
口
は
、
令
和

元
年
10
月
に
５
万
２
２
４
２
人
と
15
年
間

で
１
万
人
弱
減
少
し
て
い
る
。
能
登
半
島

に
あ
る
す
べ
て
の
市
町
が
「
消
滅
可
能
性

都
市
」
に
な
っ
て
お
り
、
高
齢
化
率
37
％

の
七
尾
市
も
平
均
的
な
日
本
の
地
方
都
市

と
言
え
る
。

今
回
の
実
践
塾
は
、「
働
く
場
と
ヒ
ト

を
繋つ

な

ぐ
公
民
連
携
ネ
ッ
ト
〜
創
業
・
事
業

承
継
×
移
住
支
援
に
よ
る
地
域
づ
く
り

〜
」
と
題
し
、
七
尾
市
で
取
り
組
ま
れ
て

き
た
ま
ち
づ
く
り
の
遍
歴
か
ら
現
在
の
公

民
連
携
の
ま
ち
づ
く
り
ま
で
お
伝
え
し

た
。
各
地
で
公
民
連
携
を
実
践
す
る
際
の

一
助
と
な
れ
ば
と
思
う
。

·
ͪ
ͮ
͘
Γ
の
ว
ྺ
と

ޚ
ᜄ
઒
の
औ
Γ
૊
Έ

七
尾
市
で
長
年
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

む
株
式
会
社
御
祓
川
の
森
山
奈
美
氏

（
２
０
１
８
年
度
ふ
る
さ
と
づ
く
り
大
賞

個
人
表
彰
受
賞
）
に
ま
ち
づ
く
り
の
遍
歴

と
御
祓
川
20
年
の
歩
み
を
伺
っ
た
。

１
９
８
５
年
に
七
尾
青
年
会
議
所
が
中

心
と
な
っ
て
マ
リ
ン
シ
テ
ィ
構
想
を
立
案

し
、
１
９
９
１
年
の
七
尾
港
に
フ
ィ
ッ

シ
ャ
ー
マ
ン
ズ
ワ
ー
フ「
能
登
食
祭
市
場
」

の
オ
ー
プ
ン
に
つ
な
が
る
。
現
在
は
、
道

の
駅
と
し
て
も
登
録
さ
れ
、
年
間
約
80
万

人
が
来
場
す
る
交
流
拠
点
と
な
っ
て
い

る
。
能
登
食
祭
市
場
か
ら
８
０
０
㍍
離
れ

た
Ｊ
Ｒ
七
尾
駅
前
を
整
備
し
、
１
９
９
５

年
に
再
開
発
ビ
ル
「
パ
ト
リ
ア
」
が
オ
ー

プ
ン
。
七
尾
港
の
能
登
食
祭
市
場
と
七
尾

駅
の
パ
ト
リ
ア
を
結
び
、
そ
こ
か
ら
面
に

広
め
て
い
く
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
立
て
、

順
次
整
備
し
て
い
く
も
、
２
０
１
９
年
パ

ト
リ
ア
の
運
営
会
社
が
経
営
破
綻
し
た
。

バ
ブ
ル
時
に
計
画
し
た
七
尾
の
ま
ち
づ
く

り
は
約
40
年
を
経
て
、
新
た
な
局
面
に

入
っ
て
い
る
。

御
祓
川
は
、
ま
ち
の
中
心
を
流
れ
る
御

祓
川
の
環
境
活
動
か
ら
始
ま
っ
た
。
２
０

０
７
年
の
能
登
半
島
地
震
に
よ
っ
て
大
き

く
方
向
転
換
し
、「
マ
チ
・
ミ
セ
・
ヒ
ト
」

を
育
て
、「
小
さ
な
世
界
都
市
七
尾
」
を

目
指
し
て
い
る
。「
マ
チ
」
と
し
て
は
市

民
大
学
で
あ
る
御
祓
川
大
学
を
開
講
し
、

講
座
や
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
。「
ミ

セ
」
で
は
能
登
の
産
品
を
販
売
す
る
ネ
ッ

ト
シ
ョ
ッ
プ
「
の
と
ス
タ
イ
ル
ス
ト
ア
」

を
開
設
。「
ヒ
ト
」
で
は
能
登
留
学
で
長

期
実
践
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
能
登
の

人
事
部
で
研
修
事
業
を
実
施
。
多
面
的
な

ア
プ
ロ
ー
チ
を
続
け
て
い
る
。

̑
೥
ؒ
に
83
݅
の
૑
ۀ
を
ࢧ
ԉ

２
０
１
４
年
に
七
尾
商
工
会
議
所
、
の

と
共
栄
信
用
金
庫
、日
本
政
策
金
融
公
庫
、

七
尾
市
が
業
務
連
携
し
、
創
業
を
目
指
す

人
を
応
援
し
て
い
る
（
後
に
能
登
鹿
北
商

工
会
が
加
入
）。
そ
の
名
も
「
な
な
お
創

業
応
援
カ
ル
テ
ッ
ト
」。
そ
れ
ぞ
れ
が
起

業
ニ
ー
ズ
な
ど
の
情
報
を
共
有
し
、
支
援

メ
ニ
ュ
ー
を
持
ち
寄
っ
て
創
業
を
助
け

る
。
構
想
か
ら
半
年
以
上
、
４
者
で
か
ん

か
ん
が
く
が
く
と
議
論
し
て
設
立
に
こ
ぎ

着
け
た
。
現
在
も
膝
を
突
き
合
わ
せ
て
議

論
を
重
ね
て
い
る
。
創
業
の
ス
テ
ー
ジ
に

応
じ
た
豊
富
な
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意

し
、
83
件
の
創
業
を
支
援
し
た
。
こ
の
う

ち
、
市
外
県
外
か
ら
移
住
し
て
創
業
し
た

人
が
約
３
割
の
25
件
と
な
る
な
ど
、「
ｉ

ｊ
ｙ
ｕ
（
イ
ジ
ュ
ウ
）
創
業
パ
ッ
ク
」
と

し
て
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
。

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
は
、
実
際
に
支

援
を
受
け
て
創
業
し
た
店
舗
を
訪
問
。
創

業
者
か
ら
直
接
話
を
伺
っ
た
。「
創
業
し

て
か
ら
売
り
上
げ
が
伸
び
ず
、
資
金
繰
り

に
苦
し
ん
だ
。
支
援
者
は
実
際
に
経
営
し 講師陣を囲んでの集合写真

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
、
地
方
創
生
の
担
い
手
と
な
る
人
材
の
養
成
を
目
的
に

「
地
方
創
生
実
践
塾
」
を
実
施
し
て
い
る
。
øø
月
ùú
日
（
土
）
〜�

ùû
日
（
日
）
に
石
川

県
七
尾
市
で
開
催
さ
れ
た
実
践
塾
の
内
容
に
つ
い
て
、
主
任
講
師
を
務
め
ら
れ
た
友

田
景
氏
に
ご
報
告
い
た
だ
い
た
。��

（
地
域
創
生
グ
ル
ー
プ
）

地
域
を
ࢧ
͑
る
コ
ー
σ
ィ
ω
ー
タ
ー

Ổ
૑
ۀ
・
事
ۀ
ঝ
ܧ
ʷ
Ҡ
ॅ
ࢧ
援
に
よ
る
地
域
ͮ
͘
り
Ổ

友
田
　
景

●●

七
尾
街
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
株
式
会
社
戦
略
ア
テ
ン
ダ
ン
ト

地
方
創
生
実
践
塾

石
川
県
七
尾
市
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て
い
な
い
の
で
、
そ
の
苦
し
み
が
分
か
ら

な
い
」
な
ど
、
実
態
を
赤
裸
々
に
話
し
て

も
ら
い
、
創
業
支
援
を
考
え
る
受
講
者
に

と
っ
て
は
大
い
に
参
考
に
な
っ
た
と
思

う
࢓。

ࣄ
͔
Β
Ո
·
Ͱ 

׭
ຽ
࿈
ܞ
Ͱ
໘
౗
を
Έ
Δ

七
尾
街
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
太
田
殖
之

氏
か
ら
は
、
七
尾
市
の
地
方
創
生
の
一
環

と
し
て
取
り
組
む
移
住
支
援
に
つ
い
て
話

を
伺
っ
た
。

石
川
県
内
で
も
ト
ッ
プ
の
移
住
者
数
を

誇
る
七
尾
市
。
そ
こ
に
は
、
市
の
移
住
相

談
に
加
え
、
民
間
の
個
別
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
で
３
６
５
日
24
時
間
の
「
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
サ
ポ
ー
ト
」を
し
て
き
た
実
態
が
あ
る
。

移
住
希
望
者
は
土
日
に
視
察
に
来
る

ケ
ー
ス
が
多
い
。こ
の
場
合
、ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
は
開
い
て
お
ら
ず
、
就
職
の
相
談
が
で

き
な
い
。
し
か
も
、
相
談
窓
口
だ
け
で
は

移
住
に
つ
な
が
ら
ず
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

が
必
要
と
な
る
。
公
平
公
正
の
行
政
だ
け

で
は
移
住
希
望
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
切
れ

な
い
の
で
、
官
民
連
携
で
伴
走
支
援
し
な

い
と
い
け
な
い
。不
動
産
事
業
者
に
加
え
、

町
会
や
地
域
づ
く
り
協
議
会
と
連
携
し
て

住
ま
い
探
し
を
し
た
り
、
民
間
企
業
と
の

つ
な
が
り
の
中
で
仕
事
探
し
を
し
た
り
。

移
住
者
、
地
域
、
企
業
の
ニ
ー
ズ
は
そ
れ

ぞ
れ
異
な
る
の
で
、
人
と
の
交
流
や
暮
ら

し
を
実
際
に
体
験
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
だ
。

「
移
住
を
決
定
づ
け
る
の
は 

『
人
と
の

出
会
い
、
つ
な
が
り
』」
と
い
う
太
田
氏

の
言
葉
が
印
象
的
だ
っ
た
。

「
χ
ỿ
ồ
ε
を
つ
͘
Δ
」 

ϩ
ồ
Χ
ϧ
ϕ
ン
ν
Ỿ
ồ
に

最
後
に
、
地
方
創
生
の
一
環
と
し
て
七

尾
街
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
が
取
り
組
む
ロ
ー

カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
推
進
事
業
に
つ
い
て
、

私
か
ら
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。「
な

ぜ
、
若
者
は
地
方
か
ら
逃
げ
出
す
の
か
」。

そ
の
疑
問
に
答
え
ら
れ
な
け
れ
ば
地
方
創

生
は
実
現
で
き
な
い
と
考
え
る
。
私
の
答

え
は
、「
ニ
ュ
ー
ス
が
な
い
か
ら
」
だ
。

若
者
は
新
し
い
も
の
、
面
白
い
こ
と
が
好

き
。
し
か
し
、

行
政
も
企
業
も

新
し
い
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し

な
い
の
で
、
ニ
ュ
ー
ス
が
な
い
。
ニ
ュ
ー

ス
が
な
け
れ
ば
、
行
っ
て
み
よ
う
と
も
、

帰
省
し
よ
う
と
も
思
わ
な
い
。

弊
社
で
は
、
中
小
企
業
の
廃
業
問
題
を

重
要
視
し
、
事
業
承
継
の
支
援
に
取
り
組

ん
で
い
る
。そ
れ
も
、「
ニ
ュ
ー
ス
に
な
る
」

こ
と
で
多
く
の
人
に
こ
う
し
た
話
題
が
伝

わ
る
よ
う
工
夫
し
て
い
る
。
ま
ち
や
企
業

の
ニ
ュ
ー
ス
を
ど
う
や
っ
て
つ
く
る
の

か
？
　
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
ニ
ュ
ー
ス

で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン

チ
ャ
ー
の
真
髄
と
捉
え
、
七
尾
の
未
来
の

た
め
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

グループワーク（2日目）

フィールドワークの様子（1日目）

地方創生実践塾（石川県七尾市）の概要

ςʔϚɿʮ��ಇ͘৔ͱώτΛެ͙ܨຽ࿈ܞωοτ�
ʙ૑ۀɾۀࣄঝܧʷҠॅࢧԉʹΑΔ஍Ҭͮ͘Γʙʯ

ओ೚ࢣߨɿ༑ాࢯ�ܠ�ʢࣣඌ֗ͮ͘Γηϯλʔࣜגձࣾ�ઓུΞςϯμϯτʣ
̍೔໨ɹ��݄ ��೔ʢ౔ʣ
講義「七尾のまちづくりを振り返る」
講師：森山 奈美 氏（御祓川代表取締役）

パネルディスカッション 「創業応援カルテットの取り組み」 
コーディネーター：友田 景 氏（七尾街づくりセンター戦略アテンダント）
パネラー：  中村 史人 氏（七尾商工会議所事務局次長） 

小石 芳一 氏（のと共栄信用金庫ふるさと創生本部 部長） 
棚橋 隆博 氏（日本政策金融公庫北陸創業支援センター所長） 
立川 　淳 氏（七尾市商工観光課課長補佐）

講義「御祓川がつなぐ、まち・みせ・ひと」
講師：森山 奈美 氏

フィールドワーク（創業店舗訪問）
Sartoria Cavuto（サルトリア カヴト） ／一本杉　川嶋／ニコ・キッチン

̎೔໨ɹ��݄ ��೔ʢ೔ʣ
講義「仕事も家も面倒をみる移住支援の取り組み」
講師：太田 殖之 氏（七尾街づくりセンター移住コンシェルジュ）

講義「七尾ローカルベンチャー推進事業『事業承継 3.0』」
主任講師：友田 景 氏

ワークショップ
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人
ޱ
ݮ
গ
の
ݱ
ঢ়
と
՝
୊

基
調
講
演
で
は
、
東
京
大
学
公
共
政
策

大
学
院
客
員
教
授
の
増
田
寛
也
氏
が
、
新

潟
県
に
お
け
る
地
方
創
生
の
課
題
に
つ
い

て
述
べ
ら
れ
た
。
冒
頭
、
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
法
の
目
的
、
第
１
期
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
５
年
間

の
成
果
に
つ
い
て
説
明
。
新
潟
県
に
お
い

て
は
、
東
京
へ
の
転
出
超
過
が
続
い
て
お

り
、「
東
京
か
ら
人
を
呼
び
込
む
実
力
を

持
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
、
特

に
20
〜
30
代
の
若
年
女
性
の
割
合
が
多
い

こ
と
か
ら
、
働
く
環
境
の
整
備
や
、
閉
塞

感
を
感
じ
る
こ
と
の
な
い
都
市
の
魅
力
づ

く
り
を
課
題
と
し
て
提
起
さ
れ
た
。

次
に
、２
０
２
０
年
か
ら
の
第
２
期「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に

つ
い
て
説
明
さ
れ
た
。
第
２
期
の
新
た
な

視
点
と
し
て
①
地
方
へ
の
ひ
と
・
資
金
の

流
れ
を
強
化
す
る
②
新
し
い
時
代
の
流
れ

を
力
に
す
る
③
人
材
を
育
て
活
か
す
④
民

間
と
協
働
す
る
⑤
誰
も
が
活
躍
で
き
る
地

域
社
会
を
つ
く
る
⑥
地
域
経
営
の
視
点
で

取
り
組
む
、
と
い
う
６
点
を
指
摘
。
中
で

も
⑤
に
お
い
て
女
性
の
働
く
場
を
地
域
で

つ
く
り
出
す
こ
と
に
重
点
を
置
く
べ
き
だ

と
述
べ
ら
れ
た
。

ま
た
、
関
係
人
口
の
増
に
よ
り
、
地
域

外
の
人
た
ち
の
力
も
使
い
な
が
ら
経
済
を

回
す
こ
と
も
必
要
で
あ
り
、
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ

ｔ
ｙ
５
・
０
を
う
ま
く
取
り
入
れ
る
こ
と

で
、
医
療
や
教
育
な
ど
様
々
な
場
面
で
地

方
暮
ら
し
の
メ
リ
ッ
ト
を
示
す
必
要
が
あ

る
と
強
調
さ
れ
た
。

最
後
に
、
新
潟
県
の
現
状
や
産
業
特
性

に
つ
い
て
触
れ
た
後
、「
地
方
創
生
の
た

め
に
常
識
に
と
ら
わ
れ
な
い
よ
う
な
本
質

的
か
つ
大
胆
な
改
革
が
必
要
で
あ
る
」
と

締
め
く
く
ら
れ
た
。

ύ
ω
ϧ
σ
ィ
ε
Χ
ỽ
γ
ἀ
ン

続
い
て
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
菊

野
麻
子
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
新

潟
県
在
住
の
３
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
そ
れ

ぞ
れ
の
活
動
内
容
を
紹
介
し
、「
新
潟
ら

し
く
魅
力
あ
る
多
様
な
働
く
場
」
や
「
地

域
活
性
化
」に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
た
。

ま
た
、
増
田
氏
に
も
引
き
続
き
登
壇
し
て

い
た
だ
い
た
。

３
人
は
、
株
式
会
社
サ
カ
タ
製
作
所
代

表
取
締
役
社
長
の
坂
田
匠
氏
、
株
式
会
社

テ
ラ
ス
カ
イ
製
品
開
発
本
部
の
白
石
聡

氏
、
有
限
会
社
エ
ー
エ
フ
カ
ガ
ヤ
キ
代
表

取
締
役
の
立
川
幸
一
氏
。

は
じ
め
に
、
菊
野
氏
が
人
口
減
少
へ
の

対
応
や
地
方
創
生
の
推
進
に
お
け
る
新
潟

県
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
、
パ
ネ
リ
ス
ト

の
３
人
に
魅
力
あ
る
働
く
場
に
つ
い
て
意

見
を
求
め
た
。

坂
田
氏
は
、
１
９
９
５
年
に
サ
カ
タ
製

作
所
代
表
取
締
役
社
長
に
就
任
し
、
大
阪

営
業
所
・
東
京
営
業
所
を
開
設
し
て
営
業

力
を
強
化
し
た
。
同
社
は
金
属
製
折
板
屋

根
構
成
部
品
の
開
発
、
製
造
販
売
に
お
い

て
国
内
の
過
半
の
シ
ェ
ア
を
維
持
し
続
け

て
い
る
。

働
く
場
づ
く
り
に
お
い
て
は
、
完
全
週

休
二
日
制
、
記
念
日
休
暇
の
導
入
や
、
男

性
の
育
児
休
業
取
得
率
１
０
０
％
と
い
っ

た
実
績
が
認
め
ら
れ
、「
イ
ク
メ
ン
企
業

ア
ワ
ー
ド
」（
厚
生
労
働
省
）
や
「
ホ
ワ

イ
ト
企
業
ア
ワ
ー
ド
」（
一
般
財
団
法
人

日
本
次
世
代
企
業
普
及
機
構
）
を
受
賞
し

て
い
る
。

同
社
に
つ
い
て
坂
田
氏
は
「
労
働
環
境

を
整
え
る
こ
と
で
、
自
ら
の
仕
事
に
誇
り

と
自
信
を
持
ち
、
会
社
に
対
す
る
安
心
・

信
頼
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム

が
起
こ
っ
て
い
る
」
と
述
べ
、「
こ
れ
が

少
子
化
対
策
の
答
え
で
は
な
い
か
」
と
強

調
さ
れ
た
。

白
石
氏
は
、
２
０
１
４
年
に
テ
ラ
ス
カ

イ
に
入
社
。
働
き
方
や
環
境
を
変
え
た
い

と
い
う
思
い
か
ら
、
総
務
省
の
「
ふ
る
さ

と
テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
事
業
」
に
採
択
さ
れ

た
上
越
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス（
新
潟
県
）

開
設
を
機
に
上
越
市
に
移
住
。
時
間
や
場

所
に
と
ら
わ
れ
な
い
柔
軟
な
働
き
方
の
実

現
を
目
指
し
て
お
り
、
魅
力
的
な
働
く
場

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
方
々
に
地
域
活
性
化
に

資
す
る
事
例
や
考
え
方
を
紹
介
し
今
後
の
活
動
の
参
考
に
し
て
も
ら
う
た
め
、
開
催

地
の
現
状
に
即
し
た
テ
ー
マ
で
地
方
創
生
フ
ォ
ー
ラ
ム（
地
方
版
）を
開
催
し
て
い
る
。

令
和
元
年
度
は
昨
年
ø÷
月
の
山
形
県
に
続
く
第
２
弾
と
し
て
、
øø
月
øý
日
に
新
潟
県

と
共
同
で
「
地
方
創
生
フ
ォ
ー
ラ
ム�

㏌�

新
潟
」
を
開
催
し
た
。

会
場
の
朱
鷺
メ
ッ
セ
国
際
会
議
室
（
新
潟
市
）
に
は
、
新
潟
県
内
を
中
心
に
民
間

企
業
、
行
政
関
係
者
な
ど
約
２
０
０
人
が
集
ま
っ
た
。
冒
頭
に
新
潟
県
の
花
角
英
世

知
事
、
当
セ
ン
タ
ー
会
長
の
福
田
勝
之
（
日
本
商
工
会
議
所
副
会
頭
、
新
潟
商
工
会

議
所
会
頭
）
に
よ
る
主
催
者
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後
、
基
調
講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

令
和
元
年
度 

地
方
創
生
フ
ォ
ー
ラ
ム 

in 

新
潟

ए
ऀ
に
と
っ
て
ັ
ྗ
͋
る

 

ଟ
様
な
ಇ
͘
場
ͮ
͘
り

Ổ
「
地
域
૑
ੜ
΁
大
୾
な
վ
ֵ
を
」

 

૿
ా
ࢯ
ߨ
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と
は
定
期
的
に
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
で
き
、
自
ら
が
で
き
る
こ
と
を
増
や
し

て
い
け
る
場
と
い
う
。

上
越
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
に
つ
い
て

は
、
町
家
と
古
民
家
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

し
た
オ
フ
ィ
ス
と
な
っ
て
お
り
、
上
越
市

の
抱
え
る
空
き
家
問
題
に
貢
献
す
る
な
ど

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
紹

介
さ
れ
た
。

立
川
氏
は
、
１
９
９
２
年
に
有

志
４
人
と
エ
ー
エ
フ
カ
ガ
ヤ
キ
を

設
立
。
地
元
農
産
物
の
直
売
所
開

設
や
と
う
も
ろ
こ
し
の
早
朝
販
売
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
を
行
い
、

カ
ガ
ヤ
キ
農
園
と
し
て
認
知
さ
れ

て
い
る
。
農
の
学
校
も
主
催
し
、

食
の
安
全
や
地
域
の
活
性
化
に
貢

献
し
て
い
る
。
関
連
会
社
と
し
て
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
専
門
会
社

の
ユ
ニ
ー
ク
ワ
ン
が
あ
る
。

魅
力
あ
る
働
く
場
と
は
、
社
員

が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
技
を
生
か
し
、

人
か
ら
認
め
て
も
ら
う
こ
と
が
で

き
る
場
で
あ
り
、
社
員
自
ら
が
企

画
し
主
体
性
を
持
っ
た
仕
事
が
で

き
る
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が

生
か
せ
る
規
則
を
定
め
て
い
る
と

語
ら
れ
た
。

৽
ׁ
Ͱ
ಇ
͘
ϝ
Ϧ
ỽ
τ
Ͱ 

ҙ
ݟ
ަ
׵

次
に
、
新
潟
ら
し
さ
や
新
潟
の

強
み
、
新
潟
で
働
く
メ
リ
ッ
ト
に

つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
た
。
新
潟

の
強
み
と
し
て
農
業
、
自
然
、
も
の
づ
く

り
が
挙
げ
ら
れ
、
新
潟
ら
し
い
魅
力
づ
く

り
を
創
造
・
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
強
い
思
い
を
持
っ
た
人
が
増
え
、

新
潟
で
働
く
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
ら
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
の
意
見
が
参
加
者
の
間
で

共
有
さ
れ
た
。

総
評
と
し
て
増
田
氏
が
、
人
口
減
少
に

歯
止
め
を
か
け
る
の
は
難
し
い
が
、
新
潟

ら
し
い
魅
力
を
重
ね
て
発
信
し
て
い
く
こ

と
か
ら
始
め
、
地
域
の
閉
塞
感
か
ら
の
脱

却
、
こ
れ
ま
で
の
カ
ル
チ
ャ
ー
を
変
え
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
地
域
の
産
業
は
良
い
方

向
に
向
く
と
述
べ
ら
れ
た
。

基
調
講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
通
し
て
、
参
加
者
か
ら
は
「
東
京
へ

の
転
出
超
過
の
実
態
、
男
女
差
を
聞
い
て

驚
い
た
」「
新
潟
県
の
こ
れ
か
ら
に
つ
い

て
、
や
れ
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
気

づ
い
た
」「
デ
ー
タ
や
事
例
に
よ
っ
て
課

題
を
明
確
に
で
き
た
」
と
い
っ
た
感
想
が

聞
か
れ
、
新
た
な
気
づ
き
と
活
力
を
得
る

機
会
と
な
っ
た
。

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

情
報
・
広
報
グ
ル
ー
プ

 

●
酒
谷 

和
希
（
六
ケ
所
村
よ
り
出
向
）パネルディスカッションの様子

増田寛也氏の基調講演
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第１回 地域プロモーション大賞
一般財団法人地域活性化センターでは、地域の魅力を国内外に発信する広報PR活動の一助とするため、地
域プロモーション事業を推進しています。その一環として、令和元年度より、優れたPR動画とパンフレット
を表彰する「地域プロモーション大賞」を実施いたしました。新たに「ふるさと動画大賞－見つける、気に
なる、行きたくなる！－」を設け、これまでの「ふるさとパンフレット大賞」と合わせて表彰します。第1
回の大賞に輝いたのは次のとおりです（パンフレット大賞は実質的に7回目の受賞となります）。

・ふるさと動画大賞：サーフィンにフォーカスした宮崎県日向市の作品

・ふるさとパンフレット大賞：全編イラストを用いた大分県豊後高田市の作品

なお、大賞受賞団体の表彰式を2020年2月7日（金）に早稲田大学日本橋キャンパスにて開催します。

このたびは、「第 1回ふるさと動画大賞」という
大変すばらしい賞を賜り、誠にありがとうござい
ます。
宮崎県日向市は、国際サーフィン大会なども開催
される全国有数のサーフスポットを有し、多くの
サーファーでにぎわっているまちです。
今回、受賞した動画は、都会から来た青年がサー
フィンに出会い、リアルなサーファーになってい
く様子をドキュメンタリータッチで制作する中
で、日向の海の素晴らしさ、市民の優しさを感じ
てもらえるような物語となっています。
また、若山牧水の生地、ひょっとこ踊り、碁石な
ど、当市の従来の地域資源を動画に織り込み、こ
れらを分かりやすく伝えることに努めました。
多くの方にこの動画を見て共感していただくと
ともに、ぜひ日向市にお越しいただき、のんびり
した時間の中で、自分の新しい一面を知るような
機会をつくってもらいたいと願っています。

大賞 宮崎県日向市　「Net surfer becomes Real surfer」

募集テーマ   観た人々がその地域を訪れてみたくなるような
魅力にあふれた動画

応募数 156点
第１回 ふるさと動画大賞

●選考委員
ҕһ௕
  箭内 道彦 氏
（クリエティブディレクター、東京藝術大学美術学部デザイン科教授）

ҕһ
  及川 卓也 氏（マガジンハウス コロカル事業部部長・編集長）
谷中 修吾 氏（INSPIRE代表）
津田 千枝 氏（AP通信海外広報サービス アジアセールスマネジャー）
北村 潤一郎（地域活性化センター常務理事）

●総評（箭内委員長）
比べられない。どのふるさとも素晴らしく、人が生きている。
輝いている。順番をつけるのは間違っている。そのことを強く感じる審査だった。
一方で、全部の作品が似ているとも感じた。それでは、それぞれが抱える課題の解決にはリアルに結びつかない。
その地にしか言えないこと、その地でしか会えない人・時間・風景、それを、その地にしかできない唯一無二の伝え方で、
思い切って届けてほしい。きっとできるはず。驚きたい。今回の賞が、その始まりのきっかけになれたらうれしい。

左から北村委員、谷中委員、箭内委員長、津田委員、及川委員
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受賞動画はYouTubeでご覧いただけます!!

《大賞》宮崎県日向市
「Net surfer becomes Real surfer」

《優秀賞》大分県
「Welcome Oita Wonders ～ “Hevenly Hell” OITA」

《及川卓也賞》島根県雲南市
雲南市観光PV

《箭内道彦賞》長野県上田市
「BLACK BOTTOM BRASS BANDと巡る

上田～塩田・別所地域 in Autumn」

《地域活性化センター賞》鹿児島県与論町
「Yoron Island Japan in 8K HDR - 与論島」

《谷中修吾賞・津田千枝賞》静岡県富士宮市
「富士宮市 夏秋 フルバージョン 国立公園満喫プロジェクト」

入賞作品一覧
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募集テーマ   思わず手にとる、旅にでたくなる！

応募数 85点
第7回 ふるさとパンフレット大賞

このたびは、大変名誉ある賞を頂き、誠にありがとうございます。
豊後高田市は、JRの駅もマクドナルドもないけれど、風光明媚（めいび）な自然や海山の幸、また伝統文
化や文化財に恵まれたまちです。それに加え、「人口増対策」や「子育て支援の充実」にいち早く取り組み、
ほかに類を見ないユニークできめ細かな支援を行っています。
「豊後高田！あるある本」は、豊後高田市民が「常識」だと思っていることが、移住した方々には理解で
きない「ギャップの面白さ」に着目したことが始まりです。
市内からその「面白ネタ」を募集し、応募してもらったネタにインパクトのあるイラストを描いてくれた
のは、移住者と地域の橋渡しを担う、移住女子２人が中心の「楽しい暮らしサポーターズ事務局」です。
豊後高田市民の想いが詰まった「豊後高田！あるある本」をぜひ手に取り、少しでも豊後高田市の魅力に
触れ、また、豊後高田市の暮らしをイメージしてもらえれば幸いです。

大
賞
大
分
県
豊
後
高
田
市

「
豊
後
高
田
！
あ
る
あ
る
本
」

●選考委員
ҕһ௕
南 伸坊 氏（イラストレーター）

ҕһ
楓 千里 氏（JTBパブリッシング エグゼクティブ・アドバイザー）
パックン氏（お笑いコンビ パックンマックン）
マックン氏（お笑いコンビ パックンマックン）
北村 潤一郎（地域活性化センター 常務理事）

●総評（南委員長）
パンフレットは、まず手に取ってもらわなければ、そこから先 
の展開はありません。面白そうだったり、きれいだったり、思わず欲しくなる要素が必要です。
今年人気があったのは、イラストのインパクトでした。大賞の「豊後高田！あるある本」は関心させたり、感動させた
りというよりも元気のいい、オシャベリの、肉声の面白さ、という感じ。雑然としているし、全然小ぎれいじゃないん
だけど、思わず話に引き込まれるナマの魅力があります。最後の見開きに「ちゃんとしたまとめ」が入っているのも微
笑ましい。
優秀賞の「meets ! まつら vol.14」は、まずアジフライに特化したところがお手柄です。写真を使った「プレ宣言書」と「食
べ歩きMAP付！」の「宣言書」がセットになっています。この宣言書のイラストが独特の魅力のある絵で楽しく見せる
工夫が成功しています。

左から北村委員、マックン委員、南委員長、パックン委員、楓委員
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入賞作品一覧

《
優
秀
賞
》
長
崎
県
松
浦
市

「
ｍ
ｅ
ｅ
ｔ
ｓ
！
ま
つ
ら
ｖ
ｏ
ｌ
．14
」

《
大
賞
》
大
分
県
豊
後
高
田
市

「
豊
後
高
田
！ 

あ
る
あ
る
本
」

《
南
伸
坊
賞
》
奈
良
県
王
寺
町

「
奈
良
県
王
寺
町
で
楽
し
む

世
界
遺
産
ビ
ュ
ー

明
神
山
」

《
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
賞
》
鹿
児
島
県
和
泊
町

「
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｅ
Ｒ
Ａ
Ｂ
Ｕ

Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｇ
Ｏ
Ｕ 

Ｇ
Ｕ
Ｉ
Ｄ
Ｅ 

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ

〜
南
の
島
と
「
西
郷
ど
ん
」
〜
」

《
マ
ッ
ク
ン
賞
》
福
井
県
池
田
町

「
池
田
の
き
ほ
ん
」

《
パ
ッ
ク
ン
賞
》
東
京
都
奥
多
摩
町

「
Ｂ
Ｌ
Ｕ
Ｅ
＋
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ 

Ｊ
Ｏ
Ｕ
Ｒ
Ｎ
Ａ
Ｌ 

＃
６
」

《楓千里賞》　鹿児島県奄美市
「SHIMA-JIMAN
（シマージマン）
奄美市一集落１ブランド」

お໰い߹わͤઌɿ一ൠஂࡒ๏人 地Ҭੑ׆Խηンλー ৘ใɾ広ใグループ 広ใࣨ ٢、ޱࢁԬ
ి࿩ɿ0��5202��1�7 ɹϝールɿLPVIPV!KDSE�KQ
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日
本
列
島
の
東
西
分
岐
線
で
あ
る
鈴
鹿
山
脈
か
ら
我
が
国
最
大

の
淡
水
湖
で
あ
る
琵
琶
湖
ま
で
、
多
様
性
の
あ
る
豊
か
な
自
然
。

私
た
ち
は
「
森
里
川
湖
（
も
り
さ
と
か
わ
う
み
）」
と
呼
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
自
然
系
の
上
に
千
年
を
超
え
る
歴
史
文
化
が
蓄
積
さ

れ
た
、
た
い
へ
ん
豊
か
な
ま
ち
が
東
近
江
市
で
す
。

令
和
の
新
時
代
が
幕
を
開
け
ま
し
た
。
こ
の
年
号
の
出
典
と

な
っ
た
万
葉
集
の
中
で
最
も
人
気
が
あ
る
詩
は
、
額
田
王
と
大
海

人
皇
子
の
相
聞
歌
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
詩
は
本
市

の
蒲
生
野
で
詠
ま
れ
た
も
の
で
、
昨
年
は
そ
れ
か
ら
１
３
５
０
年

が
過
ぎ
、
記
念
事
業
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
本
市
に
は
聖
徳
太

子
に
ゆ
か
り
の
深
い
社
寺
仏
閣
も
多
く
、
あ
と
２
年
余
り
で
聖
徳

太
子
１
４
０
０
年
忌
を
迎
え
、そ
の
関
連
事
業
も
控
え
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
本
市
に
は
、
い
わ
ゆ
る
発
祥
地
と
な
る
も
の
と
し
て

次
の
三
つ
が
あ
り
ま
す
。

〇  

近
江
商
人
の
発
祥
地
：
近
江
商
人
の
実
践
的
な
教
え
で
あ
る「
三

方
よ
し
」
の
考
え
方
は
、
経
済
分
野
の
み
な
ら
ず
、
教
育
や
福

祉
等
の
分
野
で
も
基
本
的
な
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
と
し
て
世
界
に

広
が
っ
て
い
ま
す
。

〇  

木
地
師
の
発
祥
地
：
我
が
国
の
森
林
資
源
を
適
正
に
管
理
し
て

き
た
木
地
師
文
化
が
昨
年
、
日
本
の
林
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま

し
た
。
戦
後
、
国
土
の
７
割
を
占
め
る
森
林
が
放
置
さ
れ
て
き

た
ツ
ケ
が
環
境
・
防
災
・
資
源
の
上
で
大
き
な
問
題
と
な
っ
て

お
り
、
山
の
文
化
、
森
の
文
化
を
取
り
戻
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
な
こ
と
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

〇  

ガ
リ
版
印
刷
の
発
祥
地
：
製
版
技
術
を
飛
躍
的
に
発
展
さ
せ
た

ガ
リ
版
印
刷
は
、
印
刷
技
術
の
進
化
に
よ
り
忘
れ
ら
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
が
、
温
か
み
の
あ
る
描
写
が
表
現
で
き
、
後
世
に
伝
え

て
い
く
べ
き
大
切
な
文
化
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
多
く
の
歴
史
文
化
資
産
が
所
在
し
て
い
ま
す

が
、
こ
の
よ
う
な
資
産
を
観
光
政
策
の
ツ
ー
ル
と
し
て
十
分
生
か

し
切
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
本
市
は
一
つ
の
市
と
六
つ
の
町
が
合
併
し
て
誕
生
し
、

今
年
で
15
年
目
を
迎
え
ま
す
。
市
が
立
つ
ま
ち
と
し
て
発
展
し
て

き
た
商
業
都
市
の
姿
と
、
近
畿
地
方
で
最
も
広
い
耕
地
面
積
を
有

す
る
農
業
都
市
と
し
て
の
姿
が
あ
り
、
近
江
米
、
近
江
牛
な
ど
名

だ
た
る
農
畜
産
品
を
全
国
へ
送
り
出
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
昭

和
30
年
代
に
い
ち
早
く
開
通
し
た
高
速
道
路
網
を
生
か
し
て
工
業

製
品
の
主
力
工
場
が
相
次
い
で
進
出
。
現
在
に
至
る
ま
で
、
Ｉ
Ｔ

関
連
を
中
心
と
す
る
工
業
集
積
が
見
ら
れ
る
工
業
都
市
と
し
て
の

顔
も
有
し
て
い
ま
す
。 

合
併
15
年
を
機
に
、平
成
の
広
域
合
併
が
も
た
ら
し
た
プ
ラ
ス
・

マ
イ
ナ
ス
を
検
証
し
、
こ
れ
か
ら
の
本
市
の
進
む
べ
き
方
向
に
向

け
て
か
じ
取
り
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
と
、
改
め
て
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
に
至
り
ま
す
。

人
口
減
少
社
会
へ
の
挑
戦
と
称
し
て
、
全
国
で
地
方
創
生
の
た

め
の
総
合
戦
略
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
大
切
な
こ
と
は
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
で
営
々
と
築
い
て
来
ら
れ
た
歴
史
文
化
を
生
か
し
て

い
く
こ
と
の
重
要
性
を
認
識
す
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

さ
ら
に
、
我
が
国
の
基
軸
が
傾
い
て
い
る
と
感
じ
ざ
る
を
得
な

い
極
端
な
東
京
一
極
集
中
現
象
を
早
急
に
是
正
し
な
け
れ
ば
、
ま

す
ま
す
脆ぜ
い

弱じ
ゃ
くな
国
家
に
落
ち
込
ん
で
い
く
と
い
う
危
機
感
を
私
た

ち
は
し
っ
か
り
認
識
し
た
上
で
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
至
っ
た
責

任
の
一
端
は
私
た
ち
地
方
自
治
体
に
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

い
う
こ
と
も
自
覚
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

明
治
維
新
か
ら
ざ
っ
と
１
５
０
年
、
先
の
大
戦
か
ら
75
年
が
過

ぎ
、
国
や
自
治
体
の
統
治
の
あ
る
べ
き
形
が
真
剣
に
論
議
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
来
て
い
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

我
が
ふ
る
さ
と
東
近
江
市
は
、「
う
る
お
い
と
に
ぎ
わ
い
の
ま

ち
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

近
代
の
合
理
性
や
機
能
性
を
優
先
す
る
科
学
技
術
至
上
主
義
か

ら
人
間
性
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
、
い
わ
ば
人
と
し
て
の
豊
か
さ
が
感

じ
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
、
様
々
な
面
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
多

様
性
を
生
か
し
て
実
現
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

滋賀県東近江市長 小椋　正清

うるおいとにぎわいのまち東近江
～多様性を生かして ～
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表
紙

世
界
遺
産
姫
路
城
マ
ラ
ソ
ン

 1 巻頭エッセー／人を大切に、世界に誇れる佐賀づくり 山口祥義（佐賀県知事）

特　集 地域の経済団体とまちづくり
 2  経済団体による地方創生の可能性 岸上光克（和歌山大学食農

総合研究所教授）

 6 茨城県結城市 街の将来像をカタチに 野口純一

 8 愛知県岡崎市 小さな会社の売り上げアップを支援 秋元祥治

 10 福岡県糸島市 漁業者の所得向上に成功 吉村寿敏

 12  民間主導で「自主地
4

立」のまちづくり 五十嵐克也（日本商工会議所
地域振興部長 ）

基調論文

副基調論文

レギュラーリポート

令和元年度土日集中セミナー

食と農の域内サイクル

“ がんばる地域 ” 応援事業　福岡県小竹町

高齢者の能力を活かした居場所づくり
 梶原扶美江

地方創生実践塾　石川県七尾市

地域を支えるコーディネーター
 友田　景

令和元年度地方創生フォーラム in 新潟

若者にとって魅力ある多様な働く場づくり

広報室だより

第１回 地域プロモーション大賞

首長の思い

うるおいとにぎわいのまち東近江
小椋正清（滋賀県東近江市長）

17

18

20

22

24

28

（
兵
庫
県
姫
路
市
）

「
世
界
遺
産
姫
路
城
マ
ラ
ソ
ン
」
は
、
平
成
27
年
に

世
界
文
化
遺
産
姫
路
城
の
大
天
守
保
存
修
理
の
完
成
を

記
念
し
て
始
ま
っ
た
大
会
で
す
。

姫
路
の
観
光
・
文
化
を
活
か
し
て
地
域
を
盛
り
上
げ

る
取
り
組
み
と
し
て
認
め
ら
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
、
文
化

庁
、
観
光
庁
が
共
同
企
画
し
た
「
ス
ポ
ー
ツ
文
化
ツ
ー

リ
ズ
ム
ア
ワ
ー
ド
２
０
１
６
」
の
10
選
に
入
り
、「
ス

ポ
ー
ツ
庁
長
官
賞
」
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
２
月
23
日
（
日
）
に
第
６
回
目
と
な
る
「
世

界
遺
産
姫
路
城
マ
ラ
ソ
ン
２
０
２
０
」を
開
催
し
ま
す
。

姫
路
城
を
背
に
ス
タ
ー
ト
し
、
名
所
・
旧
跡
や
豊
か
な

自
然
を
巡
っ
て
姫
路
城
三
の
丸
広
場
を
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ

と
す
る
コ
ー
ス
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
お
も
て
な
し
や

市
民
挙
げ
て
の
応
援
を
展
開
し
、
地
域
一
体
と
な
っ
て

大
会
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
大
会
前
日
・
当
日
は
、
音
楽
や
ダ
ン
ス
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
ス
テ
ー
ジ
の
ほ
か
、
観
光
情
報
や
地
元
グ

ル
メ
な
ど
を
提
供
す
る
ブ
ー
ス
を
設
け
、
姫
路
の
文
化

や
食
を
楽
し
め
る
マ
ラ
ソ
ン
祭
も
開
催
し
ま
す
。
皆
様

の
お
越
し
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
＝
世
界
遺
産
姫
路
城
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委

員
会
事
務
局

（
０
７
９
‐
２
２
１
‐
２
８
６
２
）

（
写
真
提
供
＝
姫
路
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
室
）

菜の花が咲き誇るコースを
駆け抜ける

●埼玉県秩父市 海と山の連携が新しい時代を生む 小泉貴之

●鳥取県米子市 「衰退」から「復活」へ 竹谷正一

●香川県高松市 商店街を「生活するための街」に 古川康造

【特集編では基調論文、全 6事例を全て掲載～特集編のみに掲載される事例は以下の通り】

  グラビア

 表3 手前みそですが… 【青森県八戸市】

八戸市

青
森
県

252

█YSアリーナ八戸（内部）
国際規格のダブルトラックを備え、2021年に世界ジュニアスピードスケート選手権大
会を開催予定

冬
も
熱
い
氷
都
・
八
戸

█えんぶり（松の舞）
農作業の休憩中、松の枝を持って踊ったの
が始まりと言われる。主に子どもが演じる

█えんぶり摺り
えんぶりを舞うことを「摺る（する）」と
いい、稲作の流れを舞で表現している

█フラットアリーナ
2020年春のオープン予定。シーズン中は
アイスホッケーの熱戦が繰り広げられる

█YSアリーナ八戸（外観）
地域の防災拠点であり、アリーナ全体活
用時には約9000人の収容が可能

█八戸港
国際航路が開設され、北東北のエネルギー
拠点となる LNGターミナルや世界トップ
クラスの造船工場がある

█イカ
八戸名産のイカ。市制施行90周年を期に、
八戸市のシンボルとして「市民のさかな」
に決定

八戸市は青森県南東部に位置し、臨海
部には工業港、漁港、商業港が整備

され、全国屈指の水産都市であり、北東北
随一の工業都市です。

冬、八戸市は「氷都八戸」とも言われ、
昭和22年に第1回冬季国体スケート競技
会が開催されるなど、昔からスケートが親
しまれてきました。昨年、国際規格400
㍍ダブルトラックを備えた屋内スケート場

「YSアリーナ八戸」がオープンし、今年1
月29日から2月2日まで第75回冬季国体
スケート競技会が実施されています。

また今年春には、JR八戸駅の近くに通年型アイスリンク
「フラットアリーナ」がオープンの予定となっております。こ
ちらはアイスホッケーアジアリーグに所属する東北フリーブ
レイズのホームアリーナとなり、熱戦が繰り広げられます。

2月17 ～ 20日に八戸地方に春を呼ぶ伝統芸能 「えんぶ
り」が行われます。えんぶりには豊作を願って春を待つ人々
の思いが込められ、烏帽子を被った太夫による舞いや子ども
たちによる明るく楽しい祝福芸があります。

八戸市は、冬も熱気にあふれています。
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地域の経済団体とまちづくり

茨城県結城市（p６-７）
結いプロジェクトのメンバー
1

愛知県岡崎市（p10-11）
売り上げアップに特化した中小企業・起業者支援『岡崎ビジネスサポートセンター』
3

埼玉県秩父市（p８-９）
多くの人でにぎわうナイトバザール
2

●1●2

エ
ン
タ
メ
見
地
に
よ
る
実
施
例

【
観
光
】

松
山
市
で
は
「
道
後
温
泉
本
館
の
保
存

修
理
工
事
を
活
用
し
た
観
光
資
源
化
事

業
」
に
２
０
１
８
年
よ
り
３
年
間
、
元
請

け
と
し
て
参
画
し
て
い
ま
す
。
手
塚
プ
ロ

ダ
ク
シ
ョ
ン
と
連
携
の
も
と
、
手
塚
治
虫

の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
「
火
の
鳥
」
を
ア
イ
コ
ン

に
据
え
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

制
作
や
道
後
温
泉
本
館
に
映
し
出
す
プ
ロ

ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
の
コ
ン
テ

ン
ツ
制
作
、
そ
れ
ら
を
ト
ピ
ッ
ク
と
し
た

Ｐ
Ｒ
、
さ
ら
に
は
修
繕
中
の
本
館
を
覆
う

素
屋
根
や
ア
ー
ケ
ー
ド
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
な

ど
、
シ
テ
ィ
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
全
般
に
火
の
鳥

ビ
ジ
ュ
ア
ル
を
使
用
し
た
事
業
を
展
開
し

て
お
り
ま
す
。
こ
の
結
果
、
保
存
修
理
中
、

減
少
が
見
込
ま
れ
て
い
た
同
市
の
観
光
客

数
は
想
定
値
を
は
る
か
に
下
回
る
、
わ
ず

か
５
％
減
に
と
ど
ま
る
と
い
っ
た
成
果
を

生
ん
で
い
ま
す
。

【
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
】

東
京
都
町
田
市
は
２
０
１
４
年
よ
り
積

極
的
な
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
弊
社
の
参
画
は
２
０
１
８

年
か
ら
。
そ
れ
ま
で
の
Ｐ
Ｒ
の
流
れ
を
発

展
的
に
継
承
し
、
関
係
人
口
増
や
移
住
に

焦
点
を
合
わ
せ
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を

行
っ
て
い
ま
す
。
２
０
１
９
年
度
は
オ
リ

ジ
ナ
ル
・
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
制
作
、
人

気
声
優
の
福
山
潤
さ
ん
や
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
の
キ
ン
・
シ
オ
タ
ニ
さ
ん
、
ラ
ッ
パ
ー

の
Ｋ
Ｅ
Ｎ 

Ｔ
Ｈ
Ｅ 

３
９
０
さ
ん
を
起
用
し

た
ト
ー
ク
イ
べ
ン
ト
の
実
施
、
Ｔ
Ｖ
番
組

と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
や
冊
子
制
作
、
さ
ら
に

は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
を
起
用
し
た
Ｗ
Ｅ

Ｂ
向
け
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

【
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
＆ 

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
】

三
重
県
桑
名
市
で
は
、
２
０
１
８
年
度

よ
り
３
カ
年
事
業
と
し
て
東
京
Ｐ
Ｒ
事
務

局
の
設
置
に
よ
る
首
都
圏
か
ら
の
情
報
発

信
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
食
」「
歴
史
」「
祭

り
」
と
い
う
同
市
の
資
源
を
年
ご
と
の

テ
ー
マ
と
し
、
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
た
る
「
魅

力
み
つ
け
び
と
」
と
し
て
作
家
の
柏
井
壽

さ
ん
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
Ｍ
ｕ
ｍ
ｍ
ｙ-

Ｄ
さ
ん
、
文

筆
家
の
白
洲

信
哉
さ
ん
を

据
え
、
タ
ー

ゲ
ッ
ト
の
属

性
に
フ
ォ
ー

カ
ス
し
た
映

像
、Ｗ
Ｅ
Ｂ
、

紙
媒
体
、
そ

し
て
イ
ベ
ン

ト
と
多
角
的

な
Ｐ
Ｒ
を
展

開
し
て
い
ま

す
。

【
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
機
運
醸
成
事
業
】

東
京
都
港
区
の
「
港
区
文
化
芸
術
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
２
０
１
５
年
度
よ
り
参

画
し
て
い
ま
す
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
公
式
認
定
文
化
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
一
つ
で
、
プ
ロ
シ
ン
ガ
ー
と
参
加

者
（
区
民
、
在
勤
、
在
学
）
が
共
演
し
、

区
内
の
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
で
お
披
露
目

す
る
プ
ロ
ア
マ
協
働
の
事
業
で
す
。
そ
の

企
画
・
制
作
、運
営
を
弊
社
が
担
当
。「
歌
」

と
い
う
敷
居
の
低
い
文
化
芸
術
を
介
し
、

参
加
者
が
港
区
へ
の
愛
着
と
誇
り
、
そ
し

て
何
よ
り
も
こ
の
ま
ち
に
関
わ
っ
て
い
こ

う
と
い
う
思
い
を
抱
か
せ
る
こ
と
を
目
標

に
掲
げ
、
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
試
み
が
功
を
奏
し
、
港
区
の
区
民
参
加

型
事
業
で
は
最
も
人
気
が
あ
る
事
業
に

な
っ
て
い
ま
す
。

エ
ン
タ
メ
軸
に 

使
命
感
を
も
っ
て
前
へ

令
和
２
年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
弊
社

は 

〝
そ
の
後
〟
を
見
据
え
た
地
域
活
性
化

事
業
を
自
治
体
や
地
域
団
体
に
積
極
的
に

提
案
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

特
に
大
事
に
し
た
い
の
は
「
外
目
線
」。

常
に
事
業
を
客
観
視
し
な
が
ら
、
即
応
性

の
高
い
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提
案
、
し
な

や
か
な
事
業
実
施
、
そ
し
て
弊
社
ノ
ウ
ハ

ウ
に
よ
る
運
用
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
軸
に
は
い
つ
も
「
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン

メ
ン
ト
」
が
あ
り
、
何
よ
り
も
「
僕
ら
が

日
本
を
元
気
に
し
て
い
く
ん
だ
」
と
い
う

揺
る
ぎ
の
な
い
使
命
感
を
も
っ
て
前
進
し

た
い
、
そ
う
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

町田市　シティプロモーションのトークイベント

松山市　修繕中の道後温泉本館を覆う素屋根

桑名市　PR映像「くわなにさくはな」

33 2020・2月号 地域づくり 特集編 2020・2月号地域づくり 特集編 32
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鳥取県米子市（p1�-1�）
角盤町エリアで開催された「よなごグランマルシェ」
4

香川県高松市（p1�-1�）
振興組合主催の夏祭り
5

福岡県糸島市（p1�-1�）
にぎわうJF糸島志摩の四季店内
6

●2
●3

●5●4
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特 集
は
じ
め
に

少
子
高
ྸ
化
や
人
口
減
少
に
よ
り
全
ࠃ
֤
地
で
、
地
域

ܦ
ࡁ
の
活
力
が
ࣦ
わ
れ
る
ঢ়
گ
が
生
ま
れ
て
き
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
事
ଶ
に
ର
ॲ
し
よ
う
と
、
全
ࠃ
で
地
域
ͮ

く
り
が
औ
り
組
ま
れ
て
お
り
、
੓
ࡦ
的
な
ࢧ
ԉ
も
ॆ
実
し

て
い
ま
す
。
ࠃ
が
ฏ
成
ùý
年
øù
݄
に
ࡦ
定
し
た
「
ま
ち
・

ͻ
と
・
し
ご
と
૑
生
௕
ظ
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
ま
ち
・
ͻ
と
・

し
ご
と
૑
生
૯
合
ઓ
ུ
」
を
צ
案
し
て
、
全
ࠃ
の
地
ํ
自

治
体
は
地
ํ
૑
生
૯
合
ઓ
ུ
を
ࡦ
定
し
ま
し
た
。同
࣌
に
、

̒
࣍
࢈
業
化
・
地
࢈
地
ফ
๏
、
೶
঎
工
౳
連
携
ଅ
進
๏
な

ど
の
施
ࡦ
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
৽
঎
඼
の
開
発
や
ൢ
࿏

֦
大
に
よ
る
地
域
活
性
化
の
औ
り
組
み
も
数
多
く
見
ら
れ

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
ঢ়
گ
の
も
と
、
ฏ
成
ùĀ
年
５
݄
、
೶
ྛ
ړ

業
・
঎
工
業
全
ࠃ
５
団
体
（
全
ࠃ
ړ
業
協
同
組
合
連
合
ձ
、

全
ࠃ
৿
ྛ
組
合
連
合
ձ
、
全
ࠃ
঎
工
ձ
連
合
ձ
、
日
本
঎

工
ձ
ٞ
ॴ
、
全
ࠃ
೶
業
協
同
組
合
中
ԝ
ձ
）
は
、
地
域
の

実
情
に
഑
ྀ
し
つ
つ
、
૬
ޓ
に
連
携
・
協
力
に
౒
Ί
、
೶

ྛ
ړ
業
な
ら
び
に
঎
工
業
の
ৼ
ڵ
を
௨
͡
て
、
๛
か
で
฻

ら
し
や
す
い
地
域
社
ձ
を
つ
く
り
、
も
っ
て
地
ํ
૑
生
を

ਪ
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、「
೶
ྛ
ړ
業
と
঎
工
業
の
連

携
を
௨
͡
た
地
ํ
૑
生
の
ਪ
進
に
関
す
る
協
定
」
を
క
結

し
ま
し
た
。

そ
の
内
༰
は
、
ᶃ
全
ࠃ
の
ձ
һ
組
৫
に
お
け
る
૬
ޓ
連

携
の
ਪ
進
に
関
す
る
こ
と
、
ᶄ
೶
ྛ
ړ
業
お
よ
び
঎
工
業

の
連
携
な
ら
び
に
̒
࣍
࢈
業
化
お
よ
び
ൢ
࿏
֦
大
、
੡
඼

開
発
౳
の
ਪ
進
に
関
す
る
こ
と
、
ᶅ
地
域
資
源
を
活
用
し

た
࢈
業
ৼ
ڵ
や
観
光
ৼ
ڵ
な
ど
地
域
ܦ
ࡁ
の
発
展
に
関
す

る
こ
と
、
ᶆ
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
ҡ
࣋
発
展
な
ど
地
域

社
ձ
ܦ
ࡁ
の
活
性
化
に
関
す
る
こ
と
、
ᶇ
そ
の
ଞ
૬
ޓ
の

連
携
協
力
す
る
こ
と
が
ඞ
ཁ
と
認
Ί
ら
れ
る
事
߲
に
関
す

る
こ
と
、
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ࠓ
回
は
、
̟
̖
や
঎
工
ձ
ٞ
ॴ
、
民
間
企
業
な
ど
地
域

の
༷
ʑ
な
担
い
手
が
連
携
し
、
೶
࢈
෺
の
ϒ
ラ
ン
ド
化
や

地
域
の
経
済
団
体
と
ま
ち
づ
く
り

経
済
団
体
に
よ
る
地
方
創
生
の
可
能
性

Ổ「
共
૑
」
の
地
域
ͮ
く
り
へ
Ổ

岸
上
　
光
克

和
歌
山
大
学
食
農
総
合
研
究
所
教
授

筆者プロフィール

岸上 光克氏
（きしがみ・みつよし）

1977 年兵庫県生まれ。和歌山大学経済学部卒業、大阪府立
大学大学院農学生命科学研究科博士前期・博士後期課程修了。
博士（農学）。株式会社関西計画技術研究所、和歌山県田辺広
域市町村圏健康観光産業クラスター推進協議会、田辺市役所、
水産大学校を経て、2016 年 4月に和歌山大学地域活性化総合
センター食農総合研究所に着任、2018年3月より現職。研究テー
マは、地域づくり戦略、農協販売事業の再編、農産物流通など。
主な著書（共著）は、「現代の食料・農業・農村を考える」、「廃
校利活用による農山村再生」、「地域再生と農協」など。
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৽
঎
඼
開
発
な
ど
を
実
ݱ
さ
せ
た
औ
り
組
み
を
؆
୯
に
঺

介
す
る
と
と
も
に
、
連
携
の
た
Ί
の
ϙ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

ղ
આ
し
ま
す
。
ま
た
、
ࠓ
後
の
地
ํ
૑
生
の
ਪ
進
の
Մ
ೳ

性
に
つ
い
て
も
ߟ
え
ま
す
。

内
発
的
な
地
域
づ
く
り
と

農
商
工
連
携
か
ら
見
る
地
方
創
生
の
実
態

５
団
体
の
連
携
の
目
的
は
、
୯
な
る
঎
඼
開
発
で
は
な

く
、「
地
ํ
૑
生
を
ਪ
進
す
る
こ
と
」
で
す
。
ୈ
１
ظ
（
ฏ

成
ùü
Ỗ
令
和
元
年
度
）
の
地
ํ
૑
生
で
は
、
全
ࠃ
で
৽
঎

඼
の
開
発
や
೶
࢈
෺
の
ϒ
ラ
ン
ド
化
、
観
光
঎
඼
の
開
発

な
ど
多
छ
多
༷
な
औ
り
組
み
が
発
ݱ
し
て
い
ま
す
。
と
は

い
え
、
ま
ち
・
ͻ
と
・
し
ご
と
૑
生
૯
合
ઓ
ུ
を
見
る
と
、

多
く
の
自
治
体
は
ަ
෇
ۚ
֫
ಘ
を
目
的
に
૯
合
ઓ
ུ
を
ࡦ

定
し
た
と
い
っ
て
も
ա
ݴ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
ํ
自
治

૯
合
ݚ
ڀ
ॴ
が
ฏ
成
ú÷
年
に
公
ද
し
た
ௐ
ࠪ
に
よ
る
と
、

回
౴
し
た
１
３
４
２
市
町
ଜ
の
う
ち
þþ
％
が
「
コ
ン
サ
ル

な
ど
外
෦
に
そ
の
ࡦ
定
を
ҕ
ୗ
し
た
」
と
な
っ
て
お
り
、

外
஫
ઌ
は
東
京
都
内
に
本
社
を
置
く
企
業
に
ू
中
し
て
い

ま
す
。
ま
さ
に
、「
ֆ
に
ඳ
い
た
໫
（
ܭ
画
）」「
ܭ
画
ࡦ

定
の
た
Ί
の
ܭ
画
ࡦ
定
」
と
の
ධ
Ձ
を
ड
け
て
も
க
し
ํ

な
い
と
も
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
少
し
ݹ
い
σ
ー
タ
に
な
り
ま
す
が
、
ઍ
༿
大
学

の
ᓎ
井
ਗ਼
一
ࢯ
は
೶
঎
工
連
携
の
特
௃
を
Ҏ
下
の
よ
う
に

ま
と
Ί
て
い
ま
す
。

೶
・
঎
・
工
そ
れ
ͧ
れ
１
事
業
体
ఔ
度
が
結
び
つ
い
た

୯
線
的
な
連
携
ω
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
೶

工
２
෦
໳
の
連
携
が
多
く
঎
業
・
サ
ー
ビ
ス
෦
໳
が
関
༩

し
た
事
業
ྫ
は
や
や
少
な
い
こ
と
、
ݚ
ڀ
෦
໳
の
関
༩
は

ر
ബ
で
あ
る
こ
と
、
୹
ظ
的
な
৽
੡
඼
ͮ
く
り
に
܏
ࣼ
し

た
事
ྫ
が
多
い
こ
と
、
೶
業
෦
໳
事
業
者
の
積
極
的
関
༩

が
あ
ま
り
見
ら
れ
ず
、
か
つ
成
果
഑
෼
も
঎
工
に
܏
ࣼ
し

て
い
る
こ
と
、
な
ど
が
ڍ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
೶
঎
工
連
携
へ
の
औ
り
組
み
は
、
ൢ
࿏
֦
大
に
は

ߩ
ݙ
し
た
が
、
そ
れ
Ҏ
্
の
ར
ӹ
向
্
な
ど
の
積
極
的
な

連
携
ޮ
果
が
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
こ
と
が
ࢦ
ఠ
さ
れ
て
い

ま
す
。（「
多
角
化
の
視
点
か
ら
ߟ
え
る
̒
࣍
࢈
業
化
」
和

歌
山
大
学
食
೶
૯
合
ݚ
ڀ
ॴ
ݚ
ڀ
成
果
ୈ
̒
߸
を
参
র
）

内
発
的
な
地
域
づ
く
り
が
目
的

地
域
ͮ
く
り
の
理
࿦
と
し
て
、「
内
発
的
発
展
」
は
あ

ま
り
に
も
༗
名
で
す
。
外
དྷ
型
の
地
域
開
発
で
は
な
く
、

「
地
域
の
団
体
、
企
業
・
組
合
な
ど
の
団
体
や
ݸ
人
が
自

発
的
な
学
श
に
よ
り
ܭ
画
を
た
て
、
自
ओ
的
な
ٕ
術
開
発

を
も
と
に
し
て
、
地
域
؀
ڥ
を
保
全
し
つ
つ
資
源
を
合
理

的
に
ར
用
し
、
そ
の
文
化
に
根
͟
し
た
ܦ
ࡁ
発
展
を
し
な

が
ら
、
地
ํ
自
治
体
の
手
で
住
民
福
ࢱ
を
向
্
さ
せ
て
い

く
よ
う
な
地
域
開
発
」
で
す
。
ۙ
年
で
は
、
こ
れ
を
ج
ૅ

と
し
つ
つ
、
ઓ
ུ
的
な
都
市
೶
ଜ
ަ
流
や
外
෦
ओ
体
に
よ

る
޿
域
な
ࢧ
ԉ
も
ඞ
ཁ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、地
域
の
ओ
体
性
が
重
ཁ
で
あ
る
と
理
ղ
で
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
地
ํ
૑
生
を
見
る
と
、
自
治
体
の
ܭ
画
に

ओ
体
性
が
あ
っ
た
と
は
ݴ
い
೉
い
ঢ়
گ
で
あ
る
こ
と
、
か

つ
ݸ
ผ
ܦ
営
体
の
ܦ
営
多
角
化
に
よ
る
ॴ
ಘ
・
ऩ
ӹ
性
向

্
（
ܦ
営
の
࣋
ଓ
性
を
高
Ί
る
、
৽
た
な
ॴ
ಘ
源
を
֬
保

す
る
）
に
は
一
定
の
成
果
を
見
せ
て
い
ま
す
が
、
地
域
全

体
の
࢈
業
間
連
携
に
よ
る
活
性
化
（
資
源
の
活
用
・
ޏ
用

の
৔
の
֬
保
）
に
ま
で
は
ࢸ
っ
て
い
な
い
Մ
ೳ
性
が
あ
る

こ
と
が
෼
か
り
ま
す
。

ࠓ
後
は
も
っ
と
ओ
体
的
に
、
か
つ
地
域
全
体
へ
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
औ
り
組
み
が
ٻ
Ί
ら
れ
る
中
で
、
̟
̖
な

ど
の
ܦ
ࡁ
団
体
の
連
携
に
よ
る
地
ํ
૑
生
の
ಈ
き
が
஫
目

さ
れ
ま
す
。

経
済
団
体
に
よ
る
連
携
の
実
態

前
ड़
の
協
定
క
結
の
ཌ
年
、
ฏ
成
ú÷
年
９
݄
に
は
、
地

域
૑
生
に
向
け
た
多
業
छ
連
携
シ
ン
ϙ
ジ
ウ
ム
「
共
૑
の

日
２
０
１
８
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
（
令
和
元
年
øù
݄
に

は
「
共
૑
の
日
２
０
１
９
」
開
催
）。
団
体
間
で
連
携
に

औ
り
組
ん
で
い
る
５
事
ྫ
を
モ
σ
ル
事
業
と
し
て
औ
り
্

げ
、
内
༰
の
報
ࠂ
と
と
も
に
、
՝
୊
の
共
༗
や
ࠓ
後
の
展

๬
に
つ
い
て
の
パ
ω
ル
σ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
Ҏ
下
で
は
、
そ
の
内
༰
を
঺
介
し
ま
す
。
ま
た
、

５
事
ྫ
を
ؚ
Ή
全
ࠃ
の
モ
σ
ル
事
ྫ
は
「
地
ํ
૑
生
に
向「共創の日 2018」のチラシと「地方創生に向けた多業種連携事例集」

特 集
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け
た
多
業
छ
連
携
事
ྫ
ू
」
と
し
て
ま
と
Ί
ら
れ
て
い
ま

す
。

ɹ̍
  

͔
΄
͘
イ
λ
Ϧ
Ξ
໺
ࡊ
ͷ
ൢ
࿏
֦
େ 

ớ
ࢁ
ܗ
ݝ
⽅
Տ
๺
ொ
঎
޻
ձ
ʷ
̟
̖
͞
͕
͑
੢
ଜ
ࢁ
Ờ

こ
の
औ
り
組
み
は
、
ر
少
Ձ
値
の
高
い
イ
タ
リ
ア
໺
ࡊ

を
࢈
地
化
し
、
地
元
で
の
ී
ٴ
・
஌
名
度
向
্
を
ਤ
っ
た

΄
か
、
̟
̖
さ
が
え
੢
ଜ
山
の
ト
ラ
ッ
ク
に
঎
඼
を
ࠞ
ࡌ

す
る
こ
と
で
、関
੢
ํ
໘
に
ൢ
࿏
を
֦
大
し
た
事
ྫ
で
す
。

Տ
๺
町
঎
工
ձ
は
関
੢
ํ
໘
へ
の
出
ՙ
を
੾
๬
し
て
い
ま

し
た
が
、
෺
流
コ
ス
ト
が
か
さ
Ή
こ
と
が
՝
୊
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
こ
で
̟
̖
と
連
携
し
、
̟
̖
の
ト
ラ
ッ
ク

に
ࠞ
ࡌ
す
る
こ
と
で
関
੢
ํ
໘
へ
の
ൢ
࿏
֦
大
に
成
功
し

ま
し
た
。
ൢ
࿏
֦
大
に
よ
り
ച
্
高
は
増
え
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
঎
工
ձ
は
首
都
圏
の
営
業
ڌ
点
と
し
て
三
ݢ
஡
屋

に
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
オ
ー
プ
ン
す
る
༧
定
で
、
か
΄

く
イ
タ
リ
ア
໺
ࡊ
を
ओ
力
঎
඼
の
一
つ
と
し
て
Ґ
置
ͮ

け
、
さ
ら
な
る
都
৺
෦
へ
の
ൢ
࿏
֦
大
を
目
ࢦ
し
て
い
ま

す
。

ɹ̎

  

ύ
ッ
シ
ョ
ン
ϑ
ϧ
ー
π
ʹ
Α
Δ
৽
঎
඼
։
ൃ 

ớ
౦
ژ
౎
⽅
ീ
Ԧ
ࢠ
঎
޻
ձ
ٞ
ॴ
ʷ
̟
̖
ീ
Ԧ
ࢠ
Ờ

こ
の
औ
り
組
み
は
、
ീ
Ԧ
子
の
৽
し
い
地
域
特
࢈
඼
で

あ
る
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
の
ൢ
ച
を
ଅ
進
し
、
৽
঎
඼

を
開
発
し
た
΄
か
、
ീ
Ԧ
子
঎
工
ձ
ٞ
ॴ
と
̟
̖
ീ
Ԧ
子

が
業
務
提
携
協
定
を
క
結
し
た
事
ྫ
で
す
。
ೆ
ࠃ
フ
ル
ー

ツ
の
୅
ද
、
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
を
「
ീ
Ԧ
子
の
名
࢈

඼
に
し
た
い
」
と
い
う
ए
手
೶
家
た
ち
が
̟
̖
ീ
Ԧ
子
パ

ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
生
࢈
組
合
を
設
ཱ
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
঎
工
ձ
ٞ
ॴ
と
̟
̖
が
連
携
し
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
Ỹ
ン

σ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
て
地
元
ҿ
食
ళ
と
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル

ー
ツ
を
使
用
し
た
ಠ
自
メ
ニ
ュ
ー
を
開
発
し
た
こ
と
で
、

ീ
Ԧ
子
࢈
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
の
஌
名
度
向
্
に
成
功

し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
元
࢈
の
೶
࢈
෺
を
使
用
し
た
い
と

い
う
ニ
ー
ζ
に
応
え
る
こ
と
で
、
地
域
活
性
化
に
も
ߩ
ݙ

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
な
る
認
஌
度
向
্
に
向
け
て
イ
ベ
ン

ト
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
す
る
と
と
も
に
、
地
元
の
ニ
ー

ζ
を
צ
案
し
な
が
ら
、
৽
঎
඼
開
発
や
マ
ッ
ν
ン
グ
を
行

う
ର
৅
を
޿
げ
て
い
く
ܭ
画
を
࣋
っ
て
い
ま
す
。

ɹ̏

  

ະ
ར
༻
ؒ
െ
ࡐ
Λ
஍
Ҭ
௨
՟
ͱ
͠
ͯ
׆
༻ 

ớ  

ࡾ
ॏ
ݝ
⽅
দ
ࡕ
൧
ೆ
৿
ྛ
૊
߹ 

ʷ 

দ
ࡕ
߳
ഽ
঎
޻
ձ 

ʷ 

দ
ࡕ
๺
෦
঎
޻
ձ
Ờ

こ
の
औ
り
組
み
は
、
ະ
ར
用
間
െ
ࡐ
を
地
域
௨
՟
と
す

る
こ
と
で
、
৿
ྛ
と
地
域
を
活
性
化
し
、
間
െ
ࡐ
を
໦
࣭

バ
イ
オ
マ
ス
発
ి
の
೩
ྉ
と
し
て
活
用
し
た
事
ྫ
で
す
。

൧
ೆ
・
൧
高
地
域
は
ྑ
࣭
な
໦
ࡐ
の
࢈
地
と
し
て
஌
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
ྛ
業
は
ਰ
ୀ
し
、
間
െ
ࡐ
も
山
ྛ
に
์

置
さ
れ
て
い
る
ঢ়
گ
で
し
た
。
そ
こ
で
、
バ
イ
オ
マ
ス
資
源

の
༗
ޮ
ར
用
を
目
ࢦ
し
、
間
െ
ࡐ
の
ങ
औ
ۚ
ֹ
の
൒
෼
を

地
域
の
঎
工
ձ
が
発
行
す
る
঎
඼
݊
で
ࢧ
෷
い
、
地
域
内

で
お
ۚ
が
॥
؀
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
৿

ྛ
ॴ
༗
者
に
෭
ऩ
ೖ
が
ೖ
る
こ
と
で
৿
ྛ
؅
理
へ
の
ҙ
ཉ

向
্
に
成
功
し
、
地
域
ܦ
ࡁ
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。
ࠓ
後
は
औ
り
組
み
た
い
৿
ྛ
ॴ
༗
者
に
ର
し
て
、

間
െ
が
で
き
て
い
な
い
৿
ྛ
ॴ
༗
者
の
঺
介
や
組
合
の
施

業
地
で
の
間
െ
の
Ѻ
ટ
な
ど
を
進
Ί
て
い
く
༧
定
で
す
。

ɹ̐

  

৽
シ
ョ
΢
Ψ
Λ
༻
͍
ͨ
δ
ン
δ
Ỿ
ー
Τ
ー
ϧ
։
ൃ

ớ  

࿨
Վ
ࢁ
ݝ
⽅
̟
̖
Θ
͔
΍
· 

ʷ 

࿨
Վ
ࢁ
঎
޻
ձ
ٞ
ॴ
Ờ

こ
の
औ
り
組
み
は
、
和
歌
山
市
特
࢈
の
৽
シ
ョ
ウ
ガ
を

用
い
て
ジ
ン
ジ
ャ

ー
エ
ー
ル
を
開
発

し
た
事
ྫ
で
す
。

和
歌
山
市
を
Ｐ
Ｒ

で
き
る
お
౔
࢈
を

作
り
た
い
と
い
う

思
い
と
৽
シ
ョ
ウ

ガ
の
஌
名
度
を
高

Ί
た
い
と
い
う
思

い
を
き
っ
か
け

に
、「
Ｗ
̰
̺
̰

ｙ
̰
ｍ
̰ 

̜
̸
̽
̶
̴
́ 

̖
̻
̴
」
を
開
発
し
ま
し
た
。

঎
工
ձ
ٞ
ॴ
と
連
携
し
ൢ
࿏
֦
大
を
し
た
と
こ
Ζ
、
年
間

１
̒
０
ສ
本
が
ച
れ
る
大
ώ
ッ
ト
と
な
り
、
৽
シ
ョ
ウ
ガ

の
生
࢈
お
よ
び
஌
名
度
向
্
に
ߩ
ݙ
し
ま
し
た
ࠓ。
後
も
、

和
歌
山
市
の
৽
シ
ョ
ウ
ガ
の
஌
名
度
向
্
、
ま
た
全
ࠃ
展

開
も
目
ࢦ
す
༧
定
で
す
。

ɹ̑

  

ࠇ
ͳ
·
͜
ͷ
৽
঎
඼
։
ൃ 

ớ
௕
࡚
ݝ
⽅
̟
̛
େ
ଜ
࿷
ʷ
௕
࡚
ݝ
঎
޻
ձ
࿈
߹
ձ
Ờ

こ
の
औ
り
組
み
は
、「
大
ଜ
࿷
ړ
協
の
ੴ
ݨ
」（
ࠇ
な
ま

こ
の
ੴ
ݨ
）
の
開
発
・
ൢ
ച
お
よ
び
ス
キ
ン
ケ
ア
・
ϔ
ア

ケ
ア
関
連
঎
඼
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
֦
ॆ
の
事
ྫ
で
す
。
ࠇ

な
ま
こ
は
市
৔
Ձ
値
が
低
く
、
ۦ
আ
の
ର
৅
で
し
た
が
、

地
元
঎
工
ձ
連
合
ձ
の
ࢧ
ԉ
・
連
携
で
ࠇ
な
ま
こ
を
用
い

た
৽
঎
඼
開
発
・
ൢ
ച
が
実
ݱ
し
ま
し
た
。
同
঎
඼
は
ྦྷ

ܭ
ý÷
ສ
ݸ
を
ൢ
ച
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
ࠇ
な
ま
こ
の

औ
Ҿ
Ձ
֨
が
໿
５
ഒ
と
な
り
҆
定
し
た
こ
と
で
、
ړ
業
者

の
ॴ
ಘ
が
向
্
す
る
と
と
も
に
、
ւ
࢈
෺
の
ϒ
ラ
ン
ド
力

向
্
に
も
ߩ
ݙ
し
ま
し
た
。
ࠓ
後
は
、
さ
ら
に
ҟ
業
छ
と

の
連
携
を
進
Ί
る
と
と
も
に
、
首
都
圏
で
の
催
事
へ
の
積

JA わかやまの「Wakayama Ginger Ale」
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極
的
な
参
加
な
ど
を
௨
͡
て
、
地
元
だ
け
で
な
く
全
ࠃ
で

フ
Ỹ
ン
を
増
や
し
て
い
く
༧
定
で
す
。

連
携
の
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

্
ه
の
औ
り
組
み
の
特
௃
は
、
୯
な
る
঎
඼
開
発
（
঎

඼
が
で
き
ま
し
た
）
で
は
な
く
、
ൢ
࿏
を
開
୓
し
、
࠶
生

࢈
Մ
ೳ
な
ച
り
্
げ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、

す
べ
て
の
事
ྫ
で
औ
り
組
み
ओ
体
の
ར
ӹ
を
最
優
ઌ
で
ߟ

え
る
の
で
は
な
く
、「
地
域
」
が
潤
う
こ
と
を
ߟ
え
て
い

る
こ
と
も
特
௃
的
で
す
。
そ
こ
で
、
औ
り
組
み
ओ
体
に
ର

し
て
、よ
か
っ
た
こ
と
や
ࠔ
っ
た
こ
と
な
ど
を
ਘ
Ͷ
る
と
、

「
ۤ
࿑
し
た
こ
と
は
ま
っ
た
く
な
い
。
֤
組
৫
の
連
携
が

成
功
を
ऩ
Ί
て
い
る
」
と
い
っ
た
回
౴
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
ൿ
݃
を
ฉ
く
と
「
日
ࠒ
か
ら
の
情
報
ަ
׵
や
ҙ
見
ަ

׵
が
重
ཁ
で
あ
る
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

一
ํ
で
、「
̟
̖ 

৬
һ
と
し
て
೶
業
に
関
す
る
஌
ࣝ
は

あ
っ
た
が
、
঎
と
し
て
の
஌
ࣝ
が
な
く
、
঎
工
ձ
ٞ
ॴ
と

の
連
携
に
よ
り
そ
の
෦
෼
を
ิ
え
た
」「
市
や
県
と
い
っ

た
行
੓
と
の
連
携
は
重
ཁ
で
あ
る
」「
行
੓
と
の
連
携
に

よ
り
、資
ۚ
（
ิ
ॿ
ۚ
）
の
֬
保
が
Մ
ೳ
と
な
っ
た
」「
̟

̖
と
の
連
携
に
関
し
て
、
ҧ
っ
た
஌
ࣝ
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
࣋

つ
団
体
同
࢜
が
連
携
す
る
こ
と
で
、
当
ॳ
は
ス
ム
ー
ζ
に

提
案
が
௨
ら
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
し
つ
こ
い

く
ら
い
إ
を
合
わ
せ
る
ػ
ձ
を
つ
く
っ
た
こ
と
で
、
ࠓ
で

は
お
ޓ
い
に
ҙ
思
ૄ
௨
が
ਤ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
な
ど

の
ҙ
見
が
ฉ
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
ฉ
く
と
、
୯
に
঎
඼
開
発
を
す
る
か
ら
連
携

す
る
の
で
は
な
く
、
常
日
ࠒ
か
ら
情
報
ަ
׵
を
行
う
こ
と

の
重
ཁ
性
と
と
も
に
、
঎
඼
開
発
な
ど
に
औ
り
組
み
࢝
Ί

た
ࡍ
も
೪
り
強
く
ٞ
࿦
を
ଓ
け
る
こ
と
が
成
功
の
ൿ
݃
だ

と
෼
か
り
ま
す
。

ま
と
め

ま
ち
・
ͻ
と
・
し
ご
と
૑
生
本
෦
の
ୈ
２
ظ
「
૯
合
ઓ

ུ
」（
令
和
元
年
øù
݄
ù÷
日
）
に
お
い
て
は
、
Ҏ
下
を
ج

本
目
標
と
し
て
設
定
し
て
い
ま
す
。

ừ
ج
本
目
標
１
Ử
Ք
͙
地
域
を
つ
く
る
と
と
も
に
、
҆
৺

し
て
働
け
る
よ
う
に
す
る

ừ
ج
本
目
標
２
Ử
地
ํ
と
の
つ
な
が
り
を
ங
き
、
地
ํ
へ

の
৽
し
い
ͻ
と
の
流
れ
を
つ
く
る

ừ
ج
本
目
標
３
Ử
結
ࠗ
・
出
࢈
・
子
ҭ
て
の
ر
๬
を
か
な

え
る

ừ
ج
本
目
標
４
Ử
ͻ
と
が
ू
う
、
҆
৺
し
て
฻
ら
す
こ
と

が
で
き
る
魅
力
的
な
地
域
を
つ
く
る

ừ
ԣ
அ
的
な
目
標
１
Ử
多
༷
な
人
ࡐ
の
活
༂
を
ਪ
進
す
る

ừ
ԣ
அ
的
な
目
標
２
Ử
৽
し
い
࣌
୅
の
流
れ
を
力
に
す
る

そ
し
て
、「
こ
の
５
年
間
で
進
Ί
ら
れ
て
き
た
施
ࡦ
の

ݕ
ূ
を
行
い
、ứ
継
ଓ
は
力
な
り
Ừ
と
い
う
࢟
੎
を
ج
本

に
し
、
令
和
２
年
度
を
ॳ
年
度
と
す
る
ࠓ
後
５
か
年
の
目

標
や
施
ࡦ
の
ํ
向
性
౳
を
ࡦ
定
す
る
と
と
も
に
、
関
係
ল

ி
と
の
連
携
を
よ
り
一
૚
強
化
し
、
地
ํ
૑
生
の
ಈ
き
を

ߋ
に
加
଎
さ
せ
て
い
く
」（
筆
者
一
෦
ൈ
ਮ
）と
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
̟
̖
グ
ル
ー
プ
も
「
ୈ
ùÿ
回
̟
̖
全
ࠃ
大
ձ
ܾ

ٞ
」（
ฏ
成
úø
年
３
݄
）
に
お
い
て
、「
地
域
の
多
༷
な
組

৫
と
の
連
携
強
化
に
よ
る
໾
ׂ
発
ش
」
と
し
て
、「
地
ํ

公
共
団
体
、
ଞ
の
協
同
組
合
、
೶
ྛ
ړ
঎
工
業
団
体
、
地

域
運
営
組
৫
（
Ｒ
Ｍ
̤
）
を
は
͡
Ί
、 

地
域
の
多
༷
な
組

৫
と
連
携
」
し
て
地
域
活
性
化
へ
ߩ
ݙ
す
る
こ
と
を
ଧ
ち

出
し
て
い
ま
す
。

ୈ
１
ظ
「
૯
合
ઓ
ུ
」
の
ظ
間
を
見
る
と
、
自
治
体
に

お
い
て
は
目
的
ҙ
ࣝ
を
࣋
っ
た
ܭ
画
ࡦ
定
と
は
ඞ
ず
し
も

ݴ
え
な
い
こ
と
、
೶
঎
工
連
携
で
は
৽
঎
඼
の
開
発
で
ച

り
্
げ
向
্
に
つ
な
が
る
事
ྫ
が
ൺ
ֱ
的
少
な
い
こ
と

（
ൢ
࿏
֦
大
に
は
ߩ
ݙ
）
な
ど
の
特
௃
が
あ
り
、「
地
ํ
૑

生
道
൒
͹
」
と
ݴ
え
ま
す
。

ܦ
ࡁ
団
体
が
自
ݾ
ܦ
営
の
ར
ӹ
や
成
果
を
優
ઌ
す
る
の

で
は
な
く
、
内
発
的
な
地
域
ͮ
く
り
と
は
何
か
を
ߟ
え
、

行
੓
や
関
係
ػ
関
な
ど
と
連
携
し
、「
共
૑
」（
多
༷
な
業

छ
が
協
力
し
て
、
৽
た
な
঎
඼
・
サ
ー
ビ
ス
や
Ձ
値
観
な

ど
を
つ
く
り
出
す
こ
と
）
す
る
こ
と
で
地
ํ
૑
生
の
ਂ
化

が
も
た
ら
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
Ỷ
う
か
。

連携による「地域の活性化」への貢献　
「第 28 回 JA全国大会決議（概要版）創造的自己改革の実践」より転載（JA全中ホームページ）
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結
城
市
北
部
市
街
地
に
つ
い
て

ҵ
৓
県
結
৓
市
の
๺
෦
市
֗
地
は
、中
ੈ
か
ら
の
ࣉ
社
、

見
ੈ
ଂ
な
ど
歴
史
的
ݐ
଄
෺
が
多
く
ݱ
存
し
、
Ϣ
ω
ス
コ

ແ
ܗ
文
化
Ҩ
࢈
に
ొ
࿥
さ
れ
て
い
る
結
৓
௹ㆤ

㇀
ㆍな

ど
の
఻
౷

的
な
地
৔
࢈
業
の
໰
屋
や
ళ
ฮ
が
ཱ
ち
ฒ
び
、
མ
ち
着
い

た
෩
情
の
֗
ฒ
み
を
ܗ
成
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
ۙ
年
で
は
、
߫
外
の
開
発
に
൐
っ
て
生
活
圏
・

঎
圏
が
大
き
く
ม
化
し
、
๺
෦
市
֗
地
で
は
ۭ
き
家
・
ۭ

き
ళ
ฮ
の
増
加
や
ަ
流
人
口
の
減
少
が
ݦ
ஶ
と
な
っ
て
い

ま
す
。
加
え
て
、
見
ੈ
ଂ
な
ど
の
歴
史
的
ݐ
଄
෺
も
、
ҡ

࣋
修
繕
の
手
間
な
ど
が
଍
か
せ
と
な
り
、
減
少
の
一
్
を

た
ど
っ
て
い
ま
す
。

結
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
誕
生

׭
民
共
同
出
資
に
よ
り
設
ཱ
さ
れ
た
「
ま
ち
ͮ
く
り
ձ

社
」
の
ג
式
ձ
社
Ｔ
Ｍ
̤
結
৓
は
、
結
৓
঎
工
ձ
ٞ
ॴ
が

事
務
局
と
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。
๺
෦
市
֗
地
の
ݱ
ঢ়

◆◆◆◆◆◆

を
౿
ま
え
、
ݱ
存
す
る
歴
史
的
֗
ฒ
み
や
結
৓
௹
な
ど
の

地
৔
࢈
業
を
あ
り
の
ま
ま
の
魅
力
と
し
て
発
信
し
、
๺
෦

市
֗
地
を
活
性
化
し
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
ま

ち
ͮ
く
り
に
ڵ
ຯ
の
あ
る
ए
者
を
ू
Ί
た
「
結
い
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
を
結
成
し
ま
し
た
。
結
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

૬
ޓ
ැ
ॿ
を
ҙ
ຯ
す
る
「
結
い
」
と
い
う
ݴ
༿
に
な
ͧ
ら

え
、
結
৓
市
に
Ώ
か
り
の
あ
る
ù÷
Ỗ
ú÷
୅
の
ए
者
が
ू
ま

り
、
結
৓
市
の
๺
෦
市
֗
地
を
෣
୆
に
人
と
人
と
の
出
ձ

い
、
৔
ॴ
や
モ
ノ
と
の
ԑ
を
結
Ϳ
こ
と
を
ج
本
理
೦
に
活

ಈ
し
て
い
ま
す
。
市
໾
ॴ
・
঎
工
ձ
ٞ
ॴ
৬
һ
か
ら
ݐ
ங

࢜
、
σ
β
イ
ナ
ー
、
学
生
、
結
৓
௹
の
৫
り
子
ま
で
、
多

༷
な
ཱ
৔
の
ए
者
た
ち
で
す
。

結
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動

ɾ
݁
͍
ࢢ
ớ
ຖ
೥
ø÷
݄
ʹ
։
࠵
Ờ

ਆ
社
、
見
ੈ
ଂ
、
ञ
ଂ
౳
市
内
に
点
在
す
る
魅
力
的
な

ۭ
間
（
地
域
資
源
）
に
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
作
家
な
ど
໿
１

０
０
組
が
出
展
し
、
手
作
り
の
作
඼
な
ど
を
展
ࣔ
・
ൢ
ച

し
て
い
ま
す
。

◆◆◆

ɾ
݁
͍
ͷ
͓
ͱ
ớ
ຖ
೥
य़
ʹ
։
࠵
Ờɹ

ञ
ଂ
、
௹
໰
屋
、
カ
フ
ェ
な
ど
を
ձ
৔
に
回
༡
型
の
Ի

ָ
コ
ン
サ
ー
ト
（
フ
ェ
ス
）
を
開
催
。
出
演
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
ス
テ
ー
ジ
ҥ
૷
と
し
て
、
結
৓
௹
を
着
て
演
奏
し
て

も
ら
う
な
ど
、
結
৓
で
し
か
体
ݧ
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

།
一
ແ
ೋ
の
ݸ
性
的
な
フ
ェ
ス
と
し
て
࿩
୊
に
。
ݱ
在
で

は
全
ࠃ
か
ら
ए
者
が
ू
ま
る
起
ര
ࡎ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ೋ
つ
の
イ
ベ
ン
ト
事
業
は
、
一
࣌
的
な
ར
用
か
ら

結
৓
の
文
化
・
฻
ら
し
に
৮
れ
て
も
ら
い
、
ক
དྷ
の
߃
常

的
な
開
์
・
活
用
や
๺
෦
市
֗
地
へ
の
出
ళ
に
つ
な
げ
る

ૂ
い
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
も
う
一
つ
は
、
市
֗
地
全
体

を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
の
֗

の
在
り
ํ
を
見
௚
す
き
っ
か
け
と
な
る
点
で
す
。

ద
੾
な
౔
地
ར
用
や
ަ
௨
੔
උ
、
ܠ
観
保
全
な
ど
、
一

ே
一
༦
に
は
ղ
ܾ
し
な
い
都
市
໰
୊
の
ղ
ܾ
に
向
け
て
、

ま
ず
は
਎
ۙ
に
発
見
で
き
る
໰
୊
点
に
気
෇
き
、
๺
෦
市

֗
地
を
ど
の
よ
う
な
֗
に
し
て
い
く
べ
き
か
を
ߟ
え
る
き

っ
か
け
と
し
て
も
ら
う
こ
と
が
一
つ
の
大
き
な
目
的
と
ݴ

え
ま
す
。
ま
ち
ͮ
く
り
視
点
を
࣋
っ
た
্
で
、
さ
ま
͟
ま

な
人
や
モ
ノ
・
コ
ト
の
つ
な
が
り
を
૑
出
し
て
結
い
を
࢓

ֻ
け
て
い
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
঎
工
ձ
ٞ
ॴ
と
結
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
タ

ッ
グ
を
組
み
な
が
ら
、
֗
の
৽
௠
୅
ँ
を
ਤ
る
施
ࡦ
（
移

住
や
起
業
ࢤ
๬
者
の
૬
ஊ
な
ど
）
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
で

き
る
こ
と
も
大
き
な
強
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

若
年
層
流
出
と
い
う
課
題

一
ํ
で
、
結
৓
市
も
地
ํ
都
市
に
見
ら
れ
る
ए
年
૚
の

東
京
圏
へ
の
流
出
௒
ա
が
՝
୊
と
し
て
あ
り
、
特
に
ঁ
性

に
と
っ
て
は
「
働
く
৔
」
が
な
い
、
働
き
た
い
「
࢓
事
」

◆◆◆

茨
城
県
結
城
市

地
域
の
経
済
団
体
と
ま
ち
づ
く
り

Ổ「
結
い
」
で
つ
な
が
る
結
৓
の
こ
こ
Ζ
Ổ

野
口
　
純
一

茨
城
県
結
城
商
工
会
議
所
中
小
企
業
相
談
所

街
の
将
来
像
を
カ
タ
チ
に
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が
な
い
と
い
っ
た
こ
と
が
人
口
移
ಈ
の
෼
ੳ
や
ௐ
ࠪ
に
よ

っ
て
໌
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
い
ま
औ
り
組

Ή
べ
き
՝
୊
は
、
企
業
の
̞
Ｔ
化
を
ਪ
進
し
、
ื
ू
し
て

い
る
࢓
事
と
や
り
た
い
࢓
事
の
ミ
ス
マ
ッ
ν
を
ղ
ফ
さ
せ

る
と
と
も
に
、
ए
者
が
࢓
事
の
情
報
を
ަ
׵
す
る
「
৔
ͮ

く
り
」
や
「
࢓
事
৔
」
の
提
ڙ
で
あ
Ζ
う
と
い
う
結
࿦
に

ୡ
し
、コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス「
ｙ
ｕ
̸
̽
̾
͆
̰
」（
Ώ

い
の
わ
）
を
੔
උ
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
৽
し
い
働

き
ํ
に
ର
応
で
き
、
人
と
情
報
の
ର
流
ڌ
点
の
໾
ׂ
が
果

た
さ
れ
る
こ
と
を
ظ
଴
し
ま
し
た
。

ｙ
ｕ
ｉ
ｎ
ｏ
ｗ
ａ
の
概
要　

ｙ
ｕ
̸
̽
̾
͆
̰
は
、
Ｔ
Ｍ
̤
結
৓
が
ओ
体
と
な
っ
て
ங

Ā÷
年
の
چ
ޖ
෰
ళ
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。
コ
ワ

ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
や
๏
人
ొ
ه
が
Մ
ೳ
な
઎
༗
シ
ェ
ア

オ
フ
ィ
ス
、
起
業
を
目
ࢦ
す
ν
ャ
レ
ン
ジ
キ
ッ
ν
ン
、
ି

し
ձ
ٞ
ࣨ
、
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、

さ
ま
͟
ま
な
人
が
日
常
的
に
ू
う
৔
や
イ
ベ
ン
ト
ձ
৔
な

◆◆◆

ど
多
༷
な
৔
໘
で
活
用
で
き
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
ྠ
を
޿

げ
て
い
く
た
Ί
の
ڌ
点
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

運
営
に
お
い
て
は
、
さ
ま
͟
ま
な
ػ
関
と
連
携
し
、
企

業
ܦ
営
者
や
౤
資
家
お
よ
び
起
業
෼
໺
、
ձ
ܭ
෼
໺
、
σ

β
イ
ン
෼
໺
な
ど
の
ス
キ
ル
を
࣋
つ
人
ࡐ
の
ަ
流
ଅ
進
を

ਤ
る
と
と
も
に
、
૑
業
者
の
ࢧ
ԉ
に
౒
Ί
て
い
ま
す
。

特
に
̞
Ｔ
人
ࡐ
の
ҭ
成
・
ަ
流
に
つ
い
て
は
、
Ϡ
フ
ー

地
ํ
૑
生
ਪ
進
ࣨ
と
の
連
携
、
ま
た
、
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
౳
の
運
営
に
関
し
て
は
白
ᷞ
大
学
と
の
連
携
に
よ

っ
て
、
さ
ま
͟
ま
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
ड
け
な
が
ら
֗
な
か

の
人
ࡐ
ަ
流
ڌ
点
と
し
て
の
活
用
ଅ
進
に
౒
Ί
て
い
ま

す
。コ

ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
は
、
Ｔ
Ｍ
̤
結
৓
が
結
৓
市

か
ら
の
ҕ
ୗ
で
運
営
し
、
Ｔ
Ｍ
̤
結
৓
の
自
ओ
事
業
に
よ

り
ν
ャ
レ
ン
ジ
キ
ッ
ν
ン
ス
ペ
ー
ス
と
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー

ス
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

ｙ
ｕ
ｉ
ｎ
ｏ
ｗ
ａ
開
設
に
至
る
ま
で

◆◆◆

こ
の
よ
う
な
地
域
住
民
と
の
関
わ
り
や
行
੓
と
の
連
携

が
ॊ
ೈ
に
ߏ
ங
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ࠓ
、
֗
の
ক
དྷ
像

を
カ
タ
ν
に
す
る
た
Ί
、
こ
れ
か
ら
は
֗
の
資
源
と
な
る

༡
ٳ
ෆ
ಈ
࢈
を
積
極
的
に
活
用
し
、
発
信
の
৔
、
人
を
ݺ

び
込
Ή
৔
、
ަ
流
の
৔
と
し
て
ػ
ೳ
す
る
よ
う
な
৔
ॴ
を

作
っ
て
い
き
た
い
と
ߟ
え
て
い
ま
す
。
ｙ
ｕ
̸
̽
̾
͆
̰

の
෣
୆
と
な
っ
た
چ
ޖ
෰
ళ
は
ݸ
人
の
ॴ
༗
だ
っ
た
た
Ί
、

ॴ
༗
者
の
આ
ಘ
に
は
࣌
間
が
ֻ
か
り
ま
し
た
が
、
こ
う
し

た
活
ಈ
を
ଓ
け
て
き
た
結
果
、「
֗
の
信
པ
」
と
も
い
え

る
ॴ
༗
者
の
信
པ
を
औ
り
෇
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
の
取
り
組
み

活
気
の
あ
る
活
ಈ
や
ｙ
ｕ
̸
̽
̾
͆
̰
の
開
設
を
ܖ
ػ

と
し
て
、
ଞ
の
ۭ
き
ళ
ฮ
で
も
活
用
の
流
れ
が
起
き
࢝
Ί

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
結
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
中
৺
に
し

た
๺
෦
市
֗
地
で
の
活
ಈ
は
ø÷
年
目
を
ܴ
え
ま
し
た
。
ࠓ

後
も
঎
工
ձ
ٞ
ॴ
と
し
て
地
域
ܦ
ࡁ
の
ৼ
ڵ
の
た
Ί
に
も

積
極
的
に
ए
者
の
グ
ル
ー
プ
を
ࢧ
ԉ
す
る
ํ
਑
で
す
。
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
、
結

い
の
৺
を
大
事
に
し
な
が

ら
、
結
৓
市
な
ら
自
෼
の

思
い
を
実
ݱ
で
き
る
ま
さ

し
く
〝
何
で
も
で
き
る
ま

ち
〟
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の

あ
る
֗
に
し
た
い
。
そ
の

た
Ί
に
は
、
こ
れ
か
ら
も

関
係
ػ
関
や
団
体
な
ど
と

連
携
を
ਤ
り
な
が
ら
、
着

実
に
ま
ち
ͮ
く
り
を
進
Ί

て
ま
い
り
ま
す
。 

◆◆◆

yuinowa 外観

結いのおと

結い市

まちづくりに興味のある若者を集めた結いプロジェクト
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夜
の
に
ぎ
わ
い
復
活

࡛
ۄ
県
ட
෕
市
は
東
京
都
と
山
ས
、
௕
໺
、
܈
അ
֤
県

に
ྡ
઀
し
、
प
ғ
に
山
ַ
ٰ
ྕ
を
ோ
Ί
る
ຍ
地
を
ܗ
成
し

て
い
ま
す
。
ட
෕
地
域
の
シ
ン
Ϙ
ル
と
し
て
෢
ߕ
山
を
信

ڼ
し
ݹ、
く
か
ら
ಠ
特
の
生
活
圏
を
つ
く
っ
て
き
ま
し
た
。

「
ட
෕
໏
ઋ
」
と
ݺ
͹
れ
る
৫
෺
࢈
業
や
、
෢
ߕ
山
の
ੴ

փ
ੴ
を
活
用
し
た
η
メ
ン
ト
࢈
業
を
中
৺
に
発
展
し
、
ݱ

在
は
都
৺
か
ら
ۙ
い
観
光
地
と
し
て
も
人
気
が
あ
り
、
ま

ち
は
࣌
୅
の
ม
化
と
共
に
生
き
て
き
ま
し
た
。

み
や
の
か
わ
঎
ళ
֗
は
ட
෕
市
の
中
৺
෦
に
あ
り
、
໿

２
０
０
ἇ
の
間
に
ݸ
人
事
業
ओ
を
中
৺
と
し
た
１
２
０
ళ

ฮ
が
連
な
っ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は
地
域
に
根
෇
い
た
大

型
ళ
や
ප
Ӄ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
ݱ
在
は
঎
ళ
֗
の
シ
ン

Ϙ
ル
と
い
え
る
施
設
は
な
く
、
い
わ
Ώ
る
「
バ
ϒ
ル
」
の

࣌
୅
が
ऴ
わ
っ
た
ࠒ
か
ら
঎
ళ
֗
の
ߏ
ਤ
は
大
き
く
ม
わ

っ
て
い
き
ま
し
た
。

そ
の
ࠒ
の
঎
ళ
֗
は
໷
̓
࣌
ご
Ζ
に
は
੩
ま
り
ฦ
り
、

า
く
人
も
ま
れ
で
し
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
঎
ళ
֗
が
ਰ
ୀ

◆◆◆

し
て
し
ま
う
と
い
う
強
い
ة
ػ
感
に
、
֗
の
ઌ
ഐ
た
ち
が

ಈ
き
出
し
ま
し
た
。
ए
手
ళ
ओ
ら
を
ू
Ί
て
ҙ
見
ަ
׵
し

た
り
、
ઐ
໳
家
を
ݺ
ん
で
֗
の
ະ
དྷ
ਤ
を
ඳ
い
た
り
、
さ

ま
͟
ま
な
活
性
化
ࡦ
に
औ
り
組
み
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で

஀
生
し
た
の
が
「
໷
市
（
ナ
イ
ト
バ
β
ー
ル
）」
で
す
。

当
ॳ
は
、
人
௨
り
が
΄
と
ん
ど
な
い
໷
の
঎
ళ
֗
に
人
が

ू
ま
っ
て
く
る
の
か
と
৺
഑
し
て
い
ま
し
た
が
、
い
͟
࢝

ま
っ
て
み
る
と
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
人
が
あ
;
れ
ん
͹

か
り
に
や
っ
て
དྷ
ま
し
た
。

ナ
イ
ト
バ
β
ー
ル
の
発
想
は
、
ফ
අ
者
の
生
活
行
ಈ
が

໷
型
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
た
の
が
き
っ
か
け
で

す
。
地
域
の
఻
౷
祭
り
「
ட
෕
の
໷
祭
」
に
ώ
ン
ト
を
ಘ

ま
し
た
。
੩
ま
り
ฦ
っ
て
い
た
໷
の
঎
ళ
֗
が
バ
β
ー
ル

で
に
ぎ
わ
う
༷
子
を
見
て
、
こ
の
「
ٯ
స
の
発
想
」
は
自

信
に
ม
わ
り
ま
し
た
。
ナ
イ
ト
バ
β
ー
ル
は
ຖ
݄
ୈ
三
౔

༵
日
に
開
催
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
２
８
８
回
を
数
え

て
い
ま
す
。「
同
͡
ゲ
ー
ム
は
し
な
い
」
と
ຖ
回
、
৽
し

い
企
画
に
ν
ャ
レ
ン
ジ
す
る
た
Ί
、
ナ
イ
ト
バ
β
ー
ル
担

当
の
メ
ン
バ
ー
は
஌
ܙ
を
ߜ
っ
て
お
り
、
バ
β
ー
ル
を
ଓ

け
る
こ
と
が
࣍
の
一
า
へ
の
ݪ
ಈ
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

商
店
街
の
シ
ン
ボ
ル
づ
く
り

঎
ళ
֗
の
シ
ン
Ϙ
ル
と
し
て
大
型
ళ
や
ප
Ӄ
が
あ
っ
た

ࠒ
の
よ
う
に
、
何
か
֩
と
な
る
施
設
を
૑
り
た
い
と
み
ん

な
が
ߟ
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
思
い
つ
い
た
の
が
、

঎
ళ
֗
の
中
৺
に
あ
る
ݹ
い
঎
人
॓
「
ட
෕
館
」
の
活
用

で
す
。
૑
業
は
３
０
０
年
΄
ど
前
で
、
ݱ
在
の
ݐ
෺
は
ங

１
３
０
年
を
௒
え
て
い
ま
す
。
ত
和
ü÷
年
୅
に
؃
൘
を
下

Ζ
し
、
そ
の
後
は
常
連
客
だ
け
を
ധ
Ί
て
い
た
よ
う
で
す

が
、
ܦ
営
者
が
高
ྸ
に
な
り
΄
と
ん
ど
ด
Ί
た
ঢ়
ଶ
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ࢲ
た
ち
は
঎
ళ
֗
で
ར
用
さ

せ
て
も
ら
い
た
い
と
ئ
い
出
て
、
ݐ
෺
の
一
෦
を
आ
り
て

「
΄
っ
と
す
Ά
っ
と
ட
෕
館
」
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

１
֊
の
ൢ
ച
コ
ー
ナ
ー
で
は「
ν
ャ
レ
ン
ジ
Ϙ
ッ
ク
ス
」

と
শ
し
、
地
元
を
中
৺
と
し
た
手
作
り
の
঎
඼
を
ฒ
べ
、

٤
஡
ル
ー
ム
で
は
෢
ߕ
山
の
෬
流
ਫ
を
使
っ
た
コ
ー
ώ
ー

や
か
き
ණ
を
ָ
し
Ή
こ
と
が
で
き
ま
す
。

༨
ஊ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ݐ
෺
内
に
井
ށ
が
あ
り
、
こ

の
井
ށ
か
ら
と
っ
た
ਫ
を
提
ڙ
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ட
෕
が
෣
୆
と
な
っ
た
人
気
ア
ニ
メ
「
あ
の
日

見
た
Ֆ
の
名
前
を
僕
ୡ
は
ま
だ
஌
ら
な
い
。」
の
੟
地
の

一
つ
で
、
ݱ
在
で
も
多
く
の
フ
Ỹ
ン
が
ू
ま
り
ަ
流
す
る

৔
に
な
っ
て
い
ま
す
。
２
֊
に
は
࠲
敷
が
あ
り
、
子
ど
も

た
ち
の
௕
ظ
ٳ
み
に
合
わ
せ
て
「
ࣉ
子
屋
क़
」
を
開
催
す

る
΄
か
、
ԅ
ձ
も
行
う
な
ど
෯
޿
く
活
用
し
て
い
ま
す
。

必
要
と
さ
れ
る
商
店
街
に

ட
෕
市
に
は
ݶ
ք
ू
མ
が
あ
り
ま
す
。
人
口
減
少
・
高

ྸ
化
が
進
み
、
ए
い
人
は
都
৺
へ
出
て
行
き
、
高
ྸ
者
͹

◆◆◆◆◆◆

埼
玉
県
秩
父
市

地
域
の
経
済
団
体
と
ま
ち
づ
く
り

Ổ「
ٯ
స
の
発
想
」
で
ナ
イ
ト
バ
β
ー
ル
Ổ

小
泉
　
貴
之

み
や
の
か
わ
商
店
街
振
興
組
合
理
事
長

海
と
山
の
連
携
が
新
し
い
時
代
を
生
む
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か
り
が
࢒
っ
て
฻
ら
し
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は
ڕ
・
೑
・

໺
ࡊ
の
生
઱
三
඼
を
ѻ
う
঎
ళ
が
ฒ
び
、
Ҿ
き
ച
り
や
行

঎
の
人
た
ち
も
多
か
っ
た
が
、
঎
ళ
は
後
継
者
が
な
く
ഇ

業
、
Ҿ
き
ച
り
・
行
঎
の
人
た
ち
も
高
ྸ
に
な
り
ഇ
業
し

て
い
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
み
や
の
か
わ
঎
ళ
֗
ৼ
ڵ
組
合
は
঎
ళ
֗
の

本
དྷ
の
࢟
に
໭
る
こ
と
に
行
き
着
き
、「
ޚ
用
ฉ
き
」（
ങ

い
෺
୅
行
）
を
࠶
開
し
、
出
ு
঎
ళ
֗
を
࢝
Ί
ま
し
た
。

出
ு
঎
ళ
֗
は
１
ि
間
に
１
回
ఔ
度
、
ू
མ
に
あ
る
਍

ྍ
ॴ
の
਍
࡯
日
に
合
わ
せ
て
開
催
し
ま
し
た
。
ޚ
用
ฉ
き

で
は
஫
文
さ
れ
た
෺
を
ಧ
け
る
だ
け
で
す
が
、
出
ு
঎
ళ

֗
は
高
ྸ
者
ら
に
ങ
い
෺
を
ָ
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
で

き
、
৽
た
な
ސ
客
の
֫
ಘ
へ
と
つ
な
が
り
ま
し
た
。
ങ
い
෺

の
ָ
し
さ
と
い
う
観
点
か
ら
、
介
ޢ
施
設
な
ど
か
ら
も
出

ு
঎
ళ
֗
開
催
の
ґ
པ
が
あ
り
、
ݱ
在
も
ଓ
け
て
い
ま
す
。

介
ॿ
事
業
と
し
て
は
「
Ϙ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
お
ॿ
け

ୂ
」
と
い
う
औ
り
組
み
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
定
年
を

ܴ
え
て
も
ま
だ
元
気
な
高
ྸ
者
た
ち
に
は
「
地
域
に
何
か

お
ฦ
し
を
し
た
い
」
と
い
う
೤
い
気
࣋
ち
が
あ
り
、
そ
の

思
い
を
ड
け
て
࢝
ま
り
ま
し
た
。「
人
生
１
０
０
年
࣌
୅
」

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
年
を
と
っ
て
も
元
気
な
人
が
多
い

ࠓ
の
࣌
୅
に
合
っ
た
事
業
で
す
。「
ૹ
ܴ
サ
ー
ビ
ス
」
も

同
͡
で
す
。
山
間
地
域
に
住
Ή
高
ྸ
者
の
ප
Ӄ
௨
い
や
ങ

い
෺
の
手
఻
い
を
し
て
い
ま
す
。

地
域
と
地
域
の
連
携

৽
た
に
࢝
ま
っ
た
事
業
と
し
て
、
੩
Ԭ
県
下
田
市
と
の

ަ
流
が
あ
り
ま
す
。
み
や
の
か
わ
঎
ళ
֗
ৼ
ڵ
組
合
前
理

事
௕
の
ౡ
田
ݑ
一
ࢯ
が
下
田
市
で
ߨ
演
し
、
お
ޓ
い
の
地

域
で
何
か
事
業
が
で
き
な
い
か
と
提
案
し
ま
し
た
。
下
田

市
の
ݱ
ঢ়
も
ฉ
き
、
そ
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
の
が
「
ւ
中

ख़
成
ञ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
す
。

ւ
に
໘
し
た
下
田
市
に
は
ホ
テ
ル
や
ཱྀ
館
、
ҿ
食
ళ
が

多
く
、ञ
の
ফ
අ
ྔ
も
少
な
く
な
い
地
域
で
す
。
し
か
し
、

ञ
ଂ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
ํ
、
日
本
ञ
、
ম
ய
、
ウ
イ
ス

キ
ー
、
ワ
イ
ン
、
ビ
ー
ル
と
あ
ら
Ώ
る
地
ञ
が

あ
る
ட
෕
は
、
数
年
前
か
ら
ञ
を
使
っ
た
֗
ͮ

く
り
を
໛
ࡧ
し
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
お
ޓ
い
の
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
「
ւ
中
ख़
成
ञ
」
の
੡

଄
が
２
０
１
８
年
に
࢝
ま
り
、
ட
෕
の
地
ञ
໿

３
０
０
本
を
下
田
の
ւ
に
௜
Ί
て
８
カ
݄
΄
ど

ख़
成
さ
せ
ま
し
た
。
ւ
か
ら
Ҿ
き
༲
げ
た
と
き

に
は
下
田
、
ட
෕
྆
市
で
試
ҿ
ձ
も
開
催
し
、

྆
地
域
の
連
携
が
あ
っ
て
こ
そ
の
成
果
と
し
て

「
ւ
と
山
の
࿀
෺
ޠ
」
と
名
෇
け
ま
し
た
。

ࠓ
後
は
、
下
田
の
৽
઱
な
ڕ
を
ட
෕
の
ञ
പ

や
ຯ
઻
で
௮
け
た
঎
඼
も
作
っ
て
い
こ
う
と
ߟ

え
て
い
ま
す
。

み
や
の
か
わ
঎
ళ
֗
ৼ
ڵ
組
合
は
地
ํ
の
஥

間
を
増
や
し
な
が
ら
、
ଞ
で
は
で
き
な
い
৽
た

な
事
業
に
௅
ઓ
し
、「
଴
つ
こ
と
な
く
前
進
す

る
」
こ
と
が
成
功
に
つ
な
が
る
と
ߟ
え
、
行
ಈ

し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆◆◆
高齢者施設などで販売する『出張商店街』

ナイトバザール　『秩父の夜祭』がヒントに
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特 集
地
ํ
૑
生
に
最
も
大
事
な
こ
と
は
、
そ
の
地
域
で
「
Ք

͙
ձ
社
や
ళ
」
が
ど
れ
΄
ど
あ
る
か
と
い
う
こ
と
だ
。
シ

テ
ィ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
শ
し
て
移
住
定
住
の
̘
Ｍ
や

޿
ࠂ
を
い
か
に
ଧ
と
う
と
も
、
そ
の
֗
に
魅
力
的
で
Ք
げ

る
৬
৔
が
な
け
れ
͹
฻
ら
せ
な
い
。
も
ち
Ζ
ん
、
ڭ
ҭ
؀

ڥ
や
福
ࢱ
サ
ー
ビ
ス
も
重
ཁ
な
ཁ
素
だ
が
、
࢓
事
や
࢈
業

の
๡
し
い
地
域
に
๛
か
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
ٻ
Ί
る
こ
と

自
体
が
೉
し
い
。
そ
し
て
、
特
定
の
࢈
業
や
ձ
社
に
ґ
存

す
る
ߏ
଄
は
࣋
ଓ
Մ
ೳ
性
に
リ
ス
ク
を
࣋
つ
。
だ
か
ら
こ

そ
、
地
域
内
に
は
༷
ʑ
な
Ք
͙
企
業
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の

存
在
が
重
ཁ
だ
。

今
い
る
事
業
者
の
活
性
化
が
キ
モ

で
は
、
Ք
͙
ձ
社
や
ళ
を
い
か
に
増
や
す
こ
と
が
で
き

る
の
か
。
໿
３
８
０
ສ
社
あ
る
日
本
の
事
業
ॴ
の
う
ち

ĀĀ
・
̓
％
は
中
খ
企
業
で
あ
り
、
人
ʑ
の
ޏ
用
の
໿
þ÷
％

も
中
খ
企
業
に
よ
る
。
そ
し
て
、
ै
業
һ
数
人
ఔ
度
の
খ

ن
໛
事
業
者
が
大
൒
だ
。

ิ
ॿ
ۚ
ڝ
૪
を
行
う
企
業
༠
க
も
ݱ
実
的
で
は
な
く
、

◆◆◆

૑
業
ࢧ
ԉ
と
い
っ
て
も
৽
ن
্
৔
（
̞
Ｐ
̤
）
を
想
起
さ

せ
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
ഐ
出
が
実
ݱ
Մ
ೳ
な
エ
リ
ア
は
ど

れ
΄
ど
も
な
い
。
そ
し
て
、
事
業
ن
໛
の
֦
大
に
൐
っ
て

都
市
෦
に
ձ
社
が
移
っ
て
し
ま
っ
て
は
元
も
子
も
な
い
。

そ
の
֗
に
ル
ー
ツ
と
愛
着
を
࣋
ち
、
い
わ
͹
「
཭
れ
る
こ

と
の
で
き
な
い
人
た
ち
」
の
ձ
社
や
ళ
が
強
く
な
る
こ
と

が
、
そ
の
地
域
の
活
性
化
の
ϙ
イ
ン
ト
な
の
だ
。

つ
ま
り
、
ط
存
の
中
খ
企
業
、
特
に
খ
ن
໛
事
業
者
ࢧ

ԉ
こ
そ
が
重
ཁ
な
の
だ
。
そ
し
て
、
中
খ
企
業
白
ॻ
な
ど

で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
愛
஌
県
Ԭ
࡚
市
内
の
事
業
者
ௐ
ࠪ
か

ら
も
、「
ച
り
্
げ
を
よ
り
্
げ
た
い
」「
ར
ӹ
を
よ
り
্

げ
た
い
」
と
い
う
੾
実
な
ئ
い
と
、「
ച
り
্
げ
ア
ッ
プ
」

に
関
す
る
૬
ஊ
૬
手
が
ෆ
在
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

直
接
的
に
売
り
上
げ
ア
ッ
プ
を
サ
ポ
ー
ト

こ
れ
ま
で
の
༷
ʑ
な
ิ
ॿ
ۚ
や
ར
子
ิ
څ
な
ど
は
、
資

ۚ
力
に
๡
し
く
౤
資
が
஗
れ
が
ち
な
中
খ
企
業
の
ఈ
্
げ

に
一
定
の
໾
ׂ
は
果
た
し
て
き
た
。
お
ۚ
が
も
ら
え
る
の

だ
か
ら
、
当
事
者
か
ら
は
ت
͹
れ
る
だ
Ζ
う
。
し
か
し
、

◆◆◆

設
උ
が
੔
い
さ
え
す
れ
͹
「
ച
れ
て
も
う
か
る
」
と
い
う

؆
୯
な
࿩
で
は
な
い
。
実
ࡍ
、
ࡒ
務
ল
に
よ
る
も
の
ͮ
く

り
ิ
ॿ
ۚ
の
ޮ
果
ݕ
ূ
ௐ
ࠪ
で
は
、
ิ
ॿ
を
ؚ
Ί
た
౤
資

ֹ
を
回
ऩ
で
き
た
の
は
全
体
の
１
％
ະ
ຬ
と
い
う
報
道
も

あ
っ
た
。

展
ࣔ
ձ
な
ど
は
、
中
খ
企
業
が
た
く
さ
ん
の
ސ
客
ީ
ิ

に
自
社
の
঎
඼
や
サ
ー
ビ
ス
を
発
信
で
き
る
ྑ
い
ػ
ձ

だ
。
た
だ
し
、
そ
れ
に
は
一
つ
৚
݅
が
あ
る
。
ച
れ
る
঎

඼
に
見
௚
し
て
か
ら
、
出
展
す
る
こ
と
だ
。
ࠓ
ま
で
ച
れ

て
い
な
い
も
の
に
は
、ച
れ
て
い
な
い
理
༝
が
あ
る
は
ず
。

そ
れ
を
展
ࣔ
ձ
に
出
し
た
と
こ
Ζ
で
、
ച
れ
て
い
な
い
も

の
は
ച
れ
な
い
か
ら
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ച
れ
る
঎
඼
・

サ
ー
ビ
ス
へ
と
作
り
込
ん
で
い
く
こ
と
が
ٻ
Ί
ら
れ
る
。

売
り
上
げ
ア
ッ
プ
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る 

ビ
ズ
モ
デ
ル

こ
こ
で
、
෋
࢜
市
࢈
業
ࢧ
ԉ
η
ン
タ
ー
・
̵

ʵ

Ｂ
̸
͉

の
औ
り
組
み
に
஫
目
し
た
い
。
何
度
で
も
ड
け
ら
れ
る
１

࣌
間
の
ແ
ྉ
૬
ஊ
を
௨
͡
、
そ
れ
ͧ
れ
の
ձ
社
・
ళ
が
࣋

つ
ਅ
の
強
み
を
ฉ
き
出
し
、
そ
れ
を
元
に
お
ۚ
を
か
け
ず

に
औ
り
組
Ί
る
ച
り
্
げ
ア
ッ
プ
ࡦ
を
提
案
す
る
と
い
う

も
の
。
̞
Ｔ
や
σ
β
イ
ン
、
ܦ
営
ࢧ
ԉ
な
ど
の
ઐ
໳
家
が

ν
ー
ム
を
組
み
൐
૸
す
る
と
い
う
࢓
組
み
で
、
ࠓ
や
年
間

４
０
０
０
݅
を
௒
え
る
૬
ஊ
が
ԡ
し
د
せ
て
い
る
。

̵

ʵ

Ｂ
̸
͉
の
औ
り
組
み
を
モ
σ
ル
に
２
０
１
３
年
ø÷

݄
に
Ԭ
࡚
ビ
ジ
ω
ス
サ
ϙ
ー
ト
η
ン
タ
ー
・
̤
Ｋ
̰

ʵ

Ｂ

̸
͉
（
Ԭ
࡚
市
）
が
開
設
さ
れ
খ
生
は
η
ン
タ
ー
௕
に
ब

೚
し
、
こ
れ
ま
で
の
̒
年
間
あ
ま
り
で
２
４
０
０
社
௒
の

事
業
ॴ
か
ら
１
ສ
４
０
０
０
݅
を
௒
え
る
དྷ
๚
૬
ஊ
を
ड

け
て
き
た
。

૬
ஊ
者
の
業
छ
や
ن
໛
は
多
ذ
に
わ
た
る
。
੡
଄
業
や

◆◆◆

愛
知
県
岡
崎
市

地
域
の
経
済
団
体
と
ま
ち
づ
く
り

Ổ「
オ
カ
ビ
ζ
」
流
の
地
域
お
こ
し
Ổ

秋
元
　
祥
治

岡
崎
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
・�

Ｏ
Ｋ
ａ-

Ｂ
ｉ
ｚ　

セ
ン
タ
ー
長

小
さ
な
会
社
の
売
り
上
げ
ア
ッ
プ
を
支
援
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ҿ
食
ళ
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
は
も
と
よ
り
、
೶
業
者
や
福

ࢱ
事
業
者
、
さ
ら
に
ඇ
営
ར
組
৫
も
多
い
。
地
域
の
中
ݎ

企
業
も
あ
れ
͹
、
෉
්
で
や
っ
て
い
る
ళ
ฮ
、
さ
ら
に
子

ҭ
て
マ
マ
の
ス
モ
ー
ル
ビ
ジ
ω
ス
や
、
ಠ
ཱ
・
起
業
の
૬

ஊ
も
多
い
。
あ
り
と
あ
ら
Ώ
る
૬
ஊ
者
が
や
っ
て
く
る
。

ࠓ
Ҏ
্
に
ച
り
্
げ
を
৳
͹
し
ऩ
ӹ
を
վ
ળ
し
て
い
き
た

い
と
い
う
ニ
ー
ζ
は
共
௨
だ
。

も
ち
Ζ
ん
、
ࡒ
務
リ
ス
ト
ラ
を
行
う
中
で
ऩ
ӹ
を
վ
ળ

し
て
い
く
と
い
う
ํ
๏
も
あ
る
。
し
か
し
、
໰
୊
点
や
՝

୊
点
の
ࢦ
ఠ
は
、
事
業
者
を
Ҥ
ॖ
さ
せ
て
い
く
。

だ
か
ら
こ
そ
、
૬
ஊ
の
１
࣌
間
の
中
で
ま
ず
は
ప
ఈ
的

に
࿩
を
ฉ
き
込
み
、
本
人
た
ち
が
気
ͮ
い
て
い
な
い
「
ਅ

の
強
み
」
を
Ҿ
き
出
す
こ
と
に
஫
力
す
る
。
い
つ
も
当
た

り
前
の
よ
う
に
行
っ
て
い
た
り
、
業
ք
の
常
ࣝ
に
と
ら
わ

れ
た
り
す
る
中
で
、
自
෼
た
ち
の
す
ご
さ
や
強
み
を
自
֮

し
て
い
な
い
ケ
ー
ス
は
あ
ま
り
に
も
多
い
。「
え
、
実
は

そ
れ
っ
て
す
ご
い
͡
Ỵ
な
い
で
す
か
ʂ
」
と
૬
ஊ
を
ड
け

る
中
で
఻
え
る
こ
と
は
、
̤
Ｋ
̰

ʵ
Ｂ
̸
͉
の
日
常
だ
。

そ
し
て
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
や
۩
体
的
な
ར
用
シ
ー
ン
を
特

定
し
な
が
ら
৽
た
な
展
開
を
提
案
し
、
サ
ϙ
ー
ト
し
て
い

く
。
人
・
モ
ノ
・
カ
ω
全
て
に
制
໿
が
あ
る
中
খ
企
業
だ

か
ら
こ
そ
、
お
ۚ
が
か
か
ら
な
い
ํ
๏
を
提
案
す
る
。

ྫ
え
͹
、
自
ಈ
ं
関
連
の
試
作
൘
ۚ
工
৔
の
ג
式
ձ
社

ピ
ー
ツ
ー
。「
຤
୺
下
請
け
で
、
ೲ
ظ
が
ݫ
し
く
ར
෯
の

と
れ
な
い
࢓
事
͹
か
り
。
ま
た
、
手
間
が
か
か
り
೉
加
工

の
案
݅
だ
が
、
ٕ
術
力
で
何
と
か
や
っ
て
き
た
ộ
が
ݫ
し

い
の
で
、
何
か
৽
঎
඼
を
作
れ
な
い
か
」
と
૬
ஊ
が
あ
っ

た
。
࿩
を
࢕
う
中
で
、
ٯ
に
ݴ
え
͹
೉
加
工
の
試
作
൘
ۚ

で
も
、
୹
ೲ
ظ
で
ର
応
で
き
る
ٕ
術
力
・
ର
応
力
が
強
み

だ
と
֬
認
。
高
い
ਫ਼
度
を
ٻ
Ί
ら
れ
る
自
ಈ
ं
業
ք
で
ഓ

っ
た
も
の
を
、
ҟ
業
छ
向
け
に
৽
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
展
開

を
サ
ϙ
ー
ト
し
た
。

「
試
作
෦
඼
の
೉
加
工
エ
ク
ス
プ
レ
ス
ศ
þù
」と
名
෇
け
、

情
報
発
信
し
た
と
こ
Ζ
、
大
き
な
൓
ڹ
が
あ
っ
た
。
ҟ
業

छ
の
最
大
手
企
業
の
目
に
ࢭ
ま
り
、
２
０
０
０
ສ
ԁ
を
௒

え
る
௚
ड
஫
に
。
さ
ら
な
る
Ҿ
き
合
い
も
あ
る
と
い
う
。

෉
්
で
営
Ή
和
՛
子
屋
は
、
ച
り
を
生
か
し
た
೶
家
と

の
ビ
ジ
ω
ス
マ
ッ
ν
ン
グ

で
生
ま
れ
た
ど
ら
ম
き
が

୯
Ձ
２
ഒ
で
１
ສ
５
０
０

０
ݸ
Ҏ
্
を
ച
り
্
げ

た
。
খ
さ
な
ま
ち
の
ถ
ࠄ

ళ
で
は
、
当
た
り
前
に
行

っ
て
い
た
ถ
の
ϒ
レ
ン
ド

ٕ
術
に
஫
目
。
ച
り
を
見

え
る
化
し
た
৽
サ
ー
ビ
ス

で
৽
ن
ސ
客
を
大
෯
に
増

や
し
、
σ
パ
ー
ト
に
も
ൢ

࿏
֦
大
。
ച
り
্
げ
は
１

１
５ 

％
に
増
え
た
。

こ
う
し
た
公
的
࢈
業
ࢧ

ԉ
の
৽
た
な
औ
り
組
み
の

޿
が
り
を
ظ
଴
し
た
い
。

株式会社ピーツーの新サービス

OKa-Biz には、副センター長はじめ女性スタッフも多い

2018 年度地方創生実践塾でOKa-Biz の取り組みを紹介
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中
心
市
街
地
の
衰
退

鳥
औ
県
ถ
子
市
は
県
੢
෦
に
Ґ
置
し
、
人
口
は
໿
øû
ສ

̓
０
０
０
人
。
山
ӄ
本
線
、
ഢ
උ
線
、
ڥ
線
と
い
う
三
つ

の
మ
道
࿏
線
が
結
અ
し
、
ถ
子
道
や
山
ӄ
道
の
װ
線
道
࿏

が
௨
り
、
ถ
子
َ
ଠ
࿠
ۭ
港
（
ڥ
港
市
）
に
も
ྡ
઀
し
た

「
ަ
௨
の
ཁ
ি
」
で
す
。
ۙ
年
は
、
঎
業
ػ
ೳ
の
低
下
、

人
口
の
減
少
、
高
ྸ
化
の
進
展
な
ど
に
ࣃ
ࢭ
Ί
が
か
か
ら

ず
、
中
৺
市
֗
地
の
ਰ
ୀ
܏
向
が
ଓ
い
て
い
ま
し
た
。

ฏ
成
ùþ
年
øø
݄
、
ୈ
２
ظ
の
「
ถ
子
市
中
৺
市
֗
地
活

性
化
ج
本
ܭ
画
」
が
ࠃ
の
認
定
を
ड
け
、
ถ
子
市
中
৺
市

֗
地
活
性
化
協
ٞ
ձ
は
同
ܭ
画
に
ه
ࡌ
さ
れ
た
活
性
化
重

点
ڌ
点
の
一
つ
で
あ
る
「
角
൫
町
エ
リ
ア
」
を
中
৺
に
活

ಈ
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
ฏ
成
ùÿ
年
１
݄
に
は
同
エ

リ
ア
の
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
η
ン
タ
ー
「
や
よ
い
σ
パ
ー

ト
」
が
ด
ళ
。
さ
ら
に
、
実
施
༧
定
だ
っ
た
活
性
化
事
業

も
ࠃ
へ
の
ิ
ॿ
ۚ
ਃ
請
が
ෆ
࠾
୒
と
な
っ
て
಴
࠳
し
、
エ

リ
ア
の
ਰ
ୀ
は
ݱ
実
の
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
ঢ়
گ
を
౿
ま
え
、
同
協
ٞ
ձ
で
は
঎
ళ
֗

◆◆◆

ৼ
ڵ
組
合
を
ओ
体
に
エ
リ
ア
内
の
঎
業
者
、
行
੓
、
ۚ
༥

ػ
関
、
報
道
ػ
関
な
ど
か
ら
成
る
「
角
൫
町
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
ձ
ٞ
」
を
組
৫
し
、
角
൫
町
エ

リ
ア
が
目
ࢦ
す
べ
き
ま
ち
ͮ
く
り
の
ํ
向
性
に
つ
い
て
ٞ

࿦
を
ަ
わ
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
市
の
中
৺
的
な

঎
業
ू
積
地
と
し
て
あ
ら
Ώ
る
ੈ
୅
が
ू
ま
る
「
ハ
レ
の

৔
」
と
し
て
の
໾
ׂ
を
࣋
た
せ
る
と
と
も
に
、
定
住
人
口

の
増
加
な
ど
৽
た
な
ཁ
素
を
੝
り
込
ん
だ
࠶
ߏ
ங
を
׭
民

連
携
で
目
ࢦ
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

エ
リ
ア
復
活
の
風
が
吹
く

ฏ
成
ú÷
年
３
݄
、
や
よ
い
σ
パ
ー
ト
੻
地
は
地
元
事
業

者
に
よ
り
大
型
ற
ं
৔
に
੔
උ
さ
れ
、
こ
の
ࠒ
か
ら
ਰ
ୀ

に
向
か
っ
て
い
た
෩
が
活
性
化
の
ํ
向
に
ਧ
き
࢝
Ί
ま
し

た
。
そ
の
後
、
同
エ
リ
ア
に
あ
っ
た
ถ
子
∁
ౡ
屋
東
館
が

市
に
ແ
ঈ
ৡ
౉
さ
れ
、
市
か
ら
の
プ
ロ
ϙ
ー
β
ル
に
よ
っ

て
ৡ
౉
を
ड
け
た
民
間
事
業
者
に
よ
り
、
同
館
は
令
和
元

年
øø
݄
に
৽
た
な
ෳ
合
঎
業
施
設
「
̜
̤
̤
Ｄ 

Ｂ
̡
Ｅ

̨
̨ 

̜
̖
Ｒ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
（
グ
ッ
ド
ϒ
レ
ス
ガ
ー
σ
ン
）」
へ

◆◆◆

と
生
ま
れ
ม
わ
り
ま
し
た
。

同
施
設
に
は
中
՚
レ
ス
ト
ラ
ン
、
カ
フ
ェ
、
フ
ィ
ッ
ト

ω
ス
ジ
ム
、
ま
ん
が
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
エ
ス
テ
・
マ
ッ
サ

ー
ジ
、
॓
ധ
施
設
、
温
ཋ
施
設
、
保
ҭ
Ԃ
な
ど
が
ೖ
っ
て

お
り
、
ࠓ
後
角
൫
町
प
ล
エ
リ
ア
の
に
ぎ
わ
い
の
֩
と
な

る
施
設
と
な
り
ま
す
。

に
ぎ
わ
い
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

そ
し
て
、
協
ٞ
ձ
が
担
っ
て
い
た
角
൫
町
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
ձ
ٞ
は
、
角
൫
町
঎
ళ
֗
ৼ
ڵ

組
合
に
Ҿ
き
継
が
れ
、
৽
た
に
「
角
൫
町
中
৺
市
֗
地
に

ぎ
わ
い
૑
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
、
঎
業
者
、
行
੓
、

঎
工
団
体
、
民
間
事
業
者
な
ど
が
、
ۙ
ྡ
の
施
設
な
ど
と

連
携
す
る
こ
と
で
さ
ら
な
る
活
性
化
を
目
ࢦ
し
て
い
ま

す
。こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
஫
目
す
べ
き
は
、
ฏ
成
ú÷
年
８

݄
よ
り
࢝
ま
っ
た
「
地
ビ
ー
ル
フ
ェ
ス
タ
ῶ
ถ
子
」
で
す
。

ຖ
݄
の
プ
レ
ミ
ア
ム
フ
ラ
イ
σ
ー
に
合
わ
せ
て
開
催
し
て

お
り
、
地
元
の
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
や
、
ԕ
く
は
๺
ւ
道
や

ԭ
ೄ
の
ビ
ー
ル
も
ຯ
わ
え
る
݄
も
あ
り
、
地
元
の
࢈
෺
を

食
す
る
こ
と
も
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
ຖ
回
２
０
０
０

Ỗ
３
０
０
０
人
ఔ
度
の
ू
客
が
あ
り
、「
市
民
ݖ
」
を
ಘ

た
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ळ
に
は
地
ビ
ー
ル
フ
ェ
ス
タ
ῶ
ถ
子
と
コ
ラ
Ϙ

し
た
「
つ
な
が
る
マ
ル
シ
ェ
」
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
鳥

औ
県
੢
෦
９
市
町
ଜ
か
ら
自
ຫ
の
৽
઱
໺
ࡊ
や
೶
ਫ
࢈
加

工
඼
、
৽
ถ
、
ス
イ
ー
ツ
な
ど
が
ू
ま
っ
て
き
ま
す
。
こ

の
ଞ
に
も
、
県
や
市
町
ଜ
の
֞
根
を
௒
え
て
ۙ
ྡ
施
設
や

֤
団
体
、
行
੓
と
連
携
し
た
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
、
中

৺
市
֗
地
活
性
化
の
目
的
の
一
つ
で
あ
る
「
に
ぎ
わ
い
」

◆◆◆

鳥
取
県
米
子
市

地
域
の
経
済
団
体
と
ま
ち
づ
く
り

Ổ
׭
民
連
携
で
中
৺
市
֗
地
活
性
化
Ổ

竹
谷
　
正
一

米
子
市
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会
事
務
局

「
衰
退
」
か
ら
「
復
活
」
へ
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を
見
事
に
૑
出
し
て
い
ま
す
。

こ
の
΄
か
、
鳥
औ
、
ౡ
根
྆
県
に
ま
た
が
り
全
ࠃ
で
５

番
目
に
大
き
い
ބ
「
中ㆪ

ㆉ

ւㆄ
ㆿ

」
と
̓
番
目
に
大
き
い
「
࣡㆗

㇓

道㆘

㆓ބ

」
の
Ԋ
؛
に
あ
る
ถ
子
、
ڥ
港
、
松
ߐ
、
出
Ӣ
、
҆
དྷ

５
市
と
、
中
ࠃ
地
ํ
の
最
高
ๆ
「
大ㆠ

ㆂ

山㆛
㇓

」
प
ล
町
ଜ
で
ߏ

成
さ
れ
る
「
中
ւ
・
࣡
道
ބ
・
大
山
圏
域
」
の
特
࢈
඼
な

ど
を
ू
Ί
た
「
山
ӄ
い
い
も
の
マ
ル
シ
ェ
」。
ถ
子
঎
工

ձ
ٞ
ॴ
੨
年
෦
が
ओ
催
し
、
ถ
子
市
と
そ
の
प
ล
地
域
か

ら
ྑ
い
も
の
を
ू
Ί
た「
よ
な
ご
・
マ
ル
シ
ェ
」。
さ
ら
に
、

こ
の
ೋ
つ
を
合
わ
せ
た
「
よ
な
ご
グ
ラ
ン
マ
ル
シ
ェ
」
が

あ
り
、
つ
な
が
る
マ
ル
シ
ェ
と
同
༷
に
֤
地
域
の
௚
࢈
෺

を
ങ
う
こ
と
が
で
き
る
৔
と
し
て
市
民
よ
り
޷
ධ
を
ത
し

て
い
ま
す
。

ま
ち
な
か
に
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス

協
ٞ
ձ
で
は
、
こ
れ
ら
の
औ
り
組
み
に
加
え
「
ま
ち
な

か
σ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
事
業
」
も
展
開
し
て
い
ま
す
。
中
৺
市

֗
地
に
あ
る
༡
ٳ
ෆ
ಈ
࢈
情
報
を
ऩ
ू
し
た
り
、
実
ࡍ
に

ۭ
き
෺
݅
の
ॴ
༗
者
を
๚
Ͷ
て
活
用
案
を
提
ࣔ
し
た
り
し

て
、
ۭ
き
家
・
ۭ
き
ళ
ฮ
と
৽
ن
事
業
者
ら
の
マ
ッ
ν
ン

グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
に
よ
り
ถ
子
市
内
に
ゲ

ス
ト
ハ
ウ
ス
が
଄
ら
れ
、
ฏ
成
ú÷
年
４
݄
よ
り
本
֨
的
に

Ք
働
し
て
い
ま
す
。
ݱ
在
は
２
౩
目
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
も

׬
成
し
、
Ք
働
を
࢝
Ί
て
い
ま
す
。

ถ
子
市
を
「
ަ
௨
の
ཁ
ি
」
と
঺
介
し
ま
し
た
が
、
そ

◆◆◆

の
一
つ
「
ۭ
の
ཁ
ি
」
の
ถ
子
َ
ଠ
࿠
ۭ
港
か
ら
は
߳
港

と
্
ւ
へ
の
ࠃ
ࡍ
定
ظ
ศ
が
ब
ߤ
し
て
い
ま
す
。
外
ࠃ
人

向
け
日
本
情
報
サ
イ
ト
「
ガ
イ
ジ
ン
ϙ
ッ
ト
」
の
「
２
０

１
９
年
に
外
ࠃ
人
が
๚
れ
る
べ
き
観
光
地
ラ
ン
キ
ン
グ
」

で
鳥
औ
県
が
１
Ґ
に
な
る
な
ど
、
市
内
へ
の
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
も
年
ʑ
増
加
し
て
い
る
ঢ়
گ
で
す
。
そ
れ
に
൐
い
、
ۭ

き
ళ
ฮ
と
な
っ
て
い
た
෺
݅
を
๚
日
外
ࠃ
人
向
け
ゲ
ス
ト

ハ
ウ
ス
に
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
す
る
案
݅
が
こ
こ
数
年
増
え
て

き
て
お
り
、 

৽
た
な
ڌ
点
と
し
て
人
の
流
れ
を
つ
く
る
こ

と
が
ظ
଴
さ
れ
て
い
ま
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
ର
し
て
は
、

ま
ち
な
か
に
に
ぎ
わ
い
を
つ
く
り
出
し
、
଺
在
す
る
こ
と

の
ָ
し
さ
を
提
ڙ
で
き
る
施
設
も
そ
Ζ
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。プレミアムフライデーに開催されている「地ビールフェスタ in 米子」

昨年 11月にオープンした商業施設「グッドブレスガーデン」

ショッピングセンター跡の駐車場で開催された「角盤町再活性化キックオフイベント」
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商
店
街
の
衰
退

高
松
市
は
人
口
໿
ûù
ສ
人
、
঎
圏
内
で
見
る
と
໿
üü
ສ

人
を
༗
す
る
߳
઒
県
の
県
都
で
、
࢛
ࠃ
の
ݰ
関
と
し
て
発

展
し
て
き
た
。
੓
෎
ܥ
の
ػ
関
や
大
手
企
業
の
出
ઌ
・
ࢧ

ళ
が
市
内
に
ू
中
し
、「
ࢧ
ళ
ܦ
ࡁ
の
֗
」
で
も
あ
る
。

市
の
都
৺
෦
に
は
、
ೋ
つ
の
σ
パ
ー
ト
と
໿
８
０
０
の

ઐ
໳
ళ
で
ߏ
成
さ
れ
た
ീ
つ
の
঎
ళ
֗
が
あ
る
。「
高
松

ؙ
ُ
町
঎
ళ
֗
」（
Ҏ
下
「
ؙ
ُ
町
঎
ళ
֗
」）
は
こ
れ
ら

の
中
৺
に
あ
る
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
で
、
༗
名
ϒ
ラ
ン
ド

を
ѻ
う
ϒ
テ
ィ
ッ
ク
が
多
く
、
流
行
や
フ
Ỹ
ッ
シ
ョ
ン
の

最
ઌ
୺
と
し
て
高
松
市
の
঎
ళ
֗
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
。

一
ํ
、
ؙ
ُ
町
は
１
５
８
８
年
の
開
町
と
い
わ
れ
、
４

０
０
年
Ҏ
্
の
歴
史
を
誇
る
。
高
松
৓
の
৓
下
町
と
し
て

ӫ
え
、
高
松
市
が
本
भ
と
࢛
ࠃ
を
結
Ϳ
ધ
ഫ
の
ަ
௨
の
ཁ

ি
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
自
༝
で
ચ
࿅
さ
れ
た
՚
や
か
な

文
化
が
ҭ
ま
れ
て
き
た
。
ま
た
、
本
भ
࢛
ࠃ
連
བྷ
ڮ
（
本

࢛
Ս
ڮ
）
が
׬
成
す
る
ま
で
は
ધ
ഫ
に
よ
る
෺
流
に
ґ
存

し
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
本
भ
֤
地
で
見
ら
れ
る
よ
う
な

◆◆◆

大
型
ళ
の
ཱ
地
は
少
な
か
っ
た
。

と
こ
Ζ
が
、
１
９
８
８
年
に
੉
ށ
大
ڮ
（
ࣇ
ౡ
ࡔ
出
ル

ー
ト
）
が
開
௨
し
、
高
松
市
を
औ
り
ר
く
ঢ়
گ
は
一
ม
し

た
。
෺
流
体
制
を
੔
え
た
大
手
流
௨
ν
ェ
ー
ン
に
よ
る
߫

外
大
型
ళ
ฮ
の
進
出
が
加
଎
し
た
。
ま
た
、
バ
ϒ
ル
の
௚

ܸ
を
ड
け
て
地
Ձ
も
高
ಅ
し
、
地
元
民
が
住
Ί
る
ঢ়
گ
で

は
な
く
な
り
、
঎
ళ
֗
で
は
ళ
ฮ
が
࣍
ʑ
と
߫
外
に
移
స

し
て
ۭ
ಎ
化
が
起
こ
っ
た
。
そ
の
後
、
都
市
の
֦
ࢄ
は
ま

す
ま
す
加
଎
し
、
こ
れ
に
ฒ
行
す
る
ܗ
で
大
型
ళ
も
߫
外

に
ཱ
地
し
、
そ
の
結
果
、
都
৺
෦
の
「
ઓ
ಆ
力
」
は
大
෯

に
低
下
し
た
。

こ
の
よ
う
な
ঢ়
گ
の
中
で
、
ؙ
ُ
町
は
ઌ
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
׬
全
に
見
ࣦ
っ
て
し
ま
っ
た
。

丸
亀
町
ま
ち
づ
く
り
戦
略 

こ
う
し
た
ঢ়
گ
の
中
で
、
ؙ
ُ
町
঎
ళ
֗
ৼ
ڵ
組
合
は

大
学
ڭ
त
を
ؚ
Ί
た
ݚ
ڀ
ձ
で
ま
ち
ͮ
く
り
の
ٞ
࿦
を
࢝

Ί
、「
෺
ൢ
に
特
化
し
ա
ぎ
た
ؙ
ُ
町
が
ࠓ
後
１
０
０
年

間
、
市
民
の
ࢧ
࣋
を
ड
け
ଓ
け
る
こ
と
は
ઈ
ର
あ
り
ಘ
な

◆◆◆

い
」「
居
住
者
を
औ
り
໭
す
た
Ί
の
ద
ਖ਼
な
テ
ナ
ン
ト
ミ
ッ

ク
ス
が
ඞ
ཁ
」
と
し
た
౴
ਃ
を
出
し
た
。
こ
の
౴
ਃ
に
ج

ͮ
き
、
ؙ
ُ
町
は
ま
ち
ͮ
く
り
事
業
を
開
࢝
さ
せ
た
が
、

ط
に
঎
ళ
֗
の
௨
行
ྔ
に
は
減
少
の
ஹ
し
が
見
え
࢝
Ί
、

こ
の
ま
ま
์
置
す
れ
͹
ڝ
૪
社
ձ
の
中
で
ਰ
ୀ
し
て
い
く

と
い
う
ة
ػ
感
が
組
合
һ
の
中
に
も
生
ま
れ
࢝
Ί
て
い

た
。そ

こ
で
、
１
９
９
０
年
̒
݄
に
「
ؙ
ُ
町
࠶
開
発
ҕ
һ

ձ
」
を
発
଍
さ
せ
、
ক
དྷ
の
ؙ
ُ
町
঎
ళ
֗
の
あ
り
ํ
に

つ
い
て
本
֨
的
に
ٞ
࿦
を
重
Ͷ
た
。
そ
の
結
果
、
高
松
ؙ

ُ
町
঎
ళ
֗
ৼ
ڵ
組
合
（
Ҏ
下
「
঎
ళ
֗
ৼ
ڵ
組
合
」）

と
し
て
঎
ళ
֗
࠶
開
発
ܭ
画
を
औ
り
ま
と
Ί
た
。
こ
れ
を

ड
け
、
࠶
開
発
に
向
け
た
ݕ
౼
が
進
Ί
ら
れ
、
࣍
の
よ
う

な
三
つ
の
໰
୊
点
が
認
ࣝ
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ᶃ
େ
ܕ
ళ
ͷ
߫
֎
ਐ
ग़
ʹ
Α
Δ
ച
Γ
্
͛
ͷ
ݮ
গ

大
型
ళ
の
進
出
で
高
松
市
内
の
ച
り
৔
໘
積
が
ഒ
Ҏ
্

と
な
る
中
で
、
௨
行
ྔ
は
ピ
ー
ク
࣌
の
൒
෼
に
な
り
、
年

間
の
ച
り
্
げ
も
２
̓
０
ԯ
ԁ
か
ら
１
２
０
ԯ
ԁ
に
ま
で

下
མ
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
う
な
る
と
、
い
か
に
優
れ
た
ళ

で
あ
っ
て
も
１
ళ
だ
け
で
は
ど
う
に
も
で
き
な
い
ঢ়
گ
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

ᶄ
஍
Ձ
ͷ
ߴ
ಅ
ʹ
Α
Δ
ۭ
ಎ
Խ

ؙ
ُ
町
঎
ళ
֗
の
エ
リ
ア
で
は
、
ա
ڈ
に
１
５
０
０
人

ۙ
く
が
居
住
し
、
঎
ച
を
し
て
い
た
。
し
か
し
、
バ
ϒ
ル

の
ࠒ
の
地
Ձ
্
ঢ
に
൐
い
、
２
０
０
̓
年
̓
݄
ݱ
在
で
こ

の
エ
リ
ア
に
は
þü
人
の
高
ྸ
者
し
か
住
ん
で
い
な
い
こ
と

が
໌
ら
か
に
な
っ
た
。

ᶅ
業
छ
ͷ
ภ
Γ

香
川
県
高
松
市

地
域
の
経
済
団
体
と
ま
ち
づ
く
り

Ổ「
ま
ち
ͮ
く
り
ձ
社
」
に
よ
る
運
営
体
制
を
֬
ཱ
Ổ

古
川
　
康
造

高
松
丸
亀
町
商
店
街
振
興
組
合
理
事
長

商
店
街
を
「
生
活
す
る
た
め
の
街
」
に
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居
住
者
が
い
な
く
な
る
こ
と
に
よ
り
、
ඞ
વ
的
に
業
छ

の
ภ
り
が
起
こ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
໰
୊
ҙ
ࣝ
の
も
と
で
ج
本
ܭ
画
が
作
ら
れ

た
。
内
༰
は
、
ᶃ
市
民
が
ू
う
に
ぎ
わ
い
の
޿
৔
を
中
৺

と
し
た
都
৺
に
;
さ
わ
し
い
঎
業
ػ
ೳ
の
ॆ
実
ᶄ
ෆ
଍
業

छ
（
ҿ
食
、
生
઱
、
ࡶ
՟
౳
）
お
よ
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施

設
の
ಋ
ೖ
ᶅ
都
৺
居
住
を
ଅ
進
す
る
֊
্
住
୐
の
ݐ
設

ʵ

が
ப
だ
。

再
開
発
事
業
の
仕
組
み

で
は
、
۩
体
的
に
ど
の
よ
う
な
手
๏
を
用
い
て
࠶
開
発

◆◆◆

事
業
を
行
っ
た
の
か
。
こ
こ
で
は
֗
区
全
体
を
ର
৅
と
し

た
エ
リ
ア
マ
ω
ジ
メ
ン
ト
の
࢓
組
み
に
つ
い
て
औ
り
্
げ

る
。

【
֗
۠
શ
ମ
ͷ
イ
ϝ
ー
δ
】

ؙ
ُ
町
঎
ళ
֗
は
全
௕
໿
４
̓
０
ἇ
、
໘
積
໿
４
Ἃ
の

࿏
線
型
঎
ళ
֗
で
あ
り
、
こ
れ
を
̖
Ỗ
̜
の
̓
֗
区
に
区

෼
し
、
֗
区
ご
と
に
特
௃
を
࣋
た
せ
な
が
ら
、
޿
৔
や
ප

Ӄ
、
生
活
ࡶ
՟
ళ
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
঎
ళ

֗
に
ෆ
଍
し
て
い
た
「
生
活
す
る
た
Ί
の
֗
」
と
し
て
の

ػ
ೳ
を
ஈ
֊
的
に
ิ
っ
て
い
く
ܭ
画
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
۩
ݱ
化
さ
せ
る
た
Ί
、
地
ݖ
者
全
һ
の
同
ҙ
で

ý÷
年
の
定
ظ
आ
地
ݖ
を
設
定
し
、
౔
地
の
ॴ
༗
ݖ
と
ར
用

ݖ
を
෼
཭
し
た
。

【
Τ
Ϧ
Ξ
Ϛ
ω
δ
ϝ
ン
τ
】ɹ

ै
དྷ
、
঎
ళ
֗
ৼ
ڵ
組
合
の
事
業
は
組
合
һ
の
Ϙ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
っ
て
ࢧ
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
঎
ళ
֗

の
ച
り
্
げ
が
一
ڍ
に
൒
減
す
る
と
、
組
合
活
ಈ
は
ഁ
୼

し
て
し
ま
っ
た
。
一
ํ
、
঎
ళ
֗
ৼ
ڵ
組
合
は
ৼ
ڵ
組
合

๏
に
よ
っ
て
優
۰
੫
制
を
ड
け
て
い
る
た
Ί
、
合
理
的
に

ར
ӹ
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
た
Ί
、 

ࠓ
ま

で
の
঎
ళ
֗
ৼ
ڵ
組
合
に
୅
わ
る
৽
た
な
組
৫
を
作
り
、

運
営
体
制
を
ม
化
さ
せ
た
。
ཁ
す
る
に
、
঎
ళ
֗
ৼ
ڵ
組

合
は
׬
全
な
࣋
ち
ג
ձ
社
に
な
り
、
実
ࡍ
の
運
営
は
「
ま

ち
ͮ
く
り
ձ
社
」
が
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
運
営
体
制
を
֬
ཱ
し
た
্
で
、
２
０
０
̒

年
øù
݄
に
̖
֗
区
の
࠶
開
発
（
高
松
ؙ
ُ
ұ
番
֗
）
が
ॡ

工
し
、
ଓ
い
て
２
０
０
̓
年
に
ұ
番
֗
ド
ー
ム
と
޿
৔
、
２

０
０
９
年
に
Ｂ
・
̘
֗
区
、
２
０
１
２
年
に
̜
֗
区
が
そ

れ
ͧ
れ
ॡ
工
し
た
。
２
０
１
９
年
に
は
ප
Ӄ
・
保
ҭ
ॴ
が

開
設
し
、
２
０

０
ށ
の
住
୐
を

੔
උ
。さ
ら
に
、

２
０
２
０
年
度

に
は
大
工
町
・

ຏ
屋
町
地
区
の

開
発
が
着
手
さ

れ
、
そ
の
後
も

Ｄ
֗
区
、
Ｅ
֗

区
へ
と
連
࠯
し

て
Ώ
く
ݱ
在
進

行
ܗ
の
ܭ
画
に

な
っ
て
い
る
。

所有と利用の分離

街全体のイメージ図

土・日ににぎわう商店街の風景
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糸
島
地
区
の
概
要
と
近
況

ࢳ
ౡ
ړ
業
協
同
組
合
（
ࢳ
ౡ
ړ
協
ử
̟
̛
ࢳ
ౡ
）
が
活

ಈ
し
て
い
る
福
Ԭ
県
ࢳ
ౡ
地
区
は
、
県
๺
੢
෦
の
ࢳ
ౡ
൒

ౡ
と
そ
の
प
ล
に
Ґ
置
し
、
ւ
؛
線
の
૯
Ԇ
௕
ڑ
཭
は
üÿ

ἅ
に
な
り
ま
す
ࢳ。
ౡ
市
は
ݹ
く
か
ら
೶
ړ
業
が
੝
ん
で
、

๛
か
な
自
વ
と
人
気
ス
ϙ
ッ
ト
が
多
い
こ
と
か
ら
ۙ
年
は

多
く
の
観
光
客
が
๚
れ
ま
す
。
ࢳ
ౡ
ړ
協
は
も
と
も
と
ീ

つ
の
ړ
協
が
ஈ
֊
的
に
合
ซ
し
、
ฏ
成
øþ
年
に
ݱ
在
の
本

ॴ
と
̓
ࢧ
ॴ
の
体
制
に
な
り
ま
し
た
。

ओ
な
ړ
業
は
、
㆔ޗ

ஐㆡ

໢
ړ
、
௼
り
ړ
業
、
カ
キ
ཆ
৩
ړ

業
、
࠾
介
૶
ړ
業
で
、
ਅ
ୄ
や
サ
ワ
ラ
、
マ
ガ
キ
、
ハ
マ

グ
リ
な
ど
の
ਫ
༲
げ
が
あ
り
ま
す
。
特
に
ఱ
વ
ਅ
ୄ
は
、

全
ࠃ
市
町
ଜ
ผ
ړ
֫
ྔ
に
お
い
て
ࢳ
ౡ
市
が
日
本
一
の
ਫ

༲
げ
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
ۙ
年
は
、
ړ
֫
ྔ
が
減

少
܏
向
と
な
る
中
、
ڕ
Ձ
の
低
໎
や
ܦ
営
コ
ス
ト
の
増
大

と
い
っ
た
多
く
の
໰
୊
を
抱
え
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
ॾ
໰

୊
を
ଧ
ഁ
す
る
べ
く
さ
ま
͟
ま
な
औ
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。

◆◆◆

産
地
直
売
所
に
よ
る
価
格
向
上

ࢳ
ౡ
ړ
協
で
は
ࢳ
ౡ
市
観
光
協
ձ
と
連
携
し
、
ฏ
成
øĀ

年
に
࢈
地
௚
ച
ॴ
「
ג
式
ձ
社
̟
̛
ࢳ
ౡ
ࢤ
ຎ
の
࢛
ق
」

を
開
設
し
ま
し
た
。
市
内
に
は
ଞ
に
も
大
型
の
௚
ച
ॴ
が

２
ళ
ฮ
あ
り
、
３
ళ
ฮ
の
ച
্
高
は
໿
ü÷
ԯ
ԁ
と
な
っ
て

い
ま
す
。
後
ड़
す
る
カ
キ
খ
屋
で
の
ൢ
ച
や
௚
ച
ॴ
で
の

ړ
業
者
の
௚
ൢ
ൺ
཰
は
と
も
に
４
ׂ
を
઎
Ί
て
お
り
、
ړ

業
者
自
ら
が
Ձ
֨
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
り
ڕ
Ձ
は
向
্

し
、
ޏ
用
の
૑
出
、
観
光
客
の
増
加
と
い
っ
た
地
域
全
体

の
活
性
化
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

カ
キ
小
屋
の
発
展
と
資
源
の
再
利
用

ࢳ
ౡ
ړ
協
の
ओ
װ
ړ
業
で
あ
る
カ
キ
ཆ
৩
は
、
試
ݧ
ཆ

৩
ظ
間
を
ܦ
て
ฏ
成
øú
年
に
カ
キ
খ
屋
で
の
ম
ガ
キ
ൢ
ച

を
開
࢝
い
た
し
ま
し
た
。
日
本
༣
ศ
、
ञ
଄
メ
ー
カ
ー
、

ަ
௨
࢈
業
な
ど
ҟ
業
छ
と
の
連
携
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
活
ಈ
に
औ

り
組
み
、
ฏ
成
ú÷
年
シ
ー
ζ
ン
の
カ
キ
খ
屋
དྷ
৔
者
は
年

◆◆◆◆◆◆

üú
ສ
人
に
ୡ
し
、
ړ
業
者
に
と
っ
て
の
ऩ
ೖ
の
向
্
に
と

ど
ま
ら
ず
、
৽
ن
ړ
業
ब
業
者
や
ړ
業
後
継
者
の
増
加
、

ま
た
ౙ
ظ
の
و
重
な
観
光
資
源
と
し
て
ଞ
࢈
業
へ
の
૬
৐

ޮ
果
は
ઈ
大
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
５
݄

に
は
「
ࢳ
ౡ
カ
キ
」
の
名
শ
で
地
域
団
体
঎
標
に
認
定
さ

れ
、
地
域
を
୅
ද
す
る
特
࢈
඼
と
し
て
さ
ら
な
る
展
開
が

ظ
଴
さ
れ
て
い
ま
す
。

カ
キ
খ
屋
が
地
域
の
࢈
業
と
し
て
定
着
し
生
࢈
ن
໛
が

֦
大
す
る
一
ํ
で
、
カ
キ
খ
屋
か
ら
ഉ
出
さ
れ
る
カ
キ
֪

の
ॲ
理
໰
୊
が
発
生
し
、
そ
の
ղ
ܾ
が
ٸ
務
と
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
行
੓
と
̟
̖
、
民
間
企
業
と
の
連
携
に
よ

る
「
ਫ
࢈
෺
リ
サ
イ
ク
ル
ਪ
進
協
ٞ
ձ
」
を
発
଍
さ
せ
て

ݚ
ڀ
を
重
Ͷ
、༗
ػ
ੴ
փ
の
౔
৕
վ
ྑ
ࡎ
「
シ
ー
ラ
イ
ム
」

を
開
発
・
ൢ
ച
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ഇ
غ
コ
ス
ト

の
࡟
減
に
と
ど
ま
ら
ず
、
॥
؀
型
の
社
ձ
を
ܗ
成
す
る
こ

と
で
カ
キ
খ
屋
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
り
ま
し

た
。

資
源
管
理
と
藻
場
の
形
成

ࢳ
ౡ
൒
ౡ
の
෇
け
根
に
޿
が
る
加
෍
ཬ
ׯ
ׁ
で
は
、
ݹ

く
か
ら
֋
ྨ
の
ړ
֫
が
੝
ん
で
し
た
。
こ
の
た
Ί
、
一
࣌

的
に
資
源
が
ރ
ׇ
し
か
け
ま
し
た
が
、
ړ
業
者
自
ら
が
ݫ

し
い
資
源
؅
理
ܭ
画
を
定
Ί
て
औ
り
組
ん
だ
結
果
、
๛
か

な
޷
ړ
৔
へ
と
回
෮
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
全
ࠃ
的
に
も

ر
少
な
ఱ
વ
ハ
マ
グ
リ
が
࠾
ั
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。資

源
؅
理
に
当
た
っ
て
は
、ᶃ
ړ
協
内
に
組
৫
し
た「
ハ

マ
グ
リ
ձ
」
の
ձ
һ
に
࠾
ั
を
ݶ
定
す
る
ᶄ
࠾
औ
ظ
間
を

１
カ
݄
間
୹
ॖ
し
て
øø
݄
Ỗ
３
݄
の
大
ை
に
ݶ
定
し
、
࠾

ั
৔
ॴ
も
ྠ
番
制
で
؅
理
す
る
ᶅ
ૢ
業
を
１
日
３
࣌
間
Ҏ

◆◆◆

福
岡
県
糸
島
市

地
域
の
経
済
団
体
と
ま
ち
づ
く
り

Ổ
ҟ
業
छ
と
の
連
携
ਂ
Ί
Ｐ
Ｒ
活
ಈ
Ổ

吉
村
　
寿
敏

糸
島
漁
業
協
同
組
合
参
事

漁
業
者
の
所
得
向
上
に
成
功
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内
と
し
、
࠾
ั
は
１
人
ø÷
ἅ
ま
で
、
֪
௕
を
県
の
ن
ଇ
で

あ
る
４
₉
を
্
回
る
５
₉
Ҏ
্
と
す
る
Ổ
と
の
৚
݅
を
設

け
ま
し
た
。
ݱ
在
の
ړ
֫
ྔ
は
ø÷
Ỗ
øú
Ἁ
と
҆
定
し
て
お

り
、
地
元
に
と
ど
ま
ら
ず
関
੢
で
も
௝
重
さ
れ
、
ڕ
Ձ
も

Ҏ
前
に
ൺ
べ
て
２
ഒ
Ҏ
্
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ଞ
に
も
、
ਫ
࢈
資
源
を
Ӭ
ଓ
的
に
ར
用
し
て
い
く
た
Ί

に
ஓ
֋
、
छ
බ
の
์
流
や
֐
ఢ
生
෺
の
ۦ
আ
、
定
ظ
的
な

૶
৔
の
観
ଌ
を
行
い
、
ਫ
࢈
資
源
の
ҭ
成
৔
の
ҡ
࣋
・
保

全
活
ಈ
に
力
を
ೖ
れ
て
い
ま
す
。

サ
ワ
ラ
の
単
価
向
上
、
消
費
拡
大

福
Ԭ
県
は
全
ࠃ
༗
数
の
サ
ワ
ラ
の
ړ
৔
で
、
中
で
も
ࢳ

ౡ
市
は
県
内
一
の
ਫ
༲
げ
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
๛
෋
な
ਫ

༲
げ
が
あ
る
サ
ワ
ラ
の
୯
Ձ
を
向
্
さ
せ
る
た
Ί
、「
高

઱
度
ॲ
理
ٕ
術
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
し
、
こ
れ
に
Ԋ

っ
て
઱
度
ҡ
࣋
の
෇
加
Ձ
値
を
༩
え
た
サ
ワ
ラ
を
「
特
઱

本
Ძ㆕

㇏
㇉」
と
名
෇
け
ま
し
た
。
当
ॳ
、
サ
ワ
ラ
の
流
௨
が
੝

ん
な
Ԭ
山
県
の
市
৔
に
出
ՙ
し
て
୯
Ձ
向
্
を
ਤ
っ
て
い

ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
地
元
の
福
Ԭ
市
৔
で
も
高
い
ධ
Ձ

を
ಘ
る
こ
と
が
で
き
た
た
Ί
、
ݱ
在
で
は
県
内
で
の
さ
ら

な
る
ফ
අ
֦
大
を

目
ࢦ
し
て
औ
り
組

ん
で
い
ま
す
。
۩

体
的
に
は
、
̟
̛

ࢳ
ౡ
ࢤ
ຎ
の
࢛
ق

や
地
元
の
ҿ
食
ళ

と
連
携
し
て
、「
ࢳ

ౡ
さ
わ
ら
フ
ェ

ア
」
を
०
の
ౙ
ظ

に
ຖ
年
開
催
し
て

◆◆◆

い
ま
す
。
ࡢ
年
で
５
回
目
を
ܴ
え
た
同
フ
ェ
ア
の
認
஌
度

と
ධ
Ձ
は
֬
実
に
向
্
し
て
お
り
、
ফ
අ
֦
大
の
一
໾
を

担
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
で
大
臣
賞

ࢳ
ౡ
ړ
協
で
は
、
こ
う
し
た
さ
ま
͟
ま
な
औ
り
組
み
を

௨
͡
て
ړ
業
者
の
ॴ
ಘ
向
্
、
活
気
あ
る
ړ
ଜ
の
ܗ
成
を

目
ࢦ
し
て
い
ま
す
。
こ
の
΄
か
に
も
、
行
੓
と
ړ
協
で
ߏ

成
さ
れ
る
「
̟
̛
ࢳ
ౡ
ϒ
ラ
ン
ド
認
定
ҕ
һ
ձ
」
を
つ
く

り
、̒
࣍
࢈
業
化
へ
の
ਪ
঑
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
̟
̛
ࢳ
ౡ
ϒ
ラ
ン
ド
ロ
ΰ
も
作
成
し
、
঎

඼
の
෇
加
Ձ
値

向
্
と
ൢ
࿏
֦

大
に
औ
り
組
ん

で
い
ま
す
。
̟

̛
ࢳ
ౡ
ࢤ
ຎ
の

࢛
ق
を
中
৺
と

し
た
࢈
地
௚
ച

ॴ
を
継
ଓ
し
て

運
営
し
、
ړ
業

◆◆◆

者
の
ॴ
ಘ
向
্
に
つ
な
が
る
よ
う
な
ࢳ
ౡ
࢈
ਫ
࢈
෺
を
使

用
し
た
加
工
඼
開
発
の
ݕ
౼
も
進
Ί
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
ࢳ。

ౡ
ړ
協
の
一
連
の
औ
り
組
み
は
「
ฏ
成
ú÷
年
度
඿
の

活
力
࠶
生
プ
ラ
ン
೶
ྛ
ਫ
࢈
大
ਉ
৆
」
を
ड
৆
し
、
全
ࠃ

的
に
も
高
い
ධ
Ձ
を
ಘ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
඿
の
活
力

࠶
生
プ
ラ
ン
は
ॴ
ಘ
向
্
を
目
的
と
し
た
５
年
間
の
௕
ظ

プ
ラ
ン
で
、
設
定
し
た
ج
४
年
度
に
ର
し
、
目
標
と
な
る

ฏ
成
ú÷
年
度
の
ॴ
ಘ
を 

øü
％
ア
ッ
プ
さ
せ
る
こ
と
に
成
功

し
ま
し
た
。
ࠓ
後
も
、
ړ
業
者
に
よ
る
さ
ま
͟
ま
な
औ
り

組
み
を
௨
͡
て
ҟ
業
छ
と
の
連
携
を
ਂ
Ί
、
ॴ
ಘ
の
向
্

と
地
域
全
体
の
活
性
化
に
౒
Ί
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。JF 糸島ブランド商品の一覧

令和元年 12月にリニューアルしたカキ小屋

「第 5回糸島さわらフェア」のポスター
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り
出
す
࣋
ଓ
Մ
ೳ
な「
自
ओ
地4

ཱ
の
ま
ち
ͮ
く
り
」を
テ
ー

マ
と
す
る
。
こ
れ
は
後
に
見
る「
ロ
ー
カ
ル
フ
Ỹ
ー
ス
ト
」

と
い
う
理
೦
を
ま
ち
な
か
の
۩
体
的
な
ビ
ジ
ω
ス
に
མ
と

し
込
Ή
औ
り
組
み
と
ݴ
い
׵
え
て
も
い
い
。そ
の
う
え
で
、

地
域
の
一
人
当
た
り
ॴ
ಘ
の
増
加
と
ま
ち
の
Ձ
値
の
্
ঢ

を
目
ࢦ
す
औ
り
組
み
を
঎
工
ձ
ٞ
ॴ
が
཰
ઌ
し
て
行
う
こ

と
を
提
起
し
た
い
。

求
め
ら
れ
る
民
間
の
経
営
セ
ン
ス

目
下
ࠃ、
を
ڍ
げ
て
地
ํ
૑
生
が
進
Ί
ら
れ
て
い
る
が
、

多
く
の
地
域
は
人
口
、
特
に
生
࢈
年
ྸ
人
口
の
減
少
に
௚

໘
し
、
ઌ
の
見
え
な
い
ঢ়
گ
が
ଓ
い
て
い
る
。
そ
ん
な
中

で
も
地
域
ܦ
ࡁ
を
ҡ
࣋
し
地
域
が
自
ཱ
し
て
い
く
た
Ί
に

は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。
行
੓
や
༷
ʑ
な
ػ
関
、
住
民
が

連
携
・
協
力
し
て
「
魅
力
あ
る
࢓
事
」
や
「
住
み
や
す
い

ま
ち
」
を
つ
く
り
্
げ
る
こ
と
だ
と
ݴ
っ
て
し
ま
え
͹
؆

୯
だ
が
、
そ
の
実
ફ
は
な
か
な
か
に
೉
し
い
。

少
子
高
ྸ
化
の
࣌
୅
に
な
っ
て
ٱ
し
く
、行
੓
は
福
ࢱ
・

ҩ
ྍ
෼
໺
を
中
৺
と
す
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
多
く
の
力
を

ׂ
か
͟
る
を
ಘ
な
い
ঢ়
گ
に
あ
る
。
Ք
ぎ
手
の
減
少
で
ࡒ

੓
は
ݫ
し
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
自
治
体
の
༧
ࢉ
組
み
は
ࢧ

出
を
ߟ
え
る
こ
と
が
ओ
で
あ
り
、
地
域
の
中
で
お
カ
ω
を

回
し
て
ܦ
ࡁ
を
活
性
化
す
る
と
い
う
発
想
に
๡
し
い
と
い

う
声
も
ฉ
か
れ
る
。
ܦ
ࡁ
ޮ
཰
を
ҙ
ࣝ
し
つ
つ
ௐ
和
の
と

れ
た
地
域
社
ձ
を
つ
く
り
出
す
た
Ί
に
は
、
૑
ҙ
工
෉
と

ܦ
営
η
ン
ス
で
事
業
を
行
っ
て
い
る
（
そ
う
で
な
け
れ
͹

や
っ
て
い
け
な
い
）
民
間
事
業
者
の
஌
ܙ
が
པ
り
に
な
る

は
ず
で
あ
る
。

ଞ
ํ
、
地
域
の
事
業
者
・
ܦ
営
者
に
し
て
み
れ
͹
、
地

域
の
活
性
化
は
社
ձ
的
՝
୊
で
あ
る
Ҏ
前
に
ࢮ
活
໰
୊
で

は
じ
め
に

「
ま
ち
ͮ
く
り
」
は
、「
町
作
り
」
と
か
「
֗
଄
り
」
と

い
っ
た
׽
ࣈ
で
ද
さ
な
い
ݴ
༿
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。

「
町
」
が
行
੓
区
域
を
、「
֗
」
が
௨
り
で
区
੾
ら
れ
た
֗

区
と
い
う
地
理
的
な
৔
ॴ
を
ද
す
ҹ
৅
の
文
ࣈ
で
あ
る
の

に
ର
し
、「
ま
ち
」
は
人
ʑ
の
฻
ら
し
が
ଉ
ͮ
く
地
域
を

イ
メ
ー
ジ
さ
せ
、
ฉ
い
た
と
き
の
ޠ
感
か
ら
は
૬
ର
的
に

に
ぎ
や
か
な
৔
ॴ
が
思
い
ු
か
Ϳ
。

ま
た
、「
作
る
」「
଄
る
」
が
ର
৅
と
な
る
モ
ノ
の
存
在

を
想
起
さ
せ
る
一
ํ
、「
つ
く
る
」
は
「
૑
る
」
を
ؚ
Ί

て
モ
ノ
の
ݶ
定
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
な
い
。
ฏ
Ծ
名
の
「
ま

ち
ͮ
く
り
」
は
、
৔
ॴ
や
モ
ノ
の
֓
೦
を
௒
え
た
、
฻
ら

し
や
に
ぎ
わ
い
と
い
う
Ձ
値
の
向
্
に
つ
な
が
る
औ
り
組

み
の
૯
শ
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
、
୭
も
が
こ
れ
に
参
画

し
進
Ί
て
い
け
る
、
い
や
積
極
的
に
関
わ
る
べ
き
地
域
活

性
化
ࡦ
の
本
࣭
で
あ
り
、
一
छ
の
運
ಈ
と
し
て
一
般
用
ޠ

に
な
っ
て
い
る
。

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
へ

文
ࣈ
や
ݴ
༿
は
ど
う
で
あ
れ
、
い
わ
Ώ
る
ま
ち
ͮ
く
り

は
༷
ʑ
な
ܗ
で
進
Ί
ら
れ
て
き
た
。
祭
り
や
঎
ళ
֗
イ
ベ

ン
ト
な
ど
の
に
ぎ
や
か
な
演
出
は
ど
こ
で
も
行
わ
れ
て
い

る
が
、
一
ա
性
の
ू
客
で
は
地
域
の
活
力
を
ҡ
࣋
す
る
源

泉
に
な
り
に
く
い
。
ま
た
、ま
ち
ͮ
く
り
は
行
੓
の
࢓
事
、

ิ
ॿ
ۚ
པ
み
、
ハ
コ
モ
ノ
を
଄
っ
て
ऴ
わ
り
と
い
う
「
お

্
的
発
想
」
か
ら
ൈ
け
੾
れ
て
い
な
い
地
域
も
あ
る
。
行

੓
と
民
間
が
お
ޓ
い
に
「
あ
な
た
೚
せ
」
の
よ
う
な
ҙ
ࣝ

に
な
っ
て
い
る
と
、魅
力
あ
る
ま
ち
ͮ
く
り
は
進
ま
な
い
。

ま
ち
ͮ
く
り
は
、
ࡒ
੓
運
営
、
市
৔
ܦ
ࡁ
ҡ
࣋
・
発
展

の
た
Ί
の
؀
ڥ
੔
උ
な
ど
と
同
͡
く
行
੓
が
担
う
べ
き
大

੾
な
࢓
事
で
あ
る
が
、
ビ
ジ
ω
ス
を
行
う
の
と
同
༷
に
、

੹
೚
ओ
体
を
໌
֬
に
し
て
地
域
に
お
カ
ω
が
回
る
ܗ
で
進

Ί
な
け
れ
͹
࣋
ଓ
Մ
ೳ
に
は
な
ら
な
い
。
民
間
の
ܦ
営
感

֮
を
生
か
す
こ
と
が
ෆ
Մ
ܽ
で
あ
る
。

本
ߘ
は
、
ま
ち
ͮ
く
り
に
民
間
企
業
や
住
民
が
ओ
体
的

に
関
わ
り
、
地
域
に
お
い
て
ܦ
ࡁ
の
޷
॥
؀
を
自
ら
つ
く

地
域
の
経
済
団
体
と
ま
ち
づ
く
り

Ổ
ॴ
ಘ
の
増
加
と
ま
ち
の
Ձ
値
্
ঢ
を
目
ࢦ
す
Ổ

民
間
主
導
で
「
自
主
地4

立
」
の
ま
ち
づ
く
り

五
十
嵐
　
克
也

日
本
商
工
会
議
所
地
域
振
興
部
長
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あ
る
。
事
業
を
௨
͡
て
ま
ち
ͮ
く
り
と
い
う
大
き
な
地
域

ܦ
ࡁ
の
॥
؀
に
積
極
的
に
参
画
し
、
ビ
ジ
ω
ス
ػ
ձ
を
ಘ

な
け
れ
͹
生
き
࢒
れ
な
い
だ
Ζ
う
。
そ
う
し
た
地
域
の
民

間
事
業
者
の
ࢧ
ԉ
と
な
る
事
業
参
画
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

（
ま
ち
ͮ
く
り
の
ಈ
き
や
、
後
ड़
す
る
Ｐ
̛
̞
の
情
報
な

ど
）
の
提
ڙ
も
地
元
঎
工
ձ
ٞ
ॴ
が
果
た
す
べ
き
໾
ׂ
の

一
つ
で
あ
る
。

地
域
経
済
循
環
と
商
工
会
議
所
の
役
割

で
は
、
お
カ
ω
の
॥
؀
と
঎
工
ձ
ٞ
ॴ
の
໾
ׂ
と
い
う

視
点
で
地
域
活
性
化
の
あ
り
ํ
を
ߟ
え
て
み
よ
う
。

お
カ
ω
の
॥
؀
は
、
ᶃ
生
࢈
・
ൢ
ച
し
て
Ք
͙
ᶄ
Ք
い

だ
お
カ
ω
が
෼
഑
さ
れ
る
ᶅ
෼
഑
さ
れ
た
ॴ
ಘ
を
元
手
に

ࢧ
出
（
౤
資
を
ؚ
Ή
）
す
る
、
と
い
う
三
つ
の
流
れ
の
॥

؀
に
୯
७
化
で
き
る
。

ᶃ
生
࢈
・
ൢ
ച
し
て
Ք
͙
と
は
、
地
域
の
࢈
業
が
࢈
出
す

る
঎
඼
や
サ
ー
ビ
ス
の
ऩ
ӹ
（
෇
加
Ձ
値
）
を
増
や
す
こ

と
で
あ
る
。
࢓
事
の
ޮ
཰
化
（
生
࢈
性
向
্
）
に
よ
り
も

う
け
が
増
え
れ
͹
地
域
で
回
る
お
カ
ω
の
ྔ
は
増
え
る
。

ᶄ
Ք
い
だ
お
カ
ω
が
୭
の
手
に
౉
る
の
か
に
も
着
目
す
る

ඞ
ཁ
が
あ
る
。
東
京
資
本
の

工
৔
が
多
け
れ
͹
ऩ
ӹ
は
東

京
に
行
っ
て
し
ま
う
。
市
外

の
勤
務
者
が
多
け
れ
͹
市
内

の
人
ʑ
の
ऩ
ೖ
ア
ッ
プ
に
つ

な
が
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
。

ᶅ
ॴ
ಘ
の
使
い
道
は
さ
ら
に

重
ཁ
で
あ
る
。
せ
っ
か
く
域

内
の
企
業
が
も
う
け
て
も
、

地
域
の
人
ʑ
の
手
に
౉
っ
た

お
カ
ω
が
、
ങ
い
෺
や
औ
Ҿ

を
௨
͡
て
域
外
に
流
出
し
て

し
ま
え
͹
、
人
ʑ
の
ऩ
ೖ
を

増
加
さ
せ
る
ޮ
果
は
൒
減
し

て
し
ま
う
。

こ
れ
ら
三
つ
の
৔
໘
を
見

る
と
き
、
目
ࢦ
す
べ
き
ํ
਑

は
ᶃ
地
域
企
業
の
ऩ
ӹ
ア
ッ

プ
ᶄ
地
域
内
の
働
き
手
֬
保

ᶅ
ങ
い
෺
や
औ
Ҿ
ઌ
と
し
て

の
地
元
企
業
の
ҭ
成
、
と
い

う
ൺ
ֱ
的
෼
か
り
や
す
い
も

の
で
あ
る
が
、
実
ݱ
に
向
け

て
は
ス
テ
ッ
プ
が
ඞ
ཁ
で
あ

特 集
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る
。
ど
う
す
れ
͹
い
い
だ
Ζ
う
か
。

大
੾
な
の
は
、
ま
ず
地
域
ܦ
ࡁ
に
係
る
お
カ
ω
の
流
れ

を
客
観
的
な
σ
ー
タ
で
つ
か
Ή
と
と
も
に
、
地
域
の
࢈
業

の
強
み
や
ऑ
み
を
೺
Ѳ
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
౿

ま
え
た
࢈
業
ৼ
ڵ
、
地
域
の
Ձ
値
の
向
্
と
い
う
目
標
に

向
か
っ
て
ま
ち
ͮ
く
り
を
ߟ
え
、
۩
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン

に
つ
な
げ
て
い
く
。
こ
う
し
た
作
業
を
௨
͡
て
、
外
か
ら

企
業
を
༠
க
し
よ
う
と
い
う
چ
དྷ
の
発
想
に
と
ら
わ
れ
ず
、

地
域
の
中
で
ど
の
よ
う
に
す
れ
͹
一
人
当
た
り
ॴ
ಘ
を
৳

͹
せ
る
か
と
い
う
発
想
に
స
׵
す
る
こ
と
が
ඞ
ཁ
で
あ
る
。

こ
う
し
た
発
想
の
స
׵
を
ଅ
し
、
民
間
が
思
い
ඳ
く
ま

ち
の
ະ
དྷ
像
や
ক
དྷ
像
を
「
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
し
て
ま
と
Ί
、

ま
ち
ͮ
く
り
の
「
ア
ク
シ
ョ
ン
」
に
ま
で
མ
と
し
込
Ή
こ

と
が
重
ཁ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
は
、
ݸ
ʑ
の
企

業
は
も
と
よ
り
行
੓
が
担
う
こ
と
も
な
か
な
か
ࠔ
೉
で
あ

る
。
民
間
事
業
者
に
日
ʑ
઀
し
、
൴
ら
の
஌
ܙ
や
ҙ
見
を

ま
と
Ί
ಘ
る
「
地
域
૯
合
ܦ
ࡁ
団
体
」
た
る
঎
工
ձ
ٞ
ॴ

こ
そ
が
ओ
体
的
に
担
う
べ
き
໾
ׂ
と
ߟ
え
る
。

実
ࡍ
に
、
঎
工
ձ
ٞ
ॴ
が
ま
ち
ͮ
く
り
に
関
す
る
事
業

ܭ
画
や
ビ
ジ
ョ
ン
を
࣋
つ
こ
と
が
ア
ク
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
っ

て
い
る
事
ྫ
は
多
く
あ
る
。
Ҏ
下
の
全
ࠃ
ௐ
ࠪ
か
ら
も
、

܏
向
の
一
୺
が
う
か
が
え
る
。

ਤ
の
１
と
２
は
、
日
本
঎
工

ձ
ٞ
ॴ
が
実
施
し
た
「
঎
工
ձ

ٞ
ॴ
に
お
け
る
ま
ち
ͮ
く
り
の

औ
り
組
み
に
関
す
る
実
ଶ
ௐ
ࠪ
」

（
２
０
１
９
年
５
݄
公
ද
）
に
ج

ͮ
く
も
の
で
、
ま
ち
ͮ
く
り
を

֤
地
঎
工
ձ
ٞ
ॴ
の
事
業
ܭ
画

や
ビ
ジ
ョ
ン
に
Ґ
置
෇
け
て
い

る
か
൱
か
が
、
実
ࡍ
の
ア
ク
シ
ョ

ン
の
༗
ແ
に
Ө
ڹ
し
て
い
る
こ

と
が
෼
か
る
。

ま
ち
ͮ
く
り
を
行
う
্
で
の

大
き
な
՝
୊
で
あ
る
ۭ
き
ళ
ฮ

ର
ࡦ
に
つ
い
て
の
回
౴
を
見
て

み
よ
う
。

ま
ち
ͮ
く
り
を
ビ
ジ
ョ
ン
౳

に
Ґ
置
෇
け
て
い
る
঎
工
ձ
ٞ

ॴ
は
、
そ
う
で
な
い
ձ
ٞ
ॴ
に

ൺ
べ
、
ۭ
き
地
・
ۭ
き
ళ
ฮ
ର

ࡦ
を
行
っ
て
い
る
ׂ
合
が
û÷
％

Ҏ
্
高
い
（
ਤ
１
）。

さ
ら
に
、
ਤ
２
に
あ
る
「
ま

ち
ͮ
く
り
ձ
社
」
の
設
ཱ
に
ର
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大
型
ප
Ӄ
੻
地
に
、地
域
の
「
食
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
঎
業
施
設
「
フ
ラ
ノ
・
マ
ル

シ
ェ
」を
੔
උ
し
た
。「
ル
ー
ラ
ル（
田
ࣷ
）

ʴ
ア
ー
バ
ン
（
都
ձ
）
ử
ル
ー
バ
ン
・
フ

ラ
ノ
」
と
の
コ
ン
η
プ
ト
を
体
ݱ
し
、
観

光
客
も
住
民
も
௕
く
଺
在
で
き
る
ง
ғ
気

ͮ
く
り
に
成
功
。
ܰ
食
Ҏ
外
の
ҿ
食
ళ
を

設
け
ず
、
प
ล
঎
ళ
֗
へ
の
༠
ಋ
を
ਤ
っ

て
い
る
。

ớ
̎
Ờ
ܦ
Ң

෋
ྑ
໺
市
で
は
、
ຖ
年
２
０
０
ສ
人
も

の
観
光
客
が
あ
る
も
の
の
、
中
৺
市
֗
地

へ
の
回
流
が
ø÷
ສ
人
に
ຬ
た
な
い
ঢ়
گ
が

ଓ
い
て
い
た
。
そ
う
し
た
な
か
、
中
৺
෦

の
市
ཱ
ප
Ӄ
が
移
స
す
る
事
ଶ
が
発
生
。

こ
れ
を
ड
け
、
中
৺
市
֗
地
活
性
化
๏
に

定
Ί
る
協
ٞ
ձ
に
お
い
て
、
঎
工
ձ
ٞ
ॴ

の
໾
һ
（
事
業
者
）
を
中
৺
に
、
঎
ళ
֗

の
ళ
ओ
や
行
੓
৬
һ
が
加
わ
っ
て
ま
ち
ͮ

く
り
の
ܭ
画
を
作
り
্
げ
た
。
چ
中
活
๏

࣌
୅
に
設
ཱ
さ
れ
て
い
た
ま
ち
ͮ
く
り
ձ

社
を
σ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
化
し
、
ձ
ٞ
ॴ
の
ձ

಄
を
中
৺
に
民
間
の
み
で
資
本
を
増
強
し

つ
つ
、オ
ー
ル
෋
ྑ
໺
体
制
を
ߏ
ங
し
た
。

当
֘
ま
ち
ͮ
く
り
ձ
社
は
ෳ
合
施
設
の
オ
ー
ナ
ー
と
な
っ

て
ऩ
ӹ
を
্
げ
、
ま
ち
ͮ
く
り
事
業
の
࠶
౤
資
が
Մ
ೳ
に

な
っ
た
。

ớ
̏
Ờ
成
Ռ

フ
ラ
ノ
・
マ
ル
シ
ェ
の
औ
り
組
み
に
よ
る
๺
ւ
道
内
へ

の
ܦ
ࡁ
ޮ
果
は
、
２
０
１
̒
年
ま
で
の
̒
年
間
で
１
１
３

ԯ
ԁ
Ҏ
্
と
試
ࢉ
さ
れ
た
෼
ੳ
レ
ϙ
ー
ト
が
あ
る
（
ੴ
ݪ

す
る
関
༩
に
つ
い
て
も
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
࣋
つ
঎
工
ձ
ٞ
ॴ

は
、
࣋
た
な
い
ձ
ٞ
ॴ
に
ൺ
べ
、
ま
ち
ͮ
く
り
ձ
社
の
設

ཱ
に
関
༩
し
て
い
る
ׂ
合
が
ù÷
％
Ҏ
্
高
い
。
൓
ର
に
、

ビ
ジ
ョ
ン
を
࣋
た
な
い
ձ
ٞ
ॴ
の
地
域
で
は
、
ま
ち
ͮ
く

り
ձ
社
を
設
ཱ
し
て
な
い
ׂ
合
が
ú÷
％
Ҏ
্
高
い
。

こ
の
よ
う
に
、
঎
工
ձ
ٞ
ॴ
が
ま
ち
ͮ
く
り
に
関
す
る

ビ
ジ
ョ
ン
を
࣋
つ
こ
と
は
、
ݸ
ผ
۩
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン

だ
け
で
な
く
、
継
ଓ
的
な
ま
ち
ͮ
く
り
を
行
う
組
৫
ͮ
く

り
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、（
本
ߘ

で
は
৮
れ
て
い
な
い
が
）
中
৺
市
֗
地
活
性
化
ܭ
画
や
ཱ

地
ద
ਖ਼
化
ܭ
画
認
定
へ
の
関
༩
と
い
う
地
域
全
体
の
՝
୊

へ
の
औ
り
組
み
に
つ
な
が
っ
て
い
る
σ
ー
タ
も
あ
る
。

「
自
主
地4

立
」
の
取
り
組
み

こ
こ
ま
で
、
঎
工
ձ
ٞ
ॴ
が
ま
ち
ͮ
く
り
に
果
た
す
໾

ׂ
の
重
ཁ
性
や
、
ア
ク
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
る
カ
Ϊ
が
何
で

あ
る
か
を
見
て
き
た
。
࣍
は
ア
ク
シ
ョ
ン
の
実
ྫ
と
し
て

঎
工
ձ
ٞ
ॴ
の
存
在
が
֩
と
な
っ
て
進
Ί
ら
れ
た
事
業
を

ೋ
つ
঺
介
す
る
。
ど
ち
ら
も
、
঎
工
ձ
ٞ
ॴ
の
ٻ
৺
力
を

എ
ܠ
と
し
、
地
元
事
業
者
の
ܦ
営
η
ン
ス
と
૑
ҙ
工
෉
に

よ
っ
て
企
画
・
実
施
さ
れ
た
民
間
の
औ
り
組
み
で
あ
り
、

自
ओ
地4

ཱ
の
ま
ち
ͮ
く
り
を
体
ݱ
し
て
い
る
。
ඞ
ཁ
な
行

੓
ࢧ
ԉ
は
ड
け
た
が
、
ऩ
ӹ
を
生
み
出
し
て
自
ཱ
に
向
か

い
ࠓ、
も
࣋
ଓ・発
展
し
て
い
る
点
が
大
き
な
ϙ
イ
ン
ト
だ
。

【
̘
̰
͂
̴
̍
】 

ϑ
ラ
ϊ
ɾ
Ϛ
ϧ
シ
ỻ

 

ớ
๺
ւ
ಓ
ɾ
෋
ྑ
໺
঎
޻
ձ
ٞ
ॴ
Ờ

ớ
̍
Ờ
·
ͪ
ͮ
͘
Γ
ͷ
֓
ཁ

２
０
１
０
年
、「
;
ら
の
ま
ち
ͮ
く
り
ג
式
ձ
社
」
は
、

෢
੓
΄
か 

２
０
１
̓
年
）。
ま
ち
ͮ
く
り
ձ
社
が
あ
げ
た

ऩ
ӹ
は
、「
ル
ー
バ
ン
・
フ
ラ
ノ
」
ୈ
２
஄
と
し
て
、
２

０
１
５
年
、
ྡ
઀
֗
区
に
௞
ି
マ
ン
シ
ョ
ン
、
ク
リ
ニ
ッ

ク
౳
を
ซ
設
す
る「
ω
ー
ϒ
ル
タ
ウ
ン
」開
設
に
つ
な
が
っ

た
。
２
０
１
８
年
̒
݄
に
は
さ
ら
に
॓
ധ
施
設
を
݉
Ͷ
උ

え
た
観
光
ަ
流
ڌ
点
「
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ェɹ

フ
ラ
ノ
」
も

オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。
こ
う
し
た
औ
り
組
み
に
よ
り
、
２
０

特 集

21 2020・2月号 地域づくり 特集編 2020・2月号地域づくり 特集編 20



１
９
年
の
中
৺
市
֗
地
࿏
線
Ձ
は
̒
年
連
ଓ
্
ঢ
し
て
２

０
１
３
年
ൺ
úø
％
増
と
な
り
、「
ま
ち
の
Ձ
値
」
を
高
Ί

る
結
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

【
̘
̰
͂
̴
̎
】
༄
ౡ
ε
ϙ
ー
π
ެ
Ԃ 

 

ớ
ਆ
ಸ
઒
ݝ
ɾ
כ
έ
࡚
঎
޻
ձ
ٞ
ॴ
Ờ

ớ
̍
Ờ
ロ
ー
Χ
ϧ
ϑ
Ỹ
ー
ε
τ

ロ
ー
カ
ル
フ
Ỹ
ー
ス
ト
は
、
地
域
に
あ
る
も
の
を
活
用

し
よ
う
と
い
う
ϙ
ー
ト
ラ
ン
ド
（
ถ
ࠃ
オ
レ
ΰ
ン
भ
）
な

ど
か
ら
ੈ
ք
に
޿
ま
っ
た
地
域
活
性
化
の
運
ಈ
で
あ
る
。

כ
ケ
࡚
঎
工
ձ
ٞ
ॴ
ձ
಄
は
こ
の
ロ
ー
カ
ル
フ
Ỹ
ー
ス
ト

を
ま
ち
ͮ
く
り
の
中
৺
に
据
え
た
活
ಈ
を
展
開
し
て
い

る
。
ࡒ
団
を
設
ཱ
し
、
本
の
ץ
行
や
シ
ン
ϙ
ジ
ウ
ム
の
開

催
の
΄
か
、
ۭ
き
ళ
ฮ
活
用
な
ど
を
ਫ਼
力
的
に
ਪ
進
中
で

あ
る
。

ớ
̎
Ờ
̥
̛
̞
事
業
΁
ͷ
औ
Γ
૊
Έ

ࠃ
の
ํ
਑
も
あ
っ
て
כ
ケ
࡚
市
で
も
Ｐ
̛
̞
（
Ｐ
́
̸

ͅ
̰
̓
̴ 

̛
̸
̽
̰
̽
̲
̴ 

̞
̽
̸
̓
̸
̰
̓
̸
ͅ
̴
）

事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
大
手
企
業
が
མ
ࡳ
し
、
地
域

に
は
資
ۚ
も
࢓
事
も
ノ
ウ
ハ
ウ
も
࢒
ら
な
い
ঢ়
گ
と
な
っ

て
い
た
。
ロ
ー
カ
ル
フ
Ỹ
ー
ス
ト
の
ߟ
え
に
の
っ
と

り
地
元
企
業
が
མ
ࡳ
し
て
こ
そ
地
域
ܦ
ࡁ
に
޷
॥
؀

が
生
ま
れ
、
Ｐ
̛
̞
事
業
の
ҙ
ٛ
も
高
ま
る
と
ߟ
え

て
い
た
঎
工
ձ
ٞ
ॴ
ձ
಄
は
、
当
࣌
市
が
ื
ू
し
て

い
た
༄
ౡ
ス
ϙ
ー
ツ
公
Ԃ
੔
උ
事
業
に
、
地
元
企
業

グ
ル
ー
プ
を
औ
り
ま
と
Ί
て
応
ࡳ
。
大
手
企
業
グ

ル
ー
プ
を
ഁ
っ
て
མ
ࡳ
し
、
本
事
業
の
実
施
、
運
営

に
औ
り
組
ん
で
い
る
。

ớ
̏
Ờ
成
Ռ

同
運
ಈ
公
Ԃ
・
施
設
は
市
営
で
あ
る
が
、
地
元
企

業
グ
ル
ー
プ
が
設
ܭ
・
ݐ
設
か
ら
運
営
ま
で
行
う
こ

と
で
ར
用
者
の
ニ
ー
ζ
に
き
Ί
ࡉ
か
く
ର
応
す
る
こ

と
が
Մ
ೳ
と
な
っ
て
い
る
。
行
੓
௚
営
で
は
ظ
଴
で

き
な
い
よ
う
な
レ
ス
ト
ラ
ン
や
֤
छ
テ
ナ
ン
ト
な
ど

も
魅
力
と
な
っ
て
、
施
設
の
Ք
働
཰
は
事
業
ܭ
画
্

の
ଛ
ӹ
෼
ذ
点
で
あ
る
̒
ׂ
を
大
き
く
্
回
る
８
ׂ

を
ҡ
࣋
し
て
い
る
。
こ
の
事
業
に
よ
り
、
地
元
に
ܦ

ࡁ
೾
ٴ
ޮ
果
を
も
た
ら
す
৽
し
い
ビ
ジ
ω
ス
と
人
ʑ

に
と
っ
て
の
魅
力
あ
る
ڌ
点
が
૑
出
さ
れ
た
こ
と
は

特
筆
に
値
す
る
。

Ҏ
্
、
地
域
へ
の
೾
ٴ
ޮ
果
が
大
き
な
ハ
ー
ド
੔

උ
を
民
間
ओ
ಋ
で
行
っ
た
２
つ
の
事
ྫ
を
औ
り
্
げ
た

が
、
ま
ち
の
Ձ
値
を
高
Ί
る
に
は
༷
ʑ
な
ア
プ
ロ
ー
ν
が

Մ
ೳ
で
あ
る
。
本
特
ू
で
も
঺
介
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

人
ࡐ
ҭ
成
や
地
元
で
の
૑
業
ࢧ
ԉ
と
い
っ
た
ソ
フ
ト
的
な

औ
り
組
み
も
、
も
ち
Ζ
ん
重
ཁ
で
あ
り
、
多
く
の
঎
工
ձ

ٞ
ॴ
で
実
ફ
さ
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
わ
が
ま
ち
の
強
み
を
認
ࣝ
し
、
地

域
の
人
ʑ
が
目
ࢦ
す
ํ
向
を
共
༗
す
る
こ
と
が
、「
自
ओ

地4

ཱ
」
の
カ
Ϊ
と
な
る
。

お
わ
り
に

２
０
２
０
年
度
か
ら
৽
た
な
「
ま
ち
・
ͻ
と
・
し
ご
と

૑
生
૯
合
ઓ
ུ
」に
ج
ͮ
く
ୈ
２
ظ
地
ํ
૑
生
が
࢝
ま
る
。

ै
དྷ
の「
し
ご
と
」起
点
か
ら
、「
ま
ち
」起
点
の
ア
プ
ロ
ー

ν
が
௥
加
さ
れ
て
お
り
、「
Ք
͙
地
域
」
や
「
魅
力
あ
る

地
域
」と
い
っ
た
ݴ
༿
が
ج
本
目
標
に
໌
ه
さ
れ
て
い
る
。

人
口
減
少
は
ड
け
ೖ
れ
͟
る
を
ಘ
な
い
な
か
、「
Ք
͙
」

「
魅
力
あ
る
」
地
域
を
実
ݱ
す
る
た
Ί
に
は
、
行
੓
の
ࢧ

ԉ
を
ಘ
つ
つ
も
、
民
間
が
前
໘
に
ཱ
っ
て
ま
ち
ͮ
く
り
に

औ
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
ٻ
Ί
ら
れ
る
。
地
ํ
૑
生
の
実

ݱ
は
、
׭
民
を
ڍ
げ
た
૯
力
ઓ
で
あ
る
。

঎
工
ձ
ٞ
ॴ
は
、
׭
民
連
携
・
民
民
連
携
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
໾
ׂ
を
担
い
、
ま
す
ま
す
そ
の
強
化
が
ٻ
Ί

ら
れ
て
い
る
。
日
本
঎
工
ձ
ٞ
ॴ
と
し
て
も
、
֤
地
঎
工

ձ
ٞ
ॴ
の
活
ಈ
に
ର
す
る
൐
૸
ࢧ
ԉ
を
֦
ॆ
し
て
い
く

が
、
地
域
の
事
業
者
（
中
খ
企
業
・
খ
ن
໛
事
業
者
）
が

大
き
く
減
少
܏
向
に
あ
る
な
か
、
そ
れ
ら
を
ձ
һ
と
す
る

全
ࠃ
５
１
５
঎
工
ձ
ٞ
ॴ
の
ࡒ
੓
・
運
営
ج
൫
は
ඞ
ず
し

も
強
ݻ
な
も
の
で
は
な
い
。
঎
工
ձ
ٞ
ॴ
の
໾
ׂ
の
大
き

さ
に
ؑ
み
ࠃ、
な
ど
に
よ
る
一
૚
の
ࢧ
ԉ
を
ظ
଴
し
た
い
。
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地域
TOPICS
トピックス

Ξϯςφ
γϣοϓ঺հ東

京
で
も
一
౳
地
の
ۜ
࠲
や
༗
ָ
町
प

ล
で
、
自
治
体
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
が

特
࢈
඼
な
ど
の
ൢ
ച
や
Ｐ
Ｒ
に
力
を
ೖ
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
魅
力
を
高
Ί
る
た
Ί
、

֤
ళ
ฮ
で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
実
施
し
て
き

た
こ
と
が
一
般
ࡒ
団
๏
人
地
域
活
性
化
η

ン
タ
ー
の
ௐ
ࠪ
で
෼
か
っ
た
。
同
η
ン
タ

ー
は
「
๚
日
外
ࠃ
人
ର
応
や
２
０
２
０
年

の
東
京
ޒ
ྠ
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
見
据

え
た
も
の
」
と
෼
ੳ
。
よ
り
多
く
の
人
に

๚
れ
て
も
ら
お
う
と
、
イ
ン
タ
ー
ω
ッ
ト

ަ
流
サ
イ
ト
（
̨
Ｎ
̨
）
を
使
っ
て
情
報

発
信
す
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
る
。

改
装
後
、
売
り
上
げ
増
の
店
も

地
域
活
性
化
η
ン
タ
ー
に
よ
る
と
、
コ

ン
ビ
ニ
や
঎
業
ビ
ル
の
一
෦
に
ซ
設
さ
れ

た
も
の
も
ؚ
Ί
、
２
０
１
９
年
４
݄
ݱ
在

で
都
内
に
þĀ
ళ
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
が

あ
る
。
そ
の
う
ち
、
ௐ
ࠪ
の
ର
৅
は
、
自

治
体
ओ
体
の
ಠ
ཱ
し
た
常
設
ళ
ฮ
ý÷
ళ

で
、
い
ず
れ
も
ա
ڈ
最
多
と
な
っ
た
。

ௐ
ࠪ
で
は
、
ý÷
ళ
の
൒
数
に
当
た
る
ú÷

ళ
で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
（
վ
૷
も
し
く
は
移

స
）
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
൑
໌
。
内
༁

は
２
０
１
９
年
度
が
４
ళ
、
２
０
１
８
年

度
が
ø÷
ళ
、
２
０
１
̓
年
度
が
５
ళ
、
２

０
１
５
、
２
０
１
̒
年
度
が
֤
３
ళ
、
２

０
１
０
年
度
Ҏ
前
が
５
ళ
だ
っ
た
。
地
元

の
食
ࡐ
を
提
ڙ
す
る
ҿ
食
ス
ペ
ー
ス
に
工

෉
を
施
す
ྫ
が
多
く
、「
߳
઒
・
愛
ඤ
せ

と
う
ち
०
࠼
館
」（
߳
઒
・
愛
ඤ
県
）
で

は
地
ञ
コ
ー
ナ
ー
を
֦
ॆ
し
、
ҿ
食
ళ
の

ݸ
ࣨ
を
設
置
、「
ද
参
道
・
৽
ׁ
館
ω
ス

パ
ス
」（
৽
ׁ
県
）
で
は
ཱ
ち
ҿ
み
ス
ペ

ー
ス
を
৽
設
、「
൧
๛
町
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ

ッ
プ
̞
̞
Ｄ
Ｅ
」（
山
ܗ
県
൧
๛
町
）
で

は
ҿ
食
ϒ
ー
ス
を
ఫ
ڈ
し
テ
ー
ク
ア
ウ
ト

中
৺
の
運
営
に
移
行
す
る
な
ど
し
た
。

「
ͻ
Ζ
し
ま
ϒ
ラ
ン
ド
シ
ョ
ッ
プ
Ｔ
̖

̪
」（
޿
ౡ
県
）
は
２
０
１
̓
年
度
に
վ

૷
し
、
०
の
食
ࡐ
を
使
っ
た
ྉ
理
を
提
ڙ

す
る
カ
フ
ェ
や
઱
ڕ
ച
り
৔
を
設
置
。
２

０
１
８
年
度
の
ച
্
高
は
ॳ
Ί
て
ø÷
ԯ
ԁ

を
௒
え
た
と
い
う
。
２
０
０
９
年
の
ௐ
ࠪ

開
࢝
Ҏ
߱
、
ø÷
ԯ
ԁ
を
௒
え
る
ళ
は
「
๺

ւ
道
ど
さ
ん
こ
プ
ラ
β
」（
๺
ւ
道
）
の

み
だ
っ
た
が
、
ॳ
Ί
て
２
ళ
に
。
１
ԯ
ԁ

を
௒
え
た
の
は
úþ
ళ
だ
っ
た
。

ま
た
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
運
営
目

的
の
一
つ
に
、「
田
ࣷ
฻
ら
し
・
̪
̟
̞

タ
ー
ン
」
の
Ｐ
Ｒ
や
ଅ
進
を
ڍ
げ
る
と
こ

Ζ
が
ùú
ళ
あ
り
、
そ
の
ޮ
果
が
あ
っ
た
と

の
回
౴
も
前
回
ௐ
ࠪ
よ
り
増
え
た
。
そ
う

し
た
ػ
ೳ
を
強
化
し
よ
う
と「
と
っ
と
り
・

お
か
や
ま
৽
ڮ
館
」（
鳥
औ
・
Ԭ
山
県
）
は
、

ス
タ
ッ
フ
が
常
ற
し
移
住
や
ब
৬
の
૬
ஊ

を
ड
け
෇
け
る
「
移
住
・
し
ご
と
૬
ஊ
コ

ー
ナ
ー
」を
２
０
１
９
年
度
に
৽
設
し
た
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
で
来
場
者
増
へ

２
０
１
８
年
度
の
དྷ
৔
者
を
み
る
と

「
๺
ւ
道
ど
さ
ん
こ
プ
ラ
β
」
が
２
０
０

ສ
人
Ҏ
্
で
ト
ッ
プ
だ
っ
た
。
こ
れ
ま
で

に
վ
૷
を
行
い
、イ
ー
ト
イ
ン
コ
ー
ナ
ー
、

観
光
情
報
な
ど
を
ݕ
ࡧ
で
き
る
タ
ϒ
レ
ッ

ト
୺
຤
を
設
置
し
た
「
と
ち
ま
る
シ
ョ
ッ

プ
」（
ಢ
໦
県
）、
ス
テ
ー
ジ
を
৽
設
し
た

「
ۜ
࠲
わ
し
た
シ
ョ
ッ
プ
」（
ԭ
ೄ
県
）
も

１
５
０
ສ
人
を
௒
え
た
。

ௐ
ࠪ
で
は
、
֤
ళ
で
དྷ
৔
者
の
増
加
や

ར
ศ
性
の
向
্
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
৽
た

な
औ
り
組
み
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
も
෼

か
っ
た
。
޿
報
で
は
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

や
フ
ェ
イ
ス
ϒ
ッ
ク
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど

̨
Ｎ
̨
の
活
用
が
増
加
。
ແ
ྉ
௨
信
ア
プ

リ
「
̡
̞
Ｎ
Ｅ
（
ラ
イ
ン
）」
で
ク
ー
ϙ

ン
を
഑
信
し
た
り
、
数
ྔ
ݶ
定
の
೶
࢈
෺

な
ど
を
ൢ
ച
す
る
日
࣌
や
イ
ベ
ン
ト
情
報

を
஌
ら
せ
た
り
す
る
ྫ
も
出
て
き
た
。
一

ํ
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ω
ッ

ト
の
バ
ナ
ー
޿
ࠂ
は
減
少
し
た
。

ࢧ
෷
い
ํ
๏
も
多
༷
化
し
て
お
り
、
໿

９
ׂ
が
ݱ
ۚ
Ҏ
外
の
ܾ
ࡁ
手
ஈ
を
ಋ
ೖ
。

「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
・
σ
ビ
ッ
ト
カ
ー

ド
」
が
最
も
多
く
ü÷
ళ
に
্
り
、࣍
い
で
、

パ
ス
モ
や
ス
イ
カ
な
ど
の「
ి
子
マ
ω
ー
」

が
úþ
ళ
、「
̦
Ｒ
コ
ー
ド
・
バ
ー
コ
ー
ド

ܾ
ࡁ
」
が
øø
ళ
と
ଓ
く
。
中
ࠃ
人
向
け
の

ܾ
ࡁ
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
「
ア
リ
ペ
イ
」「
ۜ

࿆
カ
ー
ド
」
に
ର
応
し
て
い
る
と
こ
Ζ
も

あ
っ
た
。

―
訪
日
客
対
応
、
売
り
上
げ
増
も
―

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
、

 

改
装
で
魅
力
向
上

時
事
通
信
社
内
政
部
記
者

平
野　

実
季

銀座の「ひろしまブランドショップＴＡＵ」（広島県）１
階の食品売り場。17年度のリニューアルで旬の食材を使
った料理を出すカフェも入った
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地域づくり は人づくり

に
ؼ
っ
て
く
る
た
び
に
、
に
ぎ
わ
い
が
減
っ
て
い
る
な
と

感
͡
て
い
ま
し
た
。
ࢲ
は
、人
が
い
な
く
な
る
ݪ
Ҽ
は「
࢓

事
」
し
か
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
県
内
に
魅
力
的
な
࢓

事
が
あ
れ
͹
、ब
৬
の
た
Ί
首
都
圏
に
人
は
出
て
い
か
ず
、

自
વ
と
人
が
ू
ま
っ
て
き
ま
す
。
し
か
し
、
ळ
田
県
は
起

業
཰
が
全
ࠃ
最
下
Ґ
に
と
ど
ま
る
な
ど
、
そ
も
そ
も
「
ळ

田
で
働
く
」
こ
と
に
ର
す
る
ҙ
ࣝ
が
高
く
な
い
よ
う
に
感

͡
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ळ
田
の
࢓
事
や
働
く
こ
と
へ

の
ҙ
ࣝ
を
何
と
か
し
な
け
れ
͹
な
ら
な
い
と
い
う
思
い

で
、
県
内
֤
地
で
活
ಈ
し
て
い
ま
す
。
起
業
か
ら
̒
年
΄

ど
た
ち
ま
す
が
、
ळ
田
の
人
ࡐ
や
࢓
事
に
ର
す
る
ҙ
ࣝ
は

ม
わ
っ
て
き
て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

―
須
田
さ
ん
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

あ
き
た
૯
ݚ
と
し
て
は
、
企
業
や
自
治
体
な
ど
か
ら
の

ґ
པ
を
ड
け
て
、
組
৫
ͮ
く
り
や
৬
৔
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
ݚ
修
、
人
ࡐ
֬
保
の
ア
ド
バ
イ
β
ー
業
務
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。そ
れ
Ҏ
外
で
ݸ、
人
活
ಈ
と
し
て
༷
ʑ

な
活
ಈ
を
し
て
い
る
ঢ়
گ
で
す
。

ݸ
人
活
ಈ
と
し
て
一
番
大
き
な
企
画
が
、「
ハ
タ
モ
ク
」

で
す
。
学
生
と
社
ձ
人
が
ू
ま
っ
て
、
झ
ຯ
な
ど
の
࿩
୊

か
ら
進
Ί
、
最
ऴ
的
に
自
෼
の
࢓
事
、
働
く
目
的
を
ߟ
え

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
働
く
目
的
は
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
よ
っ
て
ม
わ
る
の
で
、
༷
ʑ
な
人
と
ձ

う
こ
と
が
大
੾
で
す
。
社
ձ
人
が
学
生
に
「
ڭ
え
る
৔
」

で
は
な
く
、
学
生
は
社
ձ
人
か
ら
自
෼
の
ະ
དྷ
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
重
Ͷ
て
想
像
し
、
社
ձ
人
は
学
生
か
ら
成
௕

ҙ
ཉ
や
ν
ャ
レ
ン
ジ
ਫ਼
ਆ
を
学
Ϳ
、
૒
ํ
向
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
औ
る
こ
と
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ハ
タ
モ
ク
に
高
ߍ
生
が
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、

こ
の
よ
う
な
キ
ャ
リ
ア
ڭ
ҭ
は
ૣ
い
ஈ
֊
か
ら
し
た
ํ
が

よ
い
と
ߟ
え
て
࢝
Ί
た
の
が
、
খ
学
生
向
け
の
৬
業
体
ݧ

イ
ベ
ン
ト
「
し
ご
と
ー
ー
い
」
で
す
。
し
ご
と
ー
ー
い
の

「
ೋ
本
๮
（
ー
ー
）」
に
活
ಈ
の
目
的
が
込
Ί
ら
れ
て
い
ま

す
。
一
つ
は
、常
ࣝ
に
「
໰
い
」
を
࣋
つ
。
も
う
一
つ
は
、

お
も
ち
Ỵ
の
「
ト
イ
」。
࢓
事
は
大
ม
だ
け
ど
ָ
し
い
と

い
う
の
が
重
ཁ
で
、
ޘ
ָ
と
は
ҧ
っ
た
ܗ
で
、
ਏ
い
こ
と

や
で
き
な
い
こ
と
と
い
っ
た
น
を
৐
り
ӽ
え
る
ָ
し
さ
を

ܦ
ݧ
し
て
も
ら
う
こ
と
が
目
的
で
す
。
子
ど
も
の
自
ओ
性

を
ଚ
重
し
、
大
人
は
声
を
か
け
て
ྭ
ま
す
だ
け
で
、
ܾ
し

て
手
を
ି
さ
な
い
こ
と
に
気
を
෇
け
て
運
営
し
て
い
ま

す
。
஌
ࣝ
な
ど
の
ํ
๏
࿦
を
学
Ϳ
の
で
は
、
ࣦ
ഊ
か
ら
学

Ϳ
な
ど
の
実
ફ
的
な
学
び
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
参
加
者

ื
ू
を
し
て
か
ら
、
３
日
か
ら
１
ि
間
で
࿮
が
ຒ
ま
る
΄

ど
人
気
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ଞ
に
は
、
ळ
田
県
の
人
口
が
１
０
０
ສ
人
を
ׂ
る
と
࿩

୊
に
な
っ
て
い
た
と
き
（
ฤ
஫
⽅
令
和
元
年
øù
݄
ݱ
在
で

―
須
田
さ
ん
の
経
歴
と
秋
田
へ
Ｕ
タ
ー
ン
し
起
業
し
た
経

緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

ळ
田
県
で
生
ま
れ
ҭ
ち
、
大
学
進
学
で
্
京
。
ଔ
業
後

は
ג
式
ձ
社
リ
ク
ル
ー
ト
（
ݱ
リ
ク
ル
ー
ト
キ
ャ
リ
ア
）

に
ब
৬
し
ま
し
た
。
ú÷
ࡀ
ま
で
に
起
業
す
る
こ
と
を
目
標

に
２
年
ఔ
度
で
ୀ
৬
し
、
໿
１
年
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
へ

ཹ
学
。
そ
の
後
、
都
内
ベ
ン
ν
ャ
ー
企
業
勤
務
を
ܦ
て
２

０
１
３
年
の
ùÿ
ࡀ
の
と
き
に
̪
タ
ー
ン
し
、
あ
き
た
૯
ݚ

の
前
਎
の
「
ळ
田
ब
৬
૯
合
ݚ
ڀ
ॴ
」
を
設
ཱ
し
ま
し
た
。

大
学
進
学
で
ळ
田
を
出
た
の
で
す
が
、
そ
れ
か
ら
ळ
田

「
地
域
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」
で
は
、
編
集
室
が
人
材

育
成
を
テ
ー
マ
に
全
国
の
様
々
な
方
を
取
材
し
、
熱
い
思

い
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

秋
田
県
秋
田
市
に
あ
る
株
式
会
社
あ
き
た
総
研
代
表
取

締
役
の
須
田
紘
彬
さ
ん
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

あ
き
た
総
研
代
表
取
締
役

須
田 

紘
彬 

氏

「出会いが加速する」―。
この言葉を理念に、

秋田の地域づくり・人づくりに
貢献したい。

‒ ਢా ߛලࢯϓϩϑΟʔϧ
秋田県出身。株式会社リクルートに入社し、新卒、中
途採用のコンサルティング法人営業を北東北担当とし
て経験。その後、都内の人材系ベンチャー企業にキャ
リアコンサルタントとして就職。そのベンチャー企業
で営業、法務も兼任し統括マネージャーとして経営全
体に携わる。秋田就職総合研究所を2013年10月に設
立。2016年12月に株式会社あきた総研へ法人化。
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໿
Āý
ສ
４
０
０
０
人
）
に
、「
ळ
田
Ổ
東
京
１
０
０
０
人

企
画
」
を
行
い
ま
し
た
。「
ळ
田
の
人
、
୳
し
て
い
ま
す
」

と
い
う
؃
൘
を
࣋
っ
て
東
京
の
֗
中
に
ཱ
ち
、
ळ
田
に
Ώ

か
り
の
あ
る
１
０
０
０
人
に
ձ
お
う
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
ૂ
い
は
、
東
京
に
居
な
が
ら
ळ
田
の
こ
と
を
感
͡
て

も
ら
う
、
ま
た
、
ळ
田
に
ؼ
っ
て
き
て
も
ら
う
に
は
ど
う

い
う
࢓
事
や
ޘ
ָ
が
あ
れ
͹
い
い
か
を
஌
る
こ
と
で
す
。

東
๺
で
は
ॳ
Ί
て
の
試
み
で
し
た
が
、
ࠓ
で
は
山
ܗ
や
ؠ

手
で
も
行
わ
れ
る
な
ど
޿
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

そ
こ
か
ら
発
展
さ
せ
、
１
０
０
０
人
ू
ま
っ
た
の
で
ω

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
Ζ
う
と
「
修
行
ަ
׵
ձ
」
と
い
う
イ
ベ

ン
ト
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ळ
田
県
で
は
、
೶
家
ಠ
自
に
作

っ
た
छ
を
೶
家
同
࢜
が
ަ
׵
し
合
う
と
い
う
「
छ
බ
ަ
׵

ձ
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
ࢲ
た
ち
も
ळ
田
を

よ
く
す
る
छ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
「
修
行
ަ
׵
ձ
」
と

名
෇
け
ま
し
た
。
ݱ
在
東
京
で
働
い
て
（
修
行
し
て
）
い

る
人
が
、
成
௕
や
ܦ
ݧ
を
ळ
田
に
ؐ
元
で
き
る
よ
う
に
、

༷
ʑ
な
業
छ
の
人
が
ू
ま
り
、
自
෼
の
࢓
事
や
ڵ
ຯ
の
あ

る
こ
と
を
プ
レ
θ
ン
し
あ
い
、
ळ
田
に
Ώ
か
り
の
あ
る
人

同
࢜
の
つ
な
が
り
を
強
Ί
て
い
る
と
こ
Ζ
で
す
。

ଞ
に
も
、
స
৬
な
ど
で
ळ
田
県
に
や
っ
て
き
た
人
向
け

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ͮ
く
り
と
し
て
「
స
勤
さ
ん
い
ら
っ
し

Ỵ
い
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
や
、
ো
が
い
者
に
ର
す

る
社
ձ
の
ҙ
ࣝ
㆐ܒ
ㆂ

໤㇂
ㆄ

活
ಈ
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

―
須
田
さ
ん
に
と
っ
て
の
「
地
域
づ
く
り
・
人
づ
く
り
」

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

地
域
と
は
何
か
と
い
う
と
「
そ
こ
に
生
き
て
い
る
人
」

だ
と
思
い
ま
す
。
地
域
が
ϙ
ジ
テ
ィ
ϒ
か
ω
ガ
テ
ィ
ϒ
か

と
い
う
の
は
、
そ
の
地
域
に
い
る
人
が
ϙ
ジ
テ
ィ
ϒ
か
ω

ガ
テ
ィ
ϒ
か
に
よ
っ
て
ม
わ
っ
て
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
地

域
ͮ
く
り
・
人
ͮ
く
り
を
ߟ
え
た
と
き
、
そ
の
地
域
で
ど

う
い
う
生
き
ํ
を
し
た
い
か
と
い
う
思
い
を
૑
る
こ
と
が

重
ཁ
で
す
。
૬
ର
的
な
ଞ
と
の
ൺ
ֱ
で
は
な
く
、
ઈ
ର
的

な
自
෼
の
感
͡
ํ
を
大
事
に
し
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
。そ

の
た
Ί
に
は
「
気
ͮ
き
」
が
ඞ
ཁ
で
す
。
そ
し
て
、

気
ͮ
き
の
た
Ί
に
は
ࠓ
あ
る
も
の
へ
の
ଊ
え
ํ
の
視
点
を

ม
え
る
ػ
ձ
が
ඞ
ཁ
と
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ
が
、
出
ձ

い
に
あ
る
と
ࢲ
は
思
い
ま
す
。
ハ
タ
モ
ク
を
は
͡
Ί
と
す

る
ࢲ
の
活
ಈ
は
、
ී
௨
に
生
活
し
て
い
る
だ
け
で
は
出
ձ

う
こ
と
の
な
い
人
と
の
ަ
流
の
ػ
ձ
を
生
み
出
し
て
い
ま

す
。
学
生
と
社
ձ
人
と
い
う
よ
う
な
年
ྸ
に
よ
る
ॎ
の
つ

な
が
り
と
、
県
外
と
県
内
、
ࠃ
内
と
ւ
外
の
よ
う
な
地
域

的
な
ԣ
の
つ
な
が
り
が
ඞ
ཁ
で
す
。
結
果
と
し
て
、
自
෼

の
地
域
の
こ
と
に
気
ͮ
き
、
地
域
の
当
た
り
前
が
な
ͥ
当

た
り
前
な
の
か
を
常
に
ߟ
え
て
い
け
る
、「
໰
い
を
ཱ
て

ら
れ
る
人
」
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

「
出
ձ
い
が
加
଎
す
る
」。
こ
れ
は
、
ࢲ
が
大
੾
に
し
て

い
る
ݴ
༿
の
一
つ
で
あ
り
、
ձ
社
の
理
೦
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。
ࢲ
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
一
つ
の
出
ձ
い
が
加
଎

度
的
に
増
え
て
い
く
。
そ
の
໾
ׂ
を
担
う
こ
と
で
、
ळ
田

の
地
域
ͮ
く
り
・
人
ͮ
く
り
に
ߩ
ݙ
し
て
い
け
た
ら
と
思

っ
て
い
ま
す
。

˖

ձ
社
と
し
て
も
ݸ
人
と
し
て
も
、
ळ
田
の
「
࢓
事
」
に

関
し
て
ఈ
্
げ
や
ม
ֵ
を
手
ֻ
け
る
ਢ
田
さ
ん
の
活
༂

に
、
ࠓ
後
も
さ
ら
に
஫
目
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「秋田－東京 1000 人企画」の様子

「こどものまち　しごとーーい秋田」の様子
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組
ん
で
お
り
、
༮
い
子
ど
も
た
ち
に
も
ス

ウ
ェ
ー
σ
ン
の
๛
か
な
自
વ
を
࣍
の
ੈ
୅

に
Ҿ
き
継
͙
ٛ
務
と
੹
೚
を
ҙ
ࣝ
さ
せ
て

い
る
。

バ
ク
ケ
Ϙ
ー
খ
学
ߍ
で
は
２
０
１
̒
年

か
ら
グ
リ
ー
ン
フ
ラ
ッ
グ
制
度
に
௅
ઓ

し
、
３
年
連
ଓ
認
定
を
ड
け
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
「
化
学
෺
࣭
と
ඇ
ಟ
性
؀
ڥ
」「
ফ

අ
と
資
源
」
な
ど
の
テ
ー
マ
に
௅
ઓ
し
て

き
た
。「
化
学
෺
࣭
と
ඇ
ಟ
性
؀
ڥ
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
は
、
ओ
に
学
ߍ
内
の
プ
ラ

ス
ν
ッ
ク
੡
඼
の
ഉ
আ
を
行
っ
た
。
ڭ
ࣨ

の
ص
や
Ҝ
子
を
໦
੡
に
ม
ߋ
し
、
څ
食
で

使
用
し
て
い
る
食
ث
を
ಃ
ث
に
し
た
。
子

๺
Ԥ
の
σ
β
イ
ン
は
ચ

࿅
さ
れ
て
お
り
、
日
本
で

も
人
気
が
あ
る
。
こ
の
ϙ

ス
タ
ー
も
σ
β
イ
ン
性
が

高
く
、
子
ど
も
た
ち
が
ڵ

ຯ
を
ࣔ
し
そ
う
な
工
෉
が

み
ら
れ
た
。
テ
ー
マ
に
Ԋ

っ
た
۩
体
的
な
औ
り
組
み

が
ܾ
ま
っ
た
後
は
、
ܭ
画

に
Ԋ
っ
て
活
ಈ
し
て
報
ࠂ

ॻ
に
ま
と
Ί
る
。
報
ࠂ
ॻ

の
提
出
を
ड
け
た
Ｈ
̨
Ｒ

は
、
子
ど
も
た
ち
が
ओ
体

的
に
関
わ
っ
た
か
、
࣋
ଓ

Մ
ೳ
な
開
発
へ
の
ڵ
ຯ
関

৺
が
高
ま
っ
た
か
な
ど
を

ج
४
に
৹
ࠪ
し
、
৹
ࠪ
に

合
֨
し
た
学
ߍ
に
は
認
定

の
ূ
と
し
て
制
度
名
の
༝

དྷ
に
な
っ
て
い
る
「
྘
の

ض
」
が
ଃ
ఄ
さ
れ
る
。

Ｈ
̨
Ｒ
で
は
認
定
を
ड
け
た
こ
と
を
メ

σ
ィ
ア
や
自
治
体
、
地
元
の
੓
治
家
に
も

޿
報
す
る
よ
う
学
ߍ
に
ݺ
び
ֻ
け
て
お

り
、
ス
ウ
ェ
ー
σ
ン
に
お
け
る
本
制
度
の

認
஌
度
は
高
く
、
名
༪
あ
る
認
定
と
し
て

஌
ら
れ
て
い
る
。

学
校
現
場
で
の
取
り
組
み

ナ
ッ
カ
市
に
あ
る
ࢲ
ཱ
の
バ
ク
ケ
Ϙ
ー

খ
学
ߍ
に
は
、
１
年
生
か
ら
̒
年
生
の
ࣇ

ಐ
１
̓
０
人
に
加
え
、
ब
学
前
ڭ
ҭ
に
௨

う
１
ࡀ
か
ら
̒
ࡀ
の
子
ど
も
໿
ú÷
人
が
在

੶
し
て
い
る
。
؀
ڥ
ڭ
ҭ
に
೤
৺
に
औ
り

19
万
人
の
子
ど
も
が
参
加

グ
リ
ー
ン
フ
ラ
ッ
グ
制
度
は
、
ス
ウ
ェ

ー
σ
ン
の
ඇ
営
ར
団
体
「
Ｈ
̨
Ｒ
」
が
運

営
す
る
؀
ڥ
保
全
の
認
定
制
度
だ
。
１
９

９
̒
年
に
૑
設
さ
れ
、
ݱ
在
は
ब
学
前
ڭ

ҭ
施
設
໿
１
５
５
０
ߍ
、
খ
中
学
ߍ
໿
３

３
０
ߍ
、
高
ߍ
໿
ù÷
ߍ
の
ܭ
øĀ
ສ
人
の
子

ど
も
た
ち
が
参
加
し
て
い
る
。
こ
の
制
度

に
参
加
す
る
学
ߍ
は
Ｈ
̨
Ｒ
に
年
間
１
５

０
０
ス
ウ
ェ
ー
σ
ン
・
ク
ロ
ー
ナ
（
日
本

ԁ
で
໿
１
ສ
̓
５
０
０
ԁ
）
の
ࢧ
෷
い
が

ٛ
務
෇
け
ら
れ
て
い
る
。
Ｈ
̨
Ｒ
は
こ
の

ऩ
ೖ
を
ج
に
、
学
ߍ
へ
の
ア
ド
バ
イ
β
ー

೿
ݣ
や
、
؀
ڥ
ڭ
ҭ
の
ڭ
ࡐ
提
ڙ
な
ど
を

行
う
。

活
ಈ
は
１
年
間
の
サ
イ
ク
ル
で
、
ま
ず

ߍ
内
に
設
ཱ
し
た
ҕ
һ
ձ
を
中
৺
に
औ
り

組
Ή
テ
ー
マ
を
ܾ
Ί
る
。
テ
ー
マ
は
、
Ｈ

̨
Ｒ
が
定
Ί
た
「
気
ީ
と
エ
ω
ル
Ϊ
ー
」

「
ւ
と
ਫ
」「
ফ
අ
と
資
源
」
な
ど
۝
つ
の

中
か
ら
֤
ߍ
が
地
域
や
学
ߍ
の
՝
୊
に
合

わ
せ
て
બ
୒
す
る
。
テ
ー
マ
に
関
す
る
۩

体
的
な
औ
り
組
み
の
ώ
ン
ト
を
提
ڙ
す
る

目
的
で
、
Ｈ
̨
Ｒ
で
は
テ
ー
マ
ご
と
に
関

連
す
る
୯
ޠ
や
イ
ラ
ス
ト
を
ฒ
べ
た
ϙ
ス

タ
ー
を
作
成
し
て
い
る
。「
ւ
と
ਫ
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
あ
れ
͹
、「
観
光
」「
プ
ラ

ス
ν
ッ
ク
ご
み
」な
ど
の
୯
ޠ
が
ॻ
か
れ
、

ւ
の
生
き
෺
や
シ
ャ
ワ
ー
の
イ
ラ
ス
ト
が

ඳ
か
れ
て
い
る
。

グリーンフラッグを掲げる子どもたち

海
外
調
査
報
告

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

―グリーンフラッグ制度に学ぶ―
主体性育むスウェーデンの環境教育

スウェーデンは、持続可能な開発目標（SDGs）達成度ランキングが2016年から 3年連続で世界1
位になるなど、環境先進国として知られている。持続可能な社会づくりの意識が国民に強く根付いてお
り、その背景には幼少期から始まる環境教育があるといわれている。そこで、持続可能な社会を担う人
材の育成について学ぶため、スウェーデンの環境教育制度の一つである「グリーンフラッグ制度」につ
いて調査した。
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行
ಈ
を
ଅ
し
て
い
る
と
感
͡
た
。
グ
リ
ー

ン
フ
ラ
ッ
グ
制
度
に
参
加
し
た
子
ど
も
た

ち
は
、
༮
少
ظ
か
ら
認
定
と
い
う
খ
さ
な

成
功
体
ݧ
を
積
み
重
Ͷ
る
こ
と
で
、
自
ଚ

৺
を
ҭ
み
、
ओ
体
的
に
৽
た
な
՝
୊
に
௅

ઓ
す
る
࢟
੎
を
਎
に
෇
け
て
い
る
。

一
般
ࡒ
団
๏
人
地
域
活
性
化
η
ン
タ
ー

地
域
૑
生
グ
ル
ー
プ

෭
参
事ɹ

˔
道
ఴ 

ಏ

 

（
ࣛ
ࣇ
ౡ
市
か
ら
出
向
）

ど
も
た
ち
は
ੈ
ք
的
に
໰
୊
と
な
っ
て
い

る
ւ
༸
プ
ラ
ス
ν
ッ
ク
ご
み
に
つ
い
て
学

び
、
৽
し
い
໦
੡
の
ص
や
食
ث
を
使
う
こ

と
が
؀
ڥ
に
優
し
い
બ
୒
で
あ
る
こ
と
を

ڭ
わ
っ
た
。

ま
た
、「
ফ
අ
と
資
源
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
は
ओ
に
学
ߍ
څ
食
を
見
௚
し
た
。
څ

食
に
使
用
す
る
食
ࡐ
は
な
る
べ
く
学
ߍ
の

ۙ
く
で
作
ら
れ
て
い
る
も
の
を
ߪ
ೖ
し
、

食
ࡐ
の
഑
ୡ
回
数
を
少
な
く
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
༌
ૹ
の
ࡍ
に
ഉ
出
さ
れ
る
ೋ
ࢎ

শ
え
る
৔
を
設
け
る
こ
と
で
、
自
෼
た
ち

に
も
؀
ڥ
の
た
Ί
に
で
き
る
こ
と
が
あ
る

と
子
ど
も
た
ち
に
認
ࣝ
さ
せ
、
ཌ
年
も
৽

た
な
௅
ઓ
を
す
る
ҙ
ཉ
を
高
Ί
て
い
る
。

持
続
可
能
な
社
会
に
向
け
て

ࠓ
回
の
ௐ
ࠪ
を
௨
͡
て
、
ス
ウ
ェ
ー
σ

ン
の
؀
ڥ
ڭ
ҭ
で
は
؀
ڥ
໰
୊
や
̨
Ｄ
̜

͂
と
い
っ
た
ੈ
ք
的
な
՝
୊
を
子
ど
も
た

ち
の
฻
ら
し
に
མ
と
し
込
ん
で
理
ղ
さ

せ
、
࣋
ଓ
Մ
ೳ
な
社
ձ
の
ߏ
ங
に
向
け
た

化
୸
素
を
࡟
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
子

ど
も
た
ち
に
は
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
式
の
څ
食
で

食
べ
ら
れ
る
෼
だ
け
を
औ
り
෼
け
、
࢒
さ

ず
食
べ
る
よ
う
に
ࢦ
ಋ
し
て
い
る
。
ク
ラ

ス
ご
と
に
࢒
൧
の
重
さ
を
ܭ
ଌ
し
て
ڝ
わ

せ
た
こ
と
で
、
࢒
൧
を
減
ら
す
こ
と
が
で

き
た
。

バ
ク
ケ
Ϙ
ー
খ
学
ߍ
で
は
認
定
が
下
り

る
と
、
ߍ
ఉ
に
グ
リ
ー
ン
フ
ラ
ッ
グ
を
掲

げ
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
く
。
１
年
間
の
औ
り

組
み
を
ৼ
り
ฦ
り
、
子
ど
も
た
ち
を
๙
Ί

バクケボー小学校での取材の様子

活動のヒントになるポスター

バクケボー小学校の給食
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エンタメで地域を、日本を元気に！

都
内
某
私
立
大
学
に
て

「
ϙ
ニ
ー
キ
ャ
ニ
オ
ン
が
地
ํ
૑
生

だ
っ
て
ʂɹ

何
だ
そ
れ
ʁ
」

こ
れ
は
ࢲ
が
ゲ
ス
ト
ߨ
ࢣ
と
し
て
ݺ
͹

れ
た
ࢲ
ཱ
大
学
で
、
実
ࡍ
に
ߨ
ٛ
前
に
ฉ

こ
え
て
き
た
学
生
の
ձ
࿩
で
す
。
何
や
ら

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
ܥ
の
ϙ
ニ
ー

キ
ャ
ニ
オ
ン
と
い
う
ಘ
体
の
஌
れ
な
い
ձ

社
と
「
地
ํ
૑
生
」
と
い
う
、
൴
ら
か
ら

す
る
と
〝
ڑ
཭
感
の
あ
る
テ
ー
マ
〟
が
ど

う
に
も
結
び
෇
か
な
か
っ
た
の
だ
Ζ
う
。

「
ແ
理
の
な
い
こ
と
だ
な
Ữ
」
ࢲ
は
そ
ん

な
こ
と
を
思
い
つ
つ
ڭ
ஃ
に
্
が
り
、

２
０
０
人
を
௒
え
る
学
生
に
૬
ର
し
ま
し

た
。
ώ
ッ
ト
ν
ャ
ー
ト
を
੮
ר
し
て
い
る

弊
社
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
「
̤
̵
̵
̸
̲
̸

̰
̻
඘
உ
̳
̸
͂
ｍ
」
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
ビ
σ
オ
で
৔
の
ۭ
気
を
和
ま
せ
て
か
ら

「
な
ͥ
、
ϙ
ニ
ー
キ
ャ
ニ
オ
ン
が
地
ํ
૑

生
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
」
を
ޠ
り
࢝
Ί

ま
し
た
。

す
る
と
ど
う
で
し
Ỷ
う
、
学
生
た
ち
の

൓
応
が
༧
想
に
൓
し
、
す
こ
Ϳ
る
ྑ
か
っ

た
の
で
す
。「
う
ん
、
う
ん
」
と
う
な
ず

い
て
く
れ
る
し
、
居
຾
り
は
օ
ແ
。
ແ
զ

ເ
中
で
し
た
が
、
൓
応
が
ྑ
い
と
こ
っ
ち

も
৐
っ
て
く
る
わ
け
で
、
あ
っ
と
い
う
間

に
ߨ
ٛ
ऴ
ྃ
࣌
間
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

「
も
う
ऴ
わ
り
ʁ
」
が
ࢲ
の
཰
௚
な
感
想
。

ߨ
ٛ
ݪ
ߘ
の
४
උ
を
し
て
い
た
最
中
、

「
Ā÷
෼
の
ߨ
ٛ
な
ん
て
ど
う
し
て
や
る
、っ

て
ݴ
っ
ち
Ỵ
っ
た
ん
だ
Ζ
う
ộ
」
と
後
չ

し
て
い
た
の
が
う
そ
の
よ
う
で
し
た
。

ऴ
ྃ
後
に
౉
さ
れ
た
、
１
０
０
を
௒
え

る
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
に
は
「
エ
ン
タ

メ
で
地
ํ
૑
生
、
こ
れ
は
Մ
ೳ
性
が
あ
る
」

と
い
う
ϙ
ジ
テ
ィ
ϒ
な
メ
ッ
η
ー
ジ
に
あ

;
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
も
、
そ
れ
ͧ
れ

が
自
਎
の
居
住
エ
リ
ア
に
ͻ
も
෇
け
て
つ

ͮ
っ
て
い
る
、
そ
う
「
自
෼
化
」
し
て
く

れ
て
い
た
の
で
す
。
そ
の
と
き
、僕
は
「
エ

ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
で
地
域
を
、
ニ
ッ

ϙ
ン
を
元
気
に
ʂ
」
と
い
う
事
業
コ
ン
η

プ
ト
は
間
ҧ
っ
て
い
な
い
と
֬
信
し
た
の

で
す
。エ

ン
タ
メ
の
効
用

さ
て
、
自
治
体
の
施
ࡦ
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

（
住
民
）
に
஌
ら
し
Ί
る
こ
と
が
ࢸ
೉
の
わ

͟
で
あ
る
こ
と
は
、
ݱ
৔
の
օ
さ
ん
が
よ

く
体
感
さ
れ
て
い
る
と
こ
Ζ
で
す
。
企
画

を
࿅
り
、
参
加
者
を
ื
り
、
事
業
を
実
施

す
る
ま
で
担
当
者
は
಄
を
抱
え
、
ң
௧
に

さ
い
な
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
し
Ỷ
う
。
ಘ

て
し
て
自
治
体
と
タ
ー
ゲ
ッ
ト
間
に
あ
る

「
敷
居
」
は
高
い
も
の
で
す
が
、
ྫ
え
͹

イ
ベ
ン
ト
に
、
そ
の
౔
地
に
ԑ
の
あ
る
༗

名
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
参
加
す
れ
͹
ಈ
һ
は

৳
び
る
と
い
っ
た
۩
合
に
、
エ
ン
タ
メ
を

加
ຯ
す
る
こ
と
で
「
敷
居
」
は
低
く
な
り
、

ૌ
ٻ
力
が
高
ま
る
こ
と
は
何
と
な
く
イ

メ
ー
ジ
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
Ỷ
う
か
。

ま
た
、
エ
ン
タ
メ
は
性
ผ
、
年
ྸ
、
ࠃ

੶
౳
を
໰
わ
な
い
も
の
で
す
。
弊
社
が
エ

ン
タ
メ
の
見
地
で
地
域
活
性
化
を
進
Ί
る

理
༝
は
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。
ࢲ
た
ち
は
Ի

ָ
、
映
像
、
ア
ニ
メ
、
ອ
画
、
খ
આ
、
そ

し
て
イ
べ
ン
ト
ộ
。
޿
ൣ
な
事
業
レ
ン
ジ

が
も
た
ら
す
マ
ル
ν
な
企
画
・
制
作
力
と

Ｐ
Ｒ
力
、
さ
ら
に
は
エ
ン
タ
メ
業
ք
全
域

に
ٴ
Ϳ
ω
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
も
っ
て
自
治

体
・
地
域
団
体
に
最
ద
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
を
提
案
し
、
地
域
活
性
化
の
一
ॿ
と
な

る
べ
く
日
ʑ
活
ಈ
し
て
お
り
ま
す
。

業
界
唯
一
の
自
治
体
・ 

地
域
団
体
協
業
専
門
部
署

弊
社
が
地
域
活
性
化
事
業
を
࢝
Ί
た
の

は
２
０
１
５
年
。
そ
し
て
、
業
ք
།
一
の

自
治
体
・
地
域
団
体
協
業
ઐ
໳
෦
ॺ
と
な

る
「
エ
リ
ア
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
෦
」
の
発
଍

が
２
０
１
̓
年
の
こ
と
。
Ҏ
དྷ
、
๺
は
ٶ

৓
県
気
ઋ
প
市
か
ら
੢
は
ٶ
࡚
県
え
び
の

市
に
い
た
る
１
０
０
を
௒
え
る
自
治
体
・

地
域
団
体
の
事
業
に
携
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
ओ
た
る
案
݅
は
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
、観
光
、移
住
定
住
、ϒ
ラ
ン
σ
ィ

ン
グ
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
ػ
運
ৢ
成

な
ど
。
ݱ
在
、
日
本
ཱྀ
行
、
ࠤ
լ
৽
ฉ
や

福
井
৽
ฉ
な
ど
の
地
域
৽
ฉ
社
、
さ
ら
に

は
地
ۜ
の
̤
Ｋ
Ｂ
大
֞
共
ཱ
ۜ
行
と
の
人

的
ަ
流
も
ؚ
Ί
た
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
を
ج
൫

に
、
そ
れ
ͧ
れ
の
強
み
を
活
か
し
た
地
域

ݒ
案
の
根
本
的
ղ
ܾ
に
向
き
合
っ
て
い
ま

す
。

株式会社ポニーキャニオン
エリアアライアンス部長 村多　正俊

株式会社ポニーキャニオンまちづくりコラボ

―最適ソリューションを自治体・団体に提案―
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地域の経済団体とまちづくり

茨城県結城市（p６-７）
結いプロジェクトのメンバー
1

愛知県岡崎市（p10-11）
売り上げアップに特化した中小企業・起業者支援『岡崎ビジネスサポートセンター』
3

埼玉県秩父市（p８-９）
多くの人でにぎわうナイトバザール
2
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エ
ン
タ
メ
見
地
に
よ
る
実
施
例

【
観
光
】

松
山
市
で
は
「
道
後
温
泉
本
館
の
保
存

修
理
工
事
を
活
用
し
た
観
光
資
源
化
事

業
」
に
２
０
１
８
年
よ
り
３
年
間
、
元
請

け
と
し
て
参
画
し
て
い
ま
す
。
手
塚
プ
ロ

ダ
ク
シ
ョ
ン
と
連
携
の
も
と
、
手
塚
治
虫

の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
「
火
の
鳥
」
を
ア
イ
コ
ン

に
据
え
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

制
作
や
道
後
温
泉
本
館
に
映
し
出
す
プ
ロ

ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
の
コ
ン
テ

ン
ツ
制
作
、
そ
れ
ら
を
ト
ピ
ッ
ク
と
し
た

Ｐ
Ｒ
、
さ
ら
に
は
修
繕
中
の
本
館
を
覆
う

素
屋
根
や
ア
ー
ケ
ー
ド
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
な

ど
、
シ
テ
ィ
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
全
般
に
火
の
鳥

ビ
ジ
ュ
ア
ル
を
使
用
し
た
事
業
を
展
開
し

て
お
り
ま
す
。
こ
の
結
果
、
保
存
修
理
中
、

減
少
が
見
込
ま
れ
て
い
た
同
市
の
観
光
客

数
は
想
定
値
を
は
る
か
に
下
回
る
、
わ
ず

か
５
％
減
に
と
ど
ま
る
と
い
っ
た
成
果
を

生
ん
で
い
ま
す
。

【
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
】

東
京
都
町
田
市
は
２
０
１
４
年
よ
り
積

極
的
な
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
弊
社
の
参
画
は
２
０
１
８

年
か
ら
。
そ
れ
ま
で
の
Ｐ
Ｒ
の
流
れ
を
発

展
的
に
継
承
し
、
関
係
人
口
増
や
移
住
に

焦
点
を
合
わ
せ
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を

行
っ
て
い
ま
す
。
２
０
１
９
年
度
は
オ
リ

ジ
ナ
ル
・
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
制
作
、
人

気
声
優
の
福
山
潤
さ
ん
や
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
の
キ
ン
・
シ
オ
タ
ニ
さ
ん
、
ラ
ッ
パ
ー

の
Ｋ
Ｅ
Ｎ 

Ｔ
Ｈ
Ｅ 

３
９
０
さ
ん
を
起
用
し

た
ト
ー
ク
イ
べ
ン
ト
の
実
施
、
Ｔ
Ｖ
番
組

と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
や
冊
子
制
作
、
さ
ら
に

は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
を
起
用
し
た
Ｗ
Ｅ

Ｂ
向
け
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

【
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
＆ 

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
】

三
重
県
桑
名
市
で
は
、
２
０
１
８
年
度

よ
り
３
カ
年
事
業
と
し
て
東
京
Ｐ
Ｒ
事
務

局
の
設
置
に
よ
る
首
都
圏
か
ら
の
情
報
発

信
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
食
」「
歴
史
」「
祭

り
」
と
い
う
同
市
の
資
源
を
年
ご
と
の

テ
ー
マ
と
し
、
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
た
る
「
魅

力
み
つ
け
び
と
」
と
し
て
作
家
の
柏
井
壽

さ
ん
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
Ｍ
ｕ
ｍ
ｍ
ｙ-

Ｄ
さ
ん
、
文

筆
家
の
白
洲

信
哉
さ
ん
を

据
え
、
タ
ー

ゲ
ッ
ト
の
属

性
に
フ
ォ
ー

カ
ス
し
た
映

像
、Ｗ
Ｅ
Ｂ
、

紙
媒
体
、
そ

し
て
イ
ベ
ン

ト
と
多
角
的

な
Ｐ
Ｒ
を
展

開
し
て
い
ま

す
。

【
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
機
運
醸
成
事
業
】

東
京
都
港
区
の
「
港
区
文
化
芸
術
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
２
０
１
５
年
度
よ
り
参

画
し
て
い
ま
す
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
公
式
認
定
文
化
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
一
つ
で
、
プ
ロ
シ
ン
ガ
ー
と
参
加

者
（
区
民
、
在
勤
、
在
学
）
が
共
演
し
、

区
内
の
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
で
お
披
露
目

す
る
プ
ロ
ア
マ
協
働
の
事
業
で
す
。
そ
の

企
画
・
制
作
、運
営
を
弊
社
が
担
当
。「
歌
」

と
い
う
敷
居
の
低
い
文
化
芸
術
を
介
し
、

参
加
者
が
港
区
へ
の
愛
着
と
誇
り
、
そ
し

て
何
よ
り
も
こ
の
ま
ち
に
関
わ
っ
て
い
こ

う
と
い
う
思
い
を
抱
か
せ
る
こ
と
を
目
標

に
掲
げ
、
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
試
み
が
功
を
奏
し
、
港
区
の
区
民
参
加

型
事
業
で
は
最
も
人
気
が
あ
る
事
業
に

な
っ
て
い
ま
す
。

エ
ン
タ
メ
軸
に 

使
命
感
を
も
っ
て
前
へ

令
和
２
年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
弊
社

は 

〝
そ
の
後
〟
を
見
据
え
た
地
域
活
性
化

事
業
を
自
治
体
や
地
域
団
体
に
積
極
的
に

提
案
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

特
に
大
事
に
し
た
い
の
は
「
外
目
線
」。

常
に
事
業
を
客
観
視
し
な
が
ら
、
即
応
性

の
高
い
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提
案
、
し
な

や
か
な
事
業
実
施
、
そ
し
て
弊
社
ノ
ウ
ハ

ウ
に
よ
る
運
用
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
軸
に
は
い
つ
も
「
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン

メ
ン
ト
」
が
あ
り
、
何
よ
り
も
「
僕
ら
が

日
本
を
元
気
に
し
て
い
く
ん
だ
」
と
い
う

揺
る
ぎ
の
な
い
使
命
感
を
も
っ
て
前
進
し

た
い
、
そ
う
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

町田市　シティプロモーションのトークイベント

松山市　修繕中の道後温泉本館を覆う素屋根

桑名市　PR映像「くわなにさくはな」
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